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＝  

生活相承で約80乳 工業用水で約60％とされている。し  

たがって昭和50年現在の年間用水取水盈648．9偲が，1  
ヱ乙  

年の内，約80％が河川水に依存していることになる（原  

隊料で玖 河川水依存率が74．1％となっているが，ため  

池の利用水も河川の導水から成っていると考える）。ニれ  

らの数値から目＊の総用水厳に対する河川流水の占める  

割合がいかに大きいかが薫！解できる。   

河川を中′じ、とするlヨ＊の周水開発は，紀元前3漣紀に  

稲作が始まって以来明治刺抑こ至るまでの間，虚業用水  

を中心として進められ，綴薬用水はその常磐に応じて河  

川から自由に取水していた。しかし，明治維新以来，！ヨ  

ネの賛＊主兼の発透に伴をう」二水道の整備と水力発電の  

推進により上水・三水の都市用水が路頭し，高度経済成  

良明以降，都ポヘの入日基中，水消費型社会の形成に伴  

う生活水準の向上 大規模工業立地等の進展のため，都  

市欄水の需要が急激に増大している。   

これらの躯憫は近孝明水需要の動向にほっきり現われ  

ている。すをわち，年間の水沼黎結盟がi捌r‡4囲㍉こ689  

憶d／年，昭和45句㍉こ830機雷／年，昭和50附こ861低  

山／年と推移したのに対し，年間水常翠総j盈に占める都  

市用水（止水と王水）の割合は昭和40年に26．0％，昭利  
3）  

45句＝こ31．3％，昭和50年に33．9％となった。都市用水  

の年間調婁儲の増加とその榊封水番夢総厳に対する割合  

は，年次を迫って増加の傾向を示しているのである。   

しかし偽薬用水はこのような糾しい状況の遊行にもか  

かわらず，依然として年間水番翠練炭に対する大きな割  

合を占めると動こ，大き朗色対腰をその内部に絶えてい  

る。   

榊喜†水需要雑感が大きくなり水の翻合力ぎ逼迫した現在，  

ダム等の施紋を建設して研規の水資源を碩牒することが，  

日＊の地形的あるいは気象的な巨一然条件から国難になり  

つつある。   

こうした時，脳炎用水覇嬰者側は従来の慣行水利権に  

もとづく霧婁蕊とその自由射操水のために，調川旧札水澤  

聾者榊からその撥水腰明根拠を求められている。とりわ  

け，水け川ヨ水ま逢の鹿基用水厳に占める割合は大きく，水  

田用水果に関する計画論の見臆しが求められているじ   

以上のようを背教から，本論文では，水利計画上大き  

な問題となっている広域水Ⅲ地域における閤水計画論樹   

立の基礎的研究にアプロ仙チするむ  

2．研究の課題と方法  

はじめに研究課j返について述べる。   

広域水闇地域の才附く計画を行なう上で梓1こ貌要となる  

のは次にあげる4ノ沃である。  

1．広域水田地域内における遼元水の将利用の実態と，  

反復利用可能j籠を明らかにすること。   

2．広域水田地域内の還元水（反復利相承）の汚濁明  

状況を明らかにすること。   

3．広域水田地域における降雨の，水即日水差落として  

の有効化兇を明らかにすること。   

4．広域水団地域の元玖から本場ホ域に用水を配水す  

る際に必嬰とをる管理摘水魔を明らかにすること。  

このうち筋3と第4の間メ返は，水田二憫水漁罫産を行な  

う際に来場ホ場で必穿となる水魔を増減させる欝賽と考  

えられる。したがって，これらは水田周水盤策定の2次  

的な‡乳趨であるから，本芳命文では取り扱わないことにす  

るく。   

また，第2く7）問題は水の濫約問題でなく質的問題であ  

る。水臼ヨからの還元水をその下流水注‡で反復利用する場  

合，用水計画論土第1と雛2の問題は深く絡み合う問題  

である。すなわち，用水鹿計画は魔的側蘭と解約側面の  

両面から捕える必要があるく，   

しかし，＊論文ではこの節朗憫蘭である永別Ⅵ‡矧遁も  

捨象し，水用の還元水を可能別封護り反復利用した域合，  

広域水田地域にいかをる用水駿が必要であるかを研究す  

るけ   

以上♂）立場から本論文では 次に掲げる3一塩を誅趨と  

して設産する。  

1．水‡漁還元水の反復利鞘を礪える場合の水㍍用水腰  

罪産法を濃捜し，その計罪方法を確立すること。   

2．水‡‡用水の反復利周を考慮した水f椚11水盤罫定法  

を，期別に適用する方法を考案すること。   

3．課題1と課題2（7）方法を実際の広域水田地域に適  

用して，従来の水闇用水兇算定法を検討すること。   

次に，研究方法について述べる。   

反復利閏を考慮した水田閉水蛍算定法は，近年案出さ  

れたCB法を逓凍ほする。そして，諌題1の磯湖沼CB  

法を理論的に発属させる中でなされる。   

課題2．でもっとも百三意を必穿とする隠遁は，笛2輩2  

節で瀾潤する州別反後利用係数γgである。この†・よは，水   
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l刀の水収支関係を言落礎にしてその考え方を整理する。   

湖遁1と2を応用する義範題3は，愛知県の岡崎市・西  

尾市を中心とする西三河地方の矢作川げ流鄭に，約7，7  

00触の水l羽をもつ矢作川閏水他職を対象として検討する。  

第1霜 翔別必要取水盈算定の基礎理論   

約1車 CB法の理論  

1－1 従来の用水盤認定法   

1．減 水 深 法   

各筆水月のかんがいに必要な養生期用水敦は，藻草芭厳  

（総聞水面蒸孝吉魔），蒸散盈（東面茶写き應），降下浸透蕊，  

アゼ浸透魔の4著かち矛掛皮される用水腰である。この場  

合田蘭から料金蓋を経過して授透するものをすべて降下浸  

透と呼び，新盤より湧い部分でアゼから浸透漏水するも  
射  

のをアゼ浸透と呼んでいる。そしてこれら4瀦の総和を，  

一般に減水深と名づけている。すなわち，  

減水深盟終発巌＋恭敬厳＋降下捜級数トアゼ浸透魔   

撹乱 土地改良躯葉で採用している刺〕ヨ虚業用水の計  

画摘水魔推定法は，叫般に「減水深浅」と呼ばれている  

方法である。この方漆は，周水計画の対象地城内の水l君  

一筆ごとの減水深の総和から計画j羽水魔削7一億しようと  

する方法であるかむ紬画土産接必要となるのは，各  

蔓酎くⅢグ）減水探である。減水深放でほ，封磯の前捷とを  

る河川の流況と対象地域内の降雨賃巨に獅射呈⊆準年の  

既徹夜を用いて，次式より水即ざ尋水魔を推定する。  

計画用水蔑肥く（減水深…有効網漁）＝＋（が×  

水闇面碩  

α：描炎率  

減水深を構成している降下浸透蓬逢およびアゼ浸透j染の  

一郎は，下流潮水路または周水路（周排強打jの場合）に  

還元する。減水深沈は，この還元水段も消費水蛍として  

捕える。   

しかし，霧降のノ芸域水j馴鹿域をみた機合，水聞から下  

流水路へぴ）還元水魔は下流勅封で皮手袋利用されている。  

したがって，減水深浅による計画用水ま落は賽雷撃の元玖依  

存用水腰よりも過大になりやすい。対象水‡乱地域が大き  

くなればをるほどそれは顕著となる，。   

このように減水深浅でほ，水田用水の特徴の1つであ  

るかんがい地域内での用水押遣元反復利用を無税してい  

・て；  

2．水 収 支 法   

前項でみたように，減水深法でほ水用からの還元水を  

考慮しをいため水系が広域にをれば，その計画用水蔑闇  

実態に即さなくをる。   

これに対する批判として考え出された方法が，いわゆ  

る「水収支法」である。   

水収支法は，J㌫城水田地域における一意時間の消費水  
6）  

鹿（切を把握するために，次の水収支式を立てる。  

R＋Dl＋Gl建D2」“G2」－E」棚△S  ・‥（1血＝  

R：降雨厳  E：蒸発散兇  

Dl：地虜水流入鹿 D2：地裁水流出盛  

Gl：地下水流入澄 G2：地下水流出魔   

△S：貯留兇変化  

広域水田地域の消費水魔Dほ（Dl仰D2〉であるので，  

（1～1）式を変形すれば次式とをる。  

D㍑E」－（G2叫GJ」皿△S州R  （1－2）  

矧曝雨を想定すればR飽0，用水♂）安産した蝮期間を  

考えれば△S諾0となり，（1－2）式ほ次の（1－3）  

式に碧落理される。  

D盟E〟ト（G2仙Gl）  ‥（1－3）  

（1－3）式において雑草引牧腰監Eは地域的差異があま  

りをいので，消費水駿Dは地下水揺動魔（G2洲Gl）によ  

って支配される。ニニで地下水流動段（G2仰Gl）は，地  

形，地層等のマクロな慮地発作により決定される。   

しかし，－一・般に対象水‡乳地域が広域になるにつれて，  

地下水流動が平衡状態とみなせるようになり，地下水流  

動威（G2酬（】1）は0に近づく。すなわち，（1－3）式  

からわかるように消飲水厳Dは蒸榔紋j獲Eになりてゆくr   

このように水収支法では，（1－3）式で示される消  

餞水盤Dでもって針桓短用水魔を推産しようとする。   

しかし，消費れ駄Dは各筆水閏で絶対に必要な水魔で  

あるにもかかわらず各筆水げに配水される基＊用水盟  

ではない。なぜなら，配水上ほ蒸発緻j逢以上のユ捌く鼠  

分水汲が必嬰だからである。   

消望水魔とこの配水上必欝を水盤は独立しているので，  

水収支髄で配水既を求めようとすれば両者は個別烏肇え  

られ怠ければをらない。   
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仮に水管理が理想的に行なわれているとすれば，水田  

への配水威す患わち倖極瀾は水収支式の地表水流入j澄Dl  

芸E＋（Gz㈱Gl）＋D2である。ここで，E＋（G2仙G．）  

は消費水腰敷，D2は配水上必欝な水魔と考えることが  

できる。   

以上から考えて水収支法は，計晰肖費水魔を明らかに  

するけれども，この方法だけで計画用水魔を推是するこ  

とは危険である。   

すをわら，水収支法の消費水盛Dを広域水田地域♂）新  

郎‡ヨ水放とすれば，減水深浅とは反対に過少になる。  

1－2 CB法の基礎概念とその特徴  

5）   仁 CB法の基礎概念   

CB法は，1節の減水深沈と水収支法の欠点を幸i‡きい両  

者を改良して作られた方法である。すなわち，CB法は  

広域水附地域内での還元∴反瀾利用を考慮して，その水  

用地域内での用排水系統を流れる水がもっとも走常状態  

に近いと想定できる時，つまり発生期連続干天時の需要  

政夫用水蛍を算定しようと考案されたも♂）である。   

ニの方法では数字刀に対象広域水損地域を用排水系統に  

沿って，その内部で用水の反復利用のない単位ブロック  

に分割する。そして元玖依存水魔に対する依存の仕方で，  

いいかえれば】L下手露己の単位ブロッグ聞で行なわれる用水  

の還元・反子袈別間の状況に応じて，その単イ立プロッグを  

次に掲げる3橡柑のブロックに分期する。  

N Bプロッグ   

上流単位ブロック群からの還元水蚕とだけで，当該酬立  

プロッグを含む下滝単位ブロック群の霜翠用頑腰がみた  

される単位ブロック  

兎玖依存心腰：O  

CBブロック   

上流単位ブロック群からの還元水腰をだ∈ナでは，当落亥旦毒も  

位ブロッグを含む下流酬立ブロック群の需要用水腰がみ  

たされず，当掛首位ブロックからの還元水が下流単伎ブ  

ロック群で反復利メ†iされないか，あるいはその下流にN  

Bブロックしか存在しないような埠位ブロック  

允玖依存水盛と：  

（当該酬立ブロック面植）x（当該埠伎プⅥック減  

水深）  

RBブロック   

上流単位ブロック群からの遼元水塊だけでは当該単伎  

ブロックを含む下流上終位ブロック押の粛翠用水腰がみた  

されず，その当該刹立プlコックからの還元水薫製が下流単  

位プもコック群で反復利用され，かつ下流単位ブロック群  

にCBブロックが存在して守るような単位プロッグ  

元玖依存水魔：  

（当該射立ブロック面碩）×（当該．隕校ブロック  

消費水深）  

ここで消費水深とは，下流単位ブロック群において反  

復利用できをい蒸着鋸汝威と，アゼ浸透鼠・降下浸透放の  

…部の合計螢である。  

以上から広域水団地層の元玖依存灘悌瀾冊次式で与え  

られる。＞  

充玖依存水j汲廼∑（任意のRB射立ブロック面梢）  

×（そのRB単位ブロック消費水深卜iw∑（任意  

のCB単位ブロッグi蕗橘）×（そのCB単位ブロ  

ック減水探）  

5う  2．CB法の特徴   
CB法は，第1に1塚ぎ♂）腎頗でふれたように減水探法  

と水収支法の欠点を糾いそれを合体させた方法である。  

すなわち，全域をCB酬立ブロックとみなした場合は減  

水深故に相当し，全域をRB単位ブロックとみなした場  

合は水収支法に相当する。  

第2に，単位プlコック而碩を大きくして粗い単位ブロッ  

ク用排水系班【望を作った機合，単位ブロックi詣溜蔓が大き  

ければ大きいほど，RBやN王3の面積が減りCB（7）面積  

がふえる。これによって推産周水魔は増腰七てゆく。こ  

のように作業を粗くすれば，受益扱民にとって安全側に  

なるという長所をもっているG   

節3に，RB酬立ブロックの消費水深ほ水収支法が示  

唆するように，減水深浅とは独和二言受定される。   

減水深浅は，減水深法の説明で述べたように4つの部  

分から成っている。このうち特に降下浸透放とアゼ浬透  

凝吏はその測冤がむつかしく，これによって実測減水深の  

倍相撲があいまいにをっている。この欠点を補い，需要  

J∧捌く魔の維走法に消費水深という概念を導入することに  

よって，減水深という実測が捧l靴な依を用いた紙産法を   
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車ご とすれば，BブロックはCBブロックと判定される。   

さらにAブロックの判定は，B地点のRA＜D B一トCと，  

A地点の還元水兇RとCり寸断“の大小関係によって決  

意きれる。しかし，A地点より上流にはプ烏ックか憤崩  

しないので，明らかにR（邸0）＜DA〃与一bヰCとなる。  

よってAプロッグはREブロックと判志される。   

以上からこのブ烏ッグ群の元玖依存水嚢吏は，（Aブロッ  

ク而榔 ×（Aプ†ニトノク消費水深）と（Bブロック而手郎  

×（Bブロック減水深）の合計となる。   

実際の広域水田地域は，多数のブロックをその内部に  

もつ。そこで広域水【乱地域のブロック判定をフU－チャ  

ートにすれば，Ⅰ対1岬2のように鮫埋ほれる。   

しかし，ニの方法をそのまま広域な水田馳瀾抹消鋸iけ  

るとブロック数が増加するにつれて，ブロック判漆げ）作  

業が複雑にをっていく。ニの欠点を改良するために，次  

のようなプロッグ判建の簡便化方法を考えたゎ  

l－3 ブロック判定簡便化に関する考察  

ト ブロック判定の簡便化法   

内部にいくつかのプlコック群射却っている広域水［鋸亀  

城の元玖依存水雲套罪麓を行なうためのブロッグ判定を，  

馴ミ8走（元玖の、、γaLei、qua11tity を決定するという意味）  

と韮発する。   

また，任意のブロック群の取水地点に必要を配水厳  

（用水兇と肇えても良い）は，そのブロック群を他のブ  

ロック群から孤立させてブロック判産した結果を，ブロ  

ック群内でのブロックの性格に応じて流臆換算すれば罪  

笈きれる。このように，プロッグ群の取水地点で必要と  

なる配水盛夏を絆罪するために行なうブロック判韮を，D  

判詫（配水すなわち（】istl吊川l′e に関する判意という意  

味）と滋養する。   

次にD判走とQ判定の関係について述べる。‡讃；l酬3  

のように，A，B，C，Dの4つのプLトノク群を内部に  

もりている広域ノ和親tk城を悪意する。この4ブロック群  

のD判姿を各々のプtブック群の名前を付して，DA判私  

D日朝私 Dc判定，DD判定とする。そして，このD  

判定結果は，‡誓‡卜仙3になると牧か孝一る。なれi乳中の  

RA，R臼，Ⅰミ（：，R】）を各々♂）ブロック群の還元水凰  

1⊃A，DB，じc，Dcをその箱書劉㌻Ⅰ水ま露吏とするく）   

同様に（A＋だり プ烏ック群及び（C」…D）ブロック  

群のD判定を，DA“寺∧13判走，DcトD判1盗とする。DA   

用判定を行なうためには，CB法のヨ一客機械念を応用し   

より妥当な維産故に近づけることができる¢  

3．CB法のブロック判定の方法   

以下の言論浮浪では単位ブロックを動こブロック，酬立ブ  

ロックの悠まりをブロック群と呼ぶことにする。   

はじめにプロッグ判建の方法を彗掌理するために，もっ  

とも簡！終な例として内部に3つのブロックを持つブロッ  

ク椰の判麓について考える（【潔1－1）′  

i潔】卜仙1において，A地点，B地点，C地点より下流  

側ブロック群の需要用水義とをそれぞれD入用かトC，D扱  

トC，Dcとし，上流側ブロック群からの還元水駄をそ  

れぞれRA，RAlⅣ】iとする。   

ブロッグ判蒐は，当該ブロックの分水地点と落水地点  

の霧紫働く級と還元水義吏の大小関係により行なわれる0  

すなわち，ニの場合，A，B，Cそれぞれの地点にお里  

るRとDの大小関係で決定される持   

NBブロックは通常下流に位置しているので プロッ  

グ判定は下流から行なった方が有利である。そこで，l雲1  

1】1の各ブロック判産を放下流Cプロッグから行患う。   

Cブロックの判定は，C地点のR八川とD（：の大小  

関係から決意される。いまRA用＞D（：とすれば，Cプ  

rトノクはCB法の基礎概念からNBブロックと判遷され  

る。   

同様にBプロッグの判定は，C地点のRAl－ij＞Dcと  

ⅠモAと［）lうトCの大小関係により決意される。RA＜DB  

7Lj人  丸j虫ノ′  

せ  

図1－－1 アミコック判定の潮脾臓】  
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下挽プu′γ7かれh軋ブロックに拘りてブロック判  
盤を行う  

軋絃γロック 亡刑髭プロソグ）の掩闇  ー 」
 」 
－ ＋
 ■ 
「暮 
 

◇  
判断ボックス  

塑級ブロック利   
0  ち迂終了マ…グ  

qトーーー一 回り頼  

餓曹工以外の利用水瀾亮盗錯γ悠ソク折瀾摘拍瀾ほ  

洩絃プ旬 ′クの分水始点と落水地．真の 捕．J■  

．‥‥lミ■：鮎綾プロッグの分水地点ぶり上磯瀾御  

i掴‡の〃′リッタ群からの還元水放とタ災  

紺ユニ以外の水富原流入駿の糾  
■◆‾・ ・，王）． 綬1緒プロ′′タグ）分水地点ぶり下さ如故に  

ある裏‡汚臭プロソクを含むプロ′グ抑の  
デ拓畢水駿グ丹†…  

勘逮Ⅷ，＞0  

・…‥；lご 婆i首吏ブロックの撒水地点より上露己観で  

ある、盛者真プロ・ノクを含むプ！㍗ツタ郡  

（トト1）偶の）螢滝水放とうfi宵工以外  

の水源灘人騒の朴  

、、】）～：空箋請来プロ′クの撒水胤虔より下挽絨の  

プロノク郡の裾軍水叡の相  

‰撲プロソクの妃玖  
首長7Jこ水鼠  0  

軋紘プ厄・ブタの7已ノ人  

情揮水磁   
＼＝＝一日l†††、；   

鮎鱗ブロソクの元玖  
依揮水牒  
ぐ水【亨盲獅i齢×＝軋裾乳  

プロッグ判定の流れ図  

RA氷果ヂ（DA判定におけるCBブロックからの還   

元水威）州（D入朝意におけるNBブロックの消轢水深）   

援＝一肌2   

てRAよ：DBの大′‖関係を知れば十分である。すなわち  

RA＜じ圧とをれば，Aブロック群のブロックはすべて  

RBブロックとをり，Bブロック群の判定結果はDB判  

是と肌】＝・致して変化しない。反郷ニRA＞D持となれば，  

Bプロッグ郡のブロックはすペてNBブロックとをり，  

Aブロック群の判受給栄はD入判定とw劇山致して変化しな  

い．   

RA，DBの水魔は，DA判定とDB判定の結果を用  

いて求めることができる。  

Dほ水螢霊ニ（D‡3判富におけるRBブロックの消馴く  

腰を）＋（Db判韮におけるCBブロックの需剰捌く達筆む）  

Dc＋け判産もDA用判克と同じように考えることが  

できる。   

以上からDM用判儒及びDcき｛D判窟の結果は，RA   
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洞ほD刊慄  

援＝∴…5  

Dn盟（DJ鞘窓におけるRBブロックの消親水腰）＋  

（Dn判是におけるCBブロックの需要用水彪至）   

＜D汚かつRc＞DDとなれば，i頚1仙4のようになる。   

これと全く同様に，（A－トB＋C＋D）ブロック群のD   

判憲であるDA用トC＋D判憲は，（A＋B）ブロック群  

からの還元水腰R入ヰDと（C」亜D）プlコック群の褐変  

用水兇Dc」皿】〕の大小関係で決定される。RA〃トbくD c  

吊〕であれば，l刻ま削…5のようになる。   

この場合もRAとD13を求めた方法で，RAw用 及び  

DトトD が求められる。  

RAヰB芯（D八一トB 判充に糾うるCBブロッグからの  

還元水数）州W（DA与・日刊蒐におけるNBブロワクの消  

費水魔）  

Dc用想（Dc小1Ⅶi）判窟におけるRBブロックの消親  

水盛た）ヰ・（Dc一そ一ひ判産におけるC針ブロックの諦僧職  

水駿）。   

一般に，RmとD，⊇は次式で嚢呪される。  

Rn淵（D，調産におけるCBプロッグからの還元水jン経）  

酬（杭判産にお里戊NBブロックの消費水旗）  

今考えている広域水耕地域のQ判走は，（A」山Bl仙C＋  

D）ブロック群のD判産であるから，Q判定郡DA用一ト  

c【と・D判定となる。したがってQ判麗結果ほ，閲1…5に  

示した判定結災と同一－である。そして元玖櫓存用水魔は  

‡巽†卜－川5に示した判麓を水兇換罪すれば求めることがで  

・‡ヰ〉   

これまでの考察から，q判違はD判麓を摘み鹿ねてす  

べてのブロック群を網羅した時の判定結果であることが  

わかった。痛心般に7‡偶のブロック押を内部にもつ広域水  

田地域のQ判定は，Dトト213巨・押判違と嘗える。   

次に，D判窪を械み上げてと⑳く途中のプ烏ック判憲の  

変イヒ過将について考察する。今の場合．ブロック判産は，  

D判蔑の進行と裾こ【頚1叩3からl封卜酬4に移行し，敢  

終的圭」∵仙5i業！に落ち溶いたの   

プロッグ判定の変化に注目すると，ブロック判協がD  

判定のどの段階をとらえても変化しないブロック群が存   
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ブロック群AのD判産とQ判意はM一致し，ブロック群A  

は中核的ブロック群といえる。しかし第4プロッグのq  

判定がlモBの峰，ブロック群AのD判麓とQ判磯㍊∵磯  

せず，ブロック群Aは中碩的プロッグ肝ともlそBブロッ  

ク葺洋とも又NBブロック群ともいえない。   

ニのようにブロック群の用排水系絨がその糀園内で藁  

紙していない場合，すなわちブロック群のある部分の還  

元水が他のブⅥック群に流人する時は，i毒牙項で説明した  

ようにD判産結果とQ判産経架をブロック群同志の関係  

として収り扱うことができず，ブロック判定を行なう峰  

留意する必要がある 

3．小  結  

ブロック判定の簡便化法を用いる意兼は，次の3′－喜に  

賂哩される。  

（‖ 例1刷2で示したプロッグ判産のプロ…チャ…卜  

をそのまま用いるよりも，プロッグ判定の計算が単  

純になりかつ判定も早くなる¢   

f2〉 広域水l∧】∧1地域内の週元水む 小反複利胤 弓1反復  

利甜，大反復利用した場合それぞれについて，各ブ  

ロックの性格変化を明らかにできる。  

（3〉 還元水の大反古夏利用から′ト反子宝利用の各段階につ  

いて，それぞれ元玖依存水脱が計算できる。  

第2牽 CB法による期別必要取水濃霧定の開港とその  

解決法  

すでに述べたように， Ct3法…認発生期の戯大元玖依存  

水親藩求めるために閲孝をされた方法である。したがって，  

この方法を期別必要取水真書吏の罪憲に使うにほ，計画‡邪論  

として経たに雅文しをければ篭ら患い避頻的倒！！】ほがあ  

る。本章では，そのr｛つの試みとして以下のような方法  

を提示する蒋   

CB法で期別必要水威を針儲するには，まずプロソ グ  

の柑ほ1潮水鬼を計許する必要がある。そのためには，ブ  

ロック面亭炎（A）とブロックのかんがい適期平均減水深  

（＝きの祷に，期別（以下ではこの期間をすべて半句と考  

える）に設定さjlる係数をかける必繋がある。この係数  

を期別周水係数〃と定職する。   

次に，CB法では上流水沼かちの還元水敬の下流水注l  

での反復利用を考えるので，各ブロックに期別才一勘軋脱が  

供給された嶋，どのくらいの射通が下流で戊複利相可磯   

カ三する¢今の場合はCブロック群がこれに相当する。ニ  

のようにプ烏ック甲はが変化しないブロック群を＝ヰ層  

約ブロッグ紺’と名づける（〉   

この中碩的ブロック群より上流側ブロック群ほすべて  

RBブロック群となる。反対に下流i則プ烏ッグ群はすペ  

てNBブロック群となる。図1w－5では（A」－B）プリ  

ック群がRBブロック群と怠り，Dプ烏ック附がNBブ  

ロック群となる。   

Q朝憲の機合，この中核的プlコック群はブロック判是  

を行をう時に支配的役割を演ずるので，この中核的ブロ  

ック群を見付けることが東署になる。  

2．ブロック判定簡便化法の留意点   

この噴では，プにトノク群の－－一部ブロックからの還元水  

が他のブロック群に流人しかつ反子婁利拝jされる場合に関  

する，D判定とQ判定の関係について述べる。   

一例を示すために，懐】1仙6（7）プロッグ群を言受意する。  

揆＝上側e  

傍＝帖6に示したj】1水地域には，Aと：Bの2つのブロ  

ッグ群がある。ブロック群Aには，1から4の4つのブ  

ロックがある。これらのプこブックの謬音要用水魔をそれぞ  

れ玖，n2，D3，Dlとし，還元水ま漁をR－，R2，lそ。，lモ。とす  

る。さらにブロック群Bの需欝f汚水まま吏，すをわちブロッ  

ク絆BのD判党結局ををれ紀換芸証したものをⅠ〕lうとする。   

ブロック群A♂）D判産経栄は，各ブロックの右毛）内に  

示きれたようになり，またq判意の結誓きは，各ブロックの  

坤ザけ）通りになったとする。   

D判定結果とq判定結葦さを比絶しか時，注目に値する  

のは節4プlブックの判定結果である。   

第4プロソグのQ判麓は，D－～くRjの峠CBとなり，‡〕．き  

＞R．1の時R臼となる。第4ブロックの甘財産がCBの時  
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な放として還元するかを明らかにする必繋がある。プロ  

ック期別用水螢にある係数をかけてブロックき開削反復利  

用水魔を罫産する囁 この係数を期別反復利用係数7・－  

と走発する。  

2－1 期別用水係数／J   

ある拡がりをもつブⅥッグ♂）Ⅲ植は，激、円卸剃肌植期  

間を資するα圧！植期間をノ半句とし，半句単位の㌢ニ！〕捕率  

（半句別川植而碩／ブロック面相）をbl，b2，b＝わ ‥丸  

とする時，ニの時系列に並んだi〕ヨ棉率全体を田綿パタ叫  

ンと覚発するひ   

水稲栽橋には一億のかんがい発生期問があるび かんが  

い発生期聞は，対像兼職馳劇聞作付体系や鋸封酬1三によ  

り淡麓される。また，各ブロックの期別の給水深は，か  

んがい適期平均減水深にある係数をかけて求めることが  

できる。この係数は，実測減水深の期別パタ仰ンから維  

走できる帯   

終生期間をん隼雄ほ雄摘し，この発生期抑Ijの平均減  

水深に対する期別給水探の比率を，√～1，√エ2，α3．…αふと  

した崎，この時系列にヨ転んだ比率全体を，発受1三糊の標準  

期別給水深パタ…ンと走詭する。   

上にあげた‡ヨ三l植パターーンと標準期別給水深パタwンの  

2つから，州別用水係数ムを導くことができる。  

嚢2仙1 ブてブ▲ソクの常栗と川頗パター叫ン  

l〕3忠＝（AH）拍車㍑＋b川甘トb3αり  ‥（2岬1）  

一般に，巨㌣細目のフロック期別用水股D∫は，（2…＝】Ⅳ1）  

式かち演繹して次式となる。  

Df偲（AH）往，d∴∴・トb2αf】】＋玩卜2）…（2〟仙2）   

次に，洲磯バク…ンがb－，b‰1恒…l）メの時，f半句‡芸Ⅰ  

のブロック州別用水兇1〕∫は，（2刷2）式を拡服して次  

式となる。  

D～㌘（A‡十＝b押巨トb2αい1＋…＋b丹1仙一戸ーり  

‥（2削3）   

ただし衆生瀾楼戒斗旬と考えると，標準判別給水深バ  

グ…ンは，αl，α3，α3…αたであるので，（2仙3）式の  

√～′”はず‡＞んの時すべて0となる。さらにD′ほプ亡ブック全  

体が開始を終えか時点を考戊ているので，∫≧ノという  

条件が必聾である。   

（2肌3）式の（AH）は発生期を通じて山麓である  

ので，－甚Jiの判別月1水係数／′は一品一般式として次式くとなる㌘  

．／f盟blα－一卜b21α∫一り【l）3α／仙2十‥・＋l）j√汗－（皇几lき  

‥（2仙1）   

／′を用いると，（2仙Ⅳ3）式は次式で袈視きれる。   

1），・・＼・＝イ，  ・・・（2 51  

2－2 期別反復利用係数γ～   

成子紳川＝腐敗r・を考えるために，酬立ブロックの水収  

支関係を図2叫lのように設逢する。   

閤ゆげ痛那鋸釆 一途期間工水沼へ流人あるいは清課す  

る水j￥麦を水深で表わしたが  

卜ま：給水深 0：還元深 Gl：地下水流人深   

G2：地下水流出深 R：経ぎiiぅま浩 E：基発散巣   

△S：貯留混変化  

】（   1・：  l  

、  

－  ‥ lトミ  1ト  

Hα3 ‡ilαj  

‡－l＜22 をIj（～、写  

1【 2  酬｝皿〟し州 
肛．巨裾  
刷扉 巨 柚」1Iふ  

】）3 董 D。 蓼 1）5   、，、－．丁－■1ユi：－L  
脚…¶ツ」1＿  

まず論語娘を簡断こするために，酬爵′ヾ夕叩ンをb‡，t）2，  

t）3とするく 

楽2刷1のように，はじめに【ハた‡植を行なう半句から敢  

えて0半句，1半句，2守雄〕の粗描面積ほ，をれぞれA  

l〕l，Ab2，Ab3となる－ 

また‡掛値稜1半坂摘、ら5や旬のブrJッグにお宅する期別  

給水深は1をれぞれトⅠ〟l，‡－l椚，眺持】服叛 f壷5となる   

田植瀾膵】の1半句＝が凝った時点から敢えて上平旬‡ヨ  

のブロック期別き酌虹駄を玖とすれば，3半句目の明津減  

！〕3は釆2一皿レ1から，  

t）。離（Ab．川」（13）wト（Al）2川1（72トト（Ab3川冊lαl）  

となり，盤署臣㌻ると次式となる。  ほ…2Ⅵ…1′ 」甘位ツセ・ノアのフjく収支   
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これらの諸厳を用いて単機：ブロックの水収支式をたて  

ると，次のようになる。  

H霊○＋E仙R＋HGrGJ＋△Si‥（2州－6）  

用水計蘭が問題となる時期は旗降雨時と考えてよいか  

らR建0とする。   

又，く（G2…Gl）＋△S‡はホ域の地下における水の挙  

動兇であるので，下流プロッグで反復利用可能な水魔で  

あると…＝・概にみなすことはできない。したがって，反穣  

利用を考慮する用水罪違法の申では，摘爽水腰ととらえ  

た方が安全である。   

F㍊i（G2W脚Gl）＋△Sト を描英浸透澗と考えて水収支  

l実は溶き渡すと，図2－2とをる。   

1て十「し川  
…（2仙10）   r ＝笥1脚  

期別反複利用係数ぢは，（2鵬10）式に期別給水深11∫と  

期別系発散鹿払凍代人して次式となる。  

－・‥！ミl；  ‥・、卜   

（2血5）式のDf舵AH′fで，Ij／fは（2…11）式に代  

入する期別給水探H′と考えられる。ゆえに，玖は／fが快  

走されれば計算される。   

以上から，期別反穣利用水魔Rfは次式とをる。  

R√芯Dい rf㍊射l・／f・r－  …（2仙12）  

（2ふ5）式と（2山㍑）式から，玖と軋をそれぞれ  

求める場合，A‖と／～及びr√は独立しているので，A‖  

を基準メ捌く魔と定発すると，AHは左及びrrとは別個に  

塀り扱うことができる。  

鮮2編 基礎理論の応用  

…矢作川用水地域を挙例として仙   

第3牽 矢作川用水地域の用排水系統   

3－1 矢作川流域と矢作川用水地域の概要  

1（〉）11）  1．矢作川の概要  

■′－・■■－■－－  

■   

↓F  

】  

撰2…2   

‡繋12一岬2の水収支式は，（2酬7）式となる。  

トl盤0＋E－トⅠご  ▼・（2州7）   

（2w7）式の両辺馴1で割って，∃那椚Ⅶると次式と  

なる。   

：  

！．  

トi  卜Ⅰ  
・‥（2008）   

還元深0を下流ブロックで反チ婁利J羽可能な水塊と考え  

ると，反餞利用係数Ⅰ▼血0／‖と（2州8）式から，  

rは次式で表現される。  

‥（2州肝9）   
エー ㍊1し…  

蒸発散腰吏Eは，茶発計蒸発威からその概算値を求める  

ことができる。   

摘炎浸透探ドは，（2刷7）式を変形してF㌫＝仙（0  

－トEj となる。したがってドは，E♂）概罫職と，水収支  

法で明らかにされる給水深】1と還元深0の実測値をこの  

変形式に代人すれば求めることができる。   

‖とFの低からⅠごを‖の関数として表現できれば，両  

船に rは（2鵬9）式に基付いて次式となる。  †到3肌1 欠作川敵城概要憫   
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ていた。この地域は1，600年以降，着掛こ北野用水，村  

裔周水，矢作・渡一下佐々木・常塚用水乳 左掛こ■お部  

用水，裔桶・高落杵j水，将監用れ 小焼野・古川用水，  

畜良・蕾‡当用水，藤波・浜闇・小栗用水箪の相承地区を  

作り上げ，28ヶ所に中小規模井堰樋管を設潰していた。  

これらの施設は，矢作川の河床が高かったために，はと  

んど自然昭水できた。   

矢作川の大規模水利闊孝芭は，哩】治以降に行をわれるこ  

とにをる。   

明治ほ隼から大正年間にかけて，矢作川着樺中下流に  

拡がる安城・知立・刈谷市を中心とする洪綿そ他に，131  

路線を有する明治用水が開削された。また人造石の明治用  

水取水堰は明治34i持薬造され更に補蘭して42年完成し，  

現在この地域は日本のデンマークと呼ばれるほどの虚業  

生産地城となった。   

明治20年から27年にかけて，明治用水地域の北都に招  

く患！甘市の起伏に富む洪蘭冶地に枝下用水が開削された。   

戦中戦後Ⅵ食糧増産・箪魅対策のため多くの基幹用水  

施設で鮭僻工寒が進められたのに続いて，昭和32年明治  

用水頭首工改築，昭和3的三羽布ダム完成と爽作川第2戯  

薬水利事業瀞手，昭和46年完成の矢作ダムを水源とする  

新規かんがい計画賽施等が行なわ謹1た。そして現私 水  

田19，00帥αと柵1，40肋αの戯兼用水6億6千両／年が必  

要とされている。   

ロ．発肇援用水   

矢作川水系の発篭は明治30年巴川の安川郡瀾川lにある  

唐津凝磯漸皇はじまり，＊川の夕けム式発電所を含む建設  

により昭和10年墟までにその糾設は心段落した。この間  

の発′塔所は＊支川あわせて27ヶ所であり，76，920iくWの電  

力がこの流域に供給された。   

昭利46年完成の矢作ダム発渇所建言受と′j、規模を寮磯灘  

の関金勘こより，現在24ケ軋162，422iくWの‘磁力が供給され  

ているひ   

ハ 上水道とエ薬用水   

火作川流域で都市別蘭I夏域の相違を牽けた㍑市町村の  

利水実態は，昭和48年過慮省が公開した資料によると，  

1こ水道用水が28．6万が／軋 又工業用水で50．9万が／日  

とをっている。   

28・6万nりEJを條酬叫ると水道梓川くのうち，9ガーガが地  

下水利欄で河川水利周ほその倍となっている。上水道用  

水の地下水利用は，地曇農沈下等の幣寒が考慮され，河川  

水利用に塀り換えられつつある。   

昭和41年1級河川に柑建された爽仲川ほ，中央アルプ  

スの商都を起点とする根羽川が上村川（岐鼻県」二矢作町）  

及び名倉川（愛知県稲武町）と合流した地点から始まる  

幹線淡路117玩，流域面棉l，朗2k】ばの大河川で，愛知照  

のほぼ中央を栗西に分けて流れている。閣3…1がこの  

欠作川の流域概要図である。   

流域は平野部とそれ以外のJ」地部に大別きれ その内  

86％が山地部を成し各安川ほほとんど合流点まで山間部  

を流れている。流域の搾徽の1つとして，巴川・乙川等  

の大支川が左側から流人しているため，＊川剰抑こ大き  

な流域を形成している。   

流域の地質は，山間部の領蜜花崗岩系地域と下流部の  

洪綾・沖機層地域に大別される。流域全体は約80％が花  

崗岩系によって占められているので，水源地碑はかをり  

鳳化が進んでいる。   

流域の爾兇は東海地方としては少をく，およそ本川下  

流部及び北側で1，500mロゾ年，上流部で2，200mn／乳平  

均で1，800汀闇／年である。又，降雨腰32．5憶が／年のうち  

嚢流水は18．7磯而／年程度であり，渇水年にほその昆に  

減少する。  

12タ    2．矢・作川の利水   
矢作川の平水年流出飢8．7億が／年の利月利ま流れとし  

ての利用に始まり，次第に水そのものの利周に移行して  

きた。すなわち桝墨・水車純綿に始まり戯業梢水，発  

風上水，工水とその使途が拡大した。そして，表流水  

の利用は近く60％に透するといわれている。   

この流域の地下水賦存胤ま極めて少ない。地下水埋蔵  

魔のうち人間が利用できる地下水敬は，技術的には8．0  

憶ポ／年と雄憂されている。しかしこの水魔まで顆水す  

ると地下水位は低下し，地鰍允下等♂）2次災密がおこる。  

地下水位を考慮して人間の利用できる地下水腰漆や瀾1に  

褒錮合される地下水魔の限度内とすれば，0．65槍が／卑し  

か利用で牒憩いと考えられる。   

にもかかわらず，流機内地下水使用は水道用水・工業  

用水とし丁年閉1憶5，000万がと推定される多厳に上り，  

昭利40年代に入って下流沖換地の地盤沈下問題を引きお  

こした。このため，地下水利用は嚢流水利月引こ切り換え  

られる傾向にある。   

イ．農薬用水   

巴川合溌点から下流℃伎還する矢作川の沖樽地に描か  

れた水田約7，700加は，ド流低湿地，祈Ⅲ干拓地を成し  
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50骨相粛／日を楼蘭する工薬用水の内，その66％に当  

たる33．3万が／目が地下水に依存し，河川水利用の2倍  

に遵Lている。エ薬用水の地下水依存の傾向は，現在更  

祈される方向にはないけれど，公賓等を考慮する地域環  

境の立傾から，今磯は地下水利用の内多くの部分を河川   

利用に切り吸えることが求められるであろう。   

近来の経済の高度成長と共に，自動】、！ま工業を中心とす  

か渦三河内捜工数，衣浦臨海工業が進展し，中幕都市圏  

の岬】・部として人甘増加現像がおこった。ごのため周水便  

f】i兇は，年澗3億lげをメはえ，昭利甜年には5臆1千万壷  

が兇込まれている。   

こ．黎魚用水   

三河湾沿梓部には，うなぎ霧殖の35帥αを主体に鯉・  

ぼら等の50Jlαを合わせた約40錮だの養魚場があり，ニの  

養魚用水として支川矢作古川と地ド水から年i雷雲き2，500万  

がが増水されている。また山間渓流郎のアユ．・マスのため  

に3，000万がが使印さわている。   

ニの内密煙硝水の年間ユ膏00万雨稽腰が，河川水欝汚  

濁により水源転換の必要に迫られてい翫   

最上のように，矢作川流域においても各用水の常客が  

商まり，闇水の需給が逼迫してきた。そして矢作川水利  

協孟浪合規約に示されるように，「矢作川水系における水利  

の実態を総合的に把握し，水系を血】i菱ぎとする合理的な水  

紬触研†二ほ緒なる運営に資すること」（第2条）が求められ  

ている。  

3．矢作川用水地域の概要   

図3血∵＝こ示透れた（図中一督線部）矢作川下流に沼う  

砂隊沖格地5市3町の水i封7，7榊旭を抱える欠作川用水  

地域は，前職で見た通り，従来矢作川・矢作謝服勘二設  

置した28ヶ輯の榊Ig・樋管によってかんがいされていた。   

しかし失脚＝ヰ1流に開発された枝下メ捌くのJ採水以乳  

架作川本川の流下威闇灘水期に皆無に近くなりミ機少の  

支派川流星経でほ水不足になる翠魅常習地となっていた。   

このため，翠魅による減産l札止と食糧増産を一票篭る目的  

で．巴川上涜42lくmの東加茂郡山対地内に羽布ダムが，昭  

邦3網ミ建言貸されたび   

一九 羽布ダム建∈；隻エ‡糾那純一に，㊤28石野の井噛一  

増水樋管の老朽が著い、こと，（努巴川合流ナ沃より下流の  

欠仲川河床は灘瀾瀾が厚く，渇水時ダム放流水が澄透し  

有効職水準が低下すること，く勤昭祁28年台風13号以来の  

中i；ど≡登葦建言受プ州ムによ侶■摘ミが：欝しく低下したこと等に  

より，昭和36年かんがい用水の取水は，下流部塀水口の  

大部分が自然ヱ採水不可能になると共に，その河口部で闇  

逆潮現象を受けることになった。   

このため導水堤及び揚水機の築造・言党政グ）対策が構ぜ  

ちれたが，河床低下はますます進行し旧来の自然頻用い  

湧水によるかんがいは完全に不可能となった。そこで羽  

布ダム完成の昭和38年3j‡】に引き絞いて，同年4声＝こは  

納言受グ）紳川頭首工叔び乙川頭首工と幹線水路を連結統合  

する合‡」覇業が矢作川第2儀装水利事業として潜工きれ  

た。   

矢作川第2傲業水利事業は，昭和54年3畑こ完了した。  

ニの事業の完成と共宣，細川頭首エに並設された細川管  

潤！桝を咤】央局とする月1水遠プブ監視制御システムが確立し  

た色 この制御システムによって，細川頭首工・乙川頭首  

工からの取水と幹線用水路に・烹在する主要分水工等の配  

水施設は簾中制御され，用水の適正な配分と管増！業務の  

合理化儲が進められつつある。   

矢作川用水の利水計画は，j】紳き37年の爽作川第2虚業  

水利事業計画にゐ車て樹立された。しかし近年，水稲栽  

塔形態，水利用形態事 藤村労働力の構成等が変化したた  

め，当初の利水言1・注鋸こ合致しなくなってきた。   

本論文ではこの東灘川用水グ）今後の利水計画をたてる  

時に必欝なヨ基礎資料を得ようとするものである。  

3叫2 矢作川用水地域の単位ブロックヘの分割   

矢作川用水地域を対ぬ踏査し，ヱ要三愛を頭露一工・順の使  

役，幹線用水職 輌㌢渠，パイプラインも含む）の路線と  

分水ゲ脚卜及びゲ…トから発する支線用水路網，支線排  

水路網と幹線排水路の路線及び反復利周の有躯・純囲を  

‡明らかにした。特に，幹線排水路の反復利周の状灘ぷ注  

臆した（ユ   

賂体的には，農林水産省肇ぎ海腿政メ筍矢作川第2幾業水  

利事務所が作威した羅潜1万分の1の地図に，周水瀾順  

の水路・施設を赤鉛筆で卦拗躯即納経塚蘭・施設を脊髄  

箋経で，それぞれ記入した。   

次にこ♂）地図と投機顆の色鉛筆凍膵いて矢作川用水地  

域を，20／‡α以1この拡がりをもちその純園内では用水の反  

復刹周が行なわれないと考えられる駆使ブ㌦ックに，用  

緋水関係を寒磯∴葱がら分割した。   

ニの場合，地域の反復利用の状磯をできるだけ反映す  

るため片∴拍触程度の還元水反復利用フォロックも1つの  

隕位ブロックに数えることにした。   
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細川lリ‖111  

8－3 単位ブロックの用排水系統   

射立ブロックを用水路∴排水路，河川綴施設で連結  

して，蝉イ立ブロック朴酢水鼻紙図を作った。作成され某  

A毒も位ブロック阻排水系統図は，図3血2で凍る。侠陣ぺ  

用水路は実線，排水路及び河川は破線で表わした。   

矢作川用水地域は13の土地改良区から成り，これらの  

土地改良区はさらに23の用水地属半分かれる。そこで牒  

使プ欄ック伴排水系統図の中でこの用水地‡夏の柁閲がわ  

かるように周水馳！真のj魔界練を図3酬2に詑入してある。  

貌位ブロックに付された記号は各土地改良区名の略称で  

あり，ブロックの用水管理ぶ関する所属を表わしている0 ぐ   

土地改良l夏毎に，ブロッグ詑礼 受議長活き概，ブロック  

敗，単位ブロックの平均面積〝）概罪磁を当法理すると嚢3  

血1と怒る。なお，碧津用水土地改良区の曹＊川下流地  
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重言は，数近欠作川用水地区からはず車力ため，唐津地Ⅰ真  

の受益面相凋明らかでなし、。そこでこの土地改良区の受  

益両横は，第4輩の算定蘭碩を用いたけ   

きらに図3酬3の糟僧服1によって，衷仲川相磯灘摘樟  

おける各土．地政」箋区の位置を示しておく。   

3－4 反復利用からみた地坪の特徴   

この節では矢作川用水地域の用排水系続の特徴につい  

て述べる。  
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l淫】3m3 土地改」逃【真の位E送呈  

衷3－1 土地改良区別邸．位ブロック説明嚢  （単位：ila）  

－一  
里 
仙＿】  

単位ブロ  

ック 数  
ヒ地改良区名  

石  津  

上  郷  

（68．＝  

365．9  

＝78．6  

864，0  

500．0  

325．6  

565．0  

12ユ4．0  

771．5  
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11阜／＝  

川  

良  

尾（八ツ‡たi）  23．0     1  

51．0      2  安 城 （桜井）  

安城・西尾り削昭  

碧  南  

堵ミ  割  

i喝 尾 （平取き  

A  

A及ひⅦ   

HN   

Hw  

151．6  

385．5  

86．8  

N     416．6  
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矢脚l卜㌫鐸地域は用排水系統が単純であるので，単位  

ブロック当りの商機′妾j大きく，かつ用水の反復利用が少  

ない。  

（イ）」：郷用悪水土地改良‡夏   

用排水路の分離が行なわれているので廿用l三水系統が非  

常に単純である。選元水の反復利用も下流の約5旭の水  

】1●Jで行憩われているだけである。  

桓）明治用水二王二地改良区   

用排水分離が進行しているので，打勝水系統ば比綬的  

単純である。地区内の排水河川聴衆川に落水する手前で  

排水路を堰上げて反復利用している剰‡fjが…一部ある。し  

かしその面橋は少ないむ   

レう 安城fl了（桜井用水）   

パイプラインからの給水により糊排水系洗ほ此髄的蝉  

純であるい取水口では戚東川からポンプを用いて排水が  

揚水され，この水と幹線用水路周水が叫綿にな〆フて配水  

される。この地I真の覚豪産面積は少ないので，配水面磯購  

約半分が散大必要時に焼灘川への還元水に依存している  

と考えられる。   

国 賓城i‡首（荒井用水）   

パイプラインの敷設に伴ない，用排水系統は非磯ぷ牒  

経である。この他1gでは還元水の反便利flはおこなわれ  

‾㌃いない。  

㈹ 碧南市   

上流の伏見屋付近は柳腰腰職場明惚凍れていをいので  

附排水分離が行なわれていない。ニのため排水位が詣ぺ  

反復利膵が行なわれている。   

下流の千持l釧鼠∴緋地整備も東灘し反復利囲も行なわ  

れていない。   

次に矢作J】は繹地域は全体として用排水系絞が複雑で  

あるので，一郎を除いて．射立ブロックの平均面碩闇′一般  

に小さい。また矢作古川と広Ii川1に言受けられたまぎj込古川  

頭酋工は，そグ）上二流地域からグ）さ星元水をキャッチし，下  

流地域の田儀水路にこの水を合流させる構造をもってい  

る。したがって，青良古川頭首工より下流の古川及び吉  

良の土地改良i菟は，還元水の大反複利鞘亀城と考えるこ  

とができる。   

ケヾ 寺㌢渾用水土地改良l夏   

な樺股上流部に校閲し，他♂）左揮」二地改良‡夏とは独立  

してい鼠。受益面相が少なく，全体として用排水系統は  

単血イヒしている。しかい軸邪をみると，承瀾の形状が不  

整形で桝地盤凋！がされておらず，用越し水の小夜擾利膵  

がされている。  

（卜）占郎用水土地改良区   

閻崎市南部に隣接した地区であり，メ1ヨ排水系就が竣経  

である。このため単位ブロック平均i扇橋は，20≠lα以下と  

非常に′トさくなっている。赦払 岡崎市内からの工場排  

水及び新市湾頭の周水路への流人に対処するために，欄  

排水分離率薬が行な諾っれた。このため地層内の反復利便  

は，広闇川の北側品・那に限られる。   

桝 高橋用水土地改良l夏   

形状は南北に細長いにもかかわらず，幹線水路が対局  

まで賂僻され用排水系統は非常に樽凝である。このため  

風位プlコック平均面橘は大きい。反復利欄も地区中部の  

血ブロックが，占部地区からの還元水をポンプ揚水して  

いるのにとどまる。  

（明 高落Jく汚水土地改良！g   

睨宕E“部を残して，猟づ考ホ均整傭凝茶業がばとんど完了  

している。ニの事業によって，水田は30α区汎 用水路  

は管水路となった。このため用排水系統は非常に照絹で  

単位ブロック面綿も大きく，反復利鞘恨凄く行われてい  

ない。  

（ヌ）将l濫用水土地改良援   

北酢こ浸削宅市制馴ヒ地域を含んでいるので北部の用水  

路綱はわかりにくいが，用排水系統は比暇的単純であり，   

掛伎ブロック平均面槽も過当な大きさである。地区の中  

央を南北に流れる潮水河川北浜川には，中流と下流にそ  

わぞれ1つずつi優立てが言受けられ反子髪利川が行なわれて  

いる。北の堰立てはその上流ブロックと商機ホからの締  

rl翔一；水を吼ヒげるために，そして南の堰立ては地区一斗下  

流プロッグと古Jiけ也区の一一部水臼jからの排水を堰上げる  

ためにそれぞれ欄いられている。   

弼l古川用水土地改良！葺   

この地l哀と次に述べる吉良抒撒水土地改J連Ⅰ或は，上述  

のようじ㌫田川に耕頑茂れる水‡乱選元水を多義吏に取水し  

ているの   

ユれ触区では用排水兼用の水路網が地区全体に発適し，  

矢作′】‡水地域では】叫灘後維射梱㌍水系統を成している。  

しかし，細かい反き髪利用は系統ぎヌ】作成の時虜瀾しなかっ  

たので，単位プロッグの平均面手爵は約45血と比較的大き  

い繭膵鳶な1ている。またこの地区‡狗部の－・郎プこブックは，  

将監j■鋸克と字裏維に絡み合っていることもw∧一つ♂）梓徴であ  

′〕   

側 吉良廿j悪水土地改良【互   
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単位ブロックに分別されたことは第3牽で説明した。   

単位ブロックが示されたこの地図に，敦盛が509／が  

規格のコクヨのトレ…シングペ叩パ仙を薮ねてブロック  

の透写をする。透写された単位ブロックを先の糾い堅い   

鉛筆で枠取りした綾，これをカッタ山で切り抜いて単位  

ブロックの型枠を作る。次に′ト数点以下4ケタ 軋1mg）  

まで盤兇測意のできる化学天秤を用いて，単位ブロック  

の型枠を欄押する。  

2 単位ブロック粗面播とその精度   

単位プロッグ型枠作りに用いたトレ…シングペーパー  

は，A仙4版（約21．00cmX約29．70cm）の規格品である。   

このA輌4版のトレーシングペ…パ…数十枚のうち，10  

枚をランダムに取り出して化学天秤で柁押する。この相  

押低（礪と平均値軌梢椚産の残差くV）とその平方（V2）及  

び総和（∑V烹）を血儀表にすると，袈4…1になる。ト  

レ…シングペ脚′ぞ仙1枚の確率召集差は，±0．0膵gほな  

る。   

1万分の1の地図で10cm閤方の刀三方形の繭粗は100わα  

に当るので，この同じ縮尺の地図を用いればA州4版の  

トレ…シングペ…パ仰の換界面積は623．7J7αとなる。ト  

レーシングペ血パ…の漁賢吏平均値と換繹面械の比が，  

それぞれの取立言呉差の比に等しいと考えれば，換算面時  

の確立言呉差は2．27J！αと計算できる。   

以上の計蔓草結果からi薄綿罪意に用いたこのトレ州シン  

グペ岬パ叫は，商機を敦盛で測って1g 当り206－25J泊の  

面樽に相当すると考えられる。  

1日 当りの面碩の確立誤凝は士1．061わdと計算される。  

この確立責果菜は平均値の約200分の1である。以上の計  

善良古川頭首エから地区中流域まで県営ホ均整僻事賽  

によりパイプラインが敷設され用排水飴が分離され－こい  

る。したがって用排水系統は単純である。しかし対地踏  

査がそうであったように，華位ブロック分別作業でも各  

ブロックの分水冒と落水冒が明碓化できなかったので，  

単位ブロック平均面碩は20／lα前後と小さい面硝になって  

いる。また，地属下流域では未だ用排水分鰊が進んでい  

ないため，上中瀞戎水田の排水を受けている朝鮮川から  

堰水している単位ブロックが数個みられる。  

（ワ）商機市1ハツ而用水）   

台地と矢作古川の堤防に囲まれた谷地Iヨを成している。  

また，受孟孟面積も小さいので用排水系統が単血に取り  

扱える。ゆえに∴地区全体を1つの贈位ブロックとした。  

（カ）掘割用悪水土地改良区   

台地と欠作川の堤防で閲慄れているため，他地層とは  

地形的に独立している。また枠線の欄水路と排水路が  

それぞれ1奉ずつであるので，用耕水系統は埋一化して  

いる。これらの理由から，この地l夏もその全体を1つの  

埋ぷ㌣ブロックとした。  

（ヨ）西尾市（平板用水）   

耕地整理ヴ）完了した干拓闇て欄る。受益藤橋が比較朗  

大きいにもかかわらず，幹線の用水路と排水路は南北に  

直線的に及く鹿り，周排水系統は非常に単純である。し  

たがって，酬立プロッグ平均面樽も約80加と非一き；今に大き  

い。   

約4牽 単位ブロックの面積   

4－1単位ブロックの粗面積   

1．秤豊治による螢位ブロックの澄盈測定   

矢作川用水地域が1方分の1外地図と色鉛筆を開いて  

楽4仙1トレ…シングペ叫パ鵬精粋結果  

－、：   －、 ニー ∵      ・、  

574×10肌7   

29 J／  

3337 ／J  

＝72 メナ  

1292 ／J  

1375 ／J  

4297 JJ   

33 J′  

2199 JJ  

8105 ナノ   

3．Oi64  0．00757  

3，0257 蔓 酬rO．00173  

0．0ユ827  

血0．01083   

0．01137  

≠…0．01173  

ル…0．02073  

一】0．00183  

刷0．01483   

0．02847  

3．0057  

3．0348  

3．0126  

3．0357  

3．0掴7  

3．0258  

9 ≡ 3．0388  

10喜 2．9955  

ノ  
巨 3．02397  
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楽4仙2 級数とその確立誤差  
プlコック粗蘭槻の計罫紙莱から，土地改良区毎の作付面  

根と単位ブロック組蘭碩を計算し，その両者の比を蘭碩  

補正率として整理すると表4仙3となる。   

袈4仙3で※印の付いた安城西尾（荒井用水）市の作  

付蘭棉は他の改良I克とは遠い次のようにして求めた。   

荒井瀾水の車にある栽橘プロッグ根暗は，昭和53年に  

水稲栽培形態綱窓がおこなわれていない。したがって根  

暗の作付南棟はわからをいい根崎を除く酉尾地区Dプ℃  

ックと粟墟ブロックは網恋が行をわれた。そこでこの2  

つの栽培ブロックについてその作付面碩と単位ブロック  

組面横を整理し，この2栽培ブロックについて両横補正  

率を求めると嚢4仙4となる。   

栽培ブロック根崎の単位ブロック粗而横倉針は，47．0  

J‡αと計算できる。こ♂）偶に2つの栽培ブⅥックの面碩瀾  

正率（0．879）をかけると，根時の横波附寸商機が求めら  

れる。その概は肌．3わαである。   

2つの栽培ブロック作付面相と概略の概贋作付面穣と  

を合わせて荒井閉水の作付蘭樽とすれば，表4山3の※  

印の依となる。  

2．単位ブロック面積の確定  

1項で計算された許碩補正率を土地改良‡某毎の掛悦ブ  

ロック紙両横にかけると，酬立ブロック蘭種が碓逢する。   

蝉位ブロックの記号は，第3動こ示したように土地改  

平 均 値（Z）   3．02397 g   

平均値の確立誤差  士 0．011   

換 算 面 碩   623．7 ha   

換粛：面樽の確立誤差  ± 2．27   

1g当りの面棉   206．25 h％   

1g当り面梢の確立諸共差  ±1．061   

凱過程を泰にすれば，泰4脚2となる。1g当り面槻206．25  

／Ⅰα射削－て，1項で求めた樹立ブロック忍兇を粗蘭髄臣  

換算する。  

4－2 単位ブロック租面稗の補正率と単位ブロック  

面積   

l．土地改良区別作付面積と粗面積の補正率   

愛知県剛脊戯地開発事務所用水管理言粟は，昭利53年に  

矢作用水地域の水稲栽培形態調査を行なった。この調査  

によって，」二地改良区内にある用水池夏に設けられた栽  

培ブロック（100～200／沼の商機を締つ）の作付面樽を知  

ることができた。   

単位ブロック組面碩は道路，水路，河川，休耕仕lもそ  

の中に含んでいるので，」ニ地改良i真の単位ブロック組面  

積合計がその作付藤橋に等しくなるように補正されなけ  

ればをらか－。栽猪ブロック作付両横の網窓結果と瑚立   

表4州3 ニュこ地改良区別1計橘補正率  

ニじ地改良 区  
．    ‥い －  埠位て烏  作付面相  

①1－a 髪 …吻叩1、托   

尾
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り二ん・．ノ  

q：端厳流速（cIn／sec）  

烏：透水孫数（cm／sec）  

．J：動水勾配（cm／clⅥ）   

（5ml）式のゐ，ノは成層において  

…（5－1）  

∑飢  
‥（5－2）   ん盈  

∑（）  

g∫：各土層の輝さ  

たi：各ニ1二層の透水係数  

△P」側∑ゼ′  

良区の用水儲明の範囲を襲わしている。このよ地改良懐  

の用水管理の粍閣と栽熔ブロックの土地改良区への所属  

絃囲が異なる単位ブロックがある。   

而碩補正率は激増プロッグの作付面積にもとづいたの  

で，単位プロッグ繭碩の補正もこれに準ずる。   

単位ブロック蘭横の深遠結果は，箪6牽嚢6m5に示  

す結果となった。  

窮5牽 田面水の浸透機構と実測減水深の矢作川用水地  

域への適用   

本輩では密生期に出面から耕曇濃を経過して排水路へ  

流れる降下浸遥兇が，どのよう射糾如こよって支配され  

るのかをまず考察し，その後に実測減水溌虻牒凋り圧  

ックにあてはめる方法について述べる。  

13）14）  

5－1降下浸透濃を支配する要因   

土中水の運動は流れ抑函こ空気が存在するかどうかに  

ょって，飽和浸透と不飽和浸透の2つに分類される。不  

飽恥受遥はさらに分けられ，土中水に含まれる空気が火  

気と連続している場合を不飽和開放浸i乳 火気と連続せ  

ず封入されている場合を不飽和閉鎖浸透という。発生期  

の降下浸透兇は，その流れが飽和浸透であるか不飽和開  

放浸透であるかによって異ってくる。  

【一般に水田の土層は成層をなしている。以下の考察で  

は，作土・耕盤・心土という3層からなる成層水l掛の鉛  

艦降下浸透を考える。  

1．飽和浸透が発生する褒件とその浸透選   

地下水偲が高く毛管1二界高が作土にまでおよぶときは  

飽和没邁の形態をとる。また，作土・耕魁・′じ、土の透水  

係数をそれぞれたl，ゐ2，ふ3とすれば，ふ1＞ふ2〔毛管1二界  

が柳殿下師こおよぶとき），あるいはんⅠ，た2＞鬼3なる条件  

ドで，すなわちド層はど透水係数が小さい土層構成の牒  

今にも飽恥受通が発生する。   

飽刹浸透における浸透蕊は，次式のDal－Cy別に従う。  

（5－3）  ．ノ慧   
∑gf  

ただし，△P㌫P。仙Pぁ  

△P：水圧差  

Pぴ：初期水圧  

Pゎ：地下水蘭の水圧   

ここで玖ほ瀾蘭の水はり水鼠Pゎ憫0から△P甜Pぴで  

ある。   

初期水庄を与える水はり水深と地下水位までの錐離が  

等しければ，Jは土酢こ関係なく山憲である。一九 右  

は土性に支配され，（5脚2）式でみるように成層土壌  

のゆで敢小の速水係数より少し大きな値をとる。したが  

って浸透厳は透水係数によって規定される。  

2．不飽和開放浸透が発生する条件とその浸透畿   

地下水位が低く，毛管上鋸窺が耕空室蓋までおよばないと  

きは不飽利開放浸透の形態となる。透水係数で表現すれ  

ば，ゐ、，ふ2＜ん。あるいは，克1ニた之こん3の場合である。前  

著はノじ、上の透水係数が枇卜耕曇裟よりも大きいという条  

件，後者は借土㍉紳鮫‥甘か）透水係数が組似している  

という条件をもつ。   

前者では，作土・耕殿で飽和浸透，心土で不飽和閲散  

漫透が，後者では■菅野上昇商以1二の土層で不飽和開放浸  

透が発生するQ   

不飽和開放浸透の場合にも，浸透鹿は基＊的に（5脚  

1）式のDal・Cy別にしたがう。ただし，ニぴ）場合には，  

（5仙2〉，（5〟3）式から忘，ノが決意されることに  

はをらず，魚住一定のもとで，  

‥（5－4）   

（5－5）   

．トl  

りJ（＼＼）   

ただし，Wは土■やの水分兇  
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王5l  矢榊＝用水池域単位プ烏ックの止灘慄膚  

i二   郷   土地改良区  ブロック番督       KG H血1    2  

3  

4  

5  

6  

7   

明  治   M血1  

2  

3 i 

土   

形   第  i  

壌「秒針瀾′ト木矧  

ケ （】軋！ニ）  

壌質（尊津統）  

ク （同一豪二）  

墜繋ぎ 川車用三統）  

粘斯（志龍谷統）  

ク （岡wい  

壌篤 く寺酢榔  

〃 （r5月正統〉  

F ク （同上）  

壌掌′r 欄ぷミ統）   

′■ lい＝巨  

壊儲1扮・紗鮎鋸   

〃 （瀾上）   

ケ も寄掛軋  

壌鰐 く甘†・捌こ艮紋）  
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ケ
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ク
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ク
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㌧ しい＝11   

〃＋（掃巨L  

ク （針路隠紛   

〃 （】昭正泰窺）   

ケ （同一二）   

〃 （寺津統）   

ウ 胴j土タ   

〃 （寺津統ラ   

〃 （関数組  

ク 胴J」こ）   

ケ （寺津続）   

ケ （開放駄   

々 （岡上ラ  

・・′ ＼い」卜   

′・ しい】ト   
ケ 胴】上）   

ケ （】軋上j   

ウ （軋上）   

ケ （l盲ij！ニ）  

ク （i蕎jjこ）  

仙 く資料なしき  

＼ ・・  

〃 （匡＝二）  

壌鰐（寺津仙1）  

燐啓一叫粘鰐（添谷統）  

■■   車＝∵  

ク  （i札ヒ）  
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ク （同】こ）  
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4
5
6
7
8
9
1
0
〓
1
2
1
3
1
d
1
5
1
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1
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1
8
1
9
2
0
Z
1
2
2
2
3
2
4
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2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
封
3
2
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砂質1i些i小耶－1）  
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壌釈 ‖靴】こ統）  

安城対数粧   

（〃 j  

ほ封判  

台地段丘中†  ．し1  

2  

3  

・l  

；）  

6  

ケ
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ケ
 
 

ト・部‖右可道  

董二 ■jて；地（械背低地）  

堪難 ぐ射線肱統  

椰駅（牒津統）   
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土  性  
土地改良区  プロッグ番号   地  形  

第  1  第   

朝  雨  トト‘山1   氾 濫 平 野   壌鰐（開正統）   

2   干拓地、氾濫平野   強粘欝ぞ（元刈谷統）  強鮎解（幣塚銃）   

3   氾濫平野 伯然様防）   壌質（針宙根統）  壌 撃i（寺紳00ユ）   

ク （ 〃 ）   ウ （同上）  ヶ （同上）   

5   ク （同上）  〃 （岡上）   

6   後背低地（氾濫平野）   壌鍔（寺津…2）   

7   干  捕  地   砂質 ＝称J、耶…1）  機 密（奪津…2）   

8   

磐   梯  1州1   氾濫平野、‡封粗慢防   壊 鬱‡し上郷油紙）   

2   ク （針曽棉統）   

3   氾 濫 平  野   

4   鉦終提防、谷低平野   

占  部  U－1   氾 濫 平 野   

2   壊 駅（寺津統）   

3   

4   
壌 撃〔（寺津統）   

5   壌繋 ぐ針路隠統   

6   
壊 鮮（針留雌ほ鋸   

7   ク （同上）   

8   ケ （同上）   

9   ケ （同上）   

10   ケ （同山1二）   

】．2   

13   砂～壌撃～（西小木耶統）   

14   

】5   

16   壌 肇ざ 一問正統）   

17   〃   

18   

19   

20   

21   壌 貨雲∈（針ギ射j皇統）   

22   

23   

Z司   
壌 撃ぎ（食巨曽根統）   

25   

2（き   

27   

28   壌… 望鋒（深津統）   

29   ク  川けj二E統）   

30   

31   

32   

33   壌 質（ぎ鋸書を統）   

34   
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木本 凱夫  水谷 正一・弘田．恕士  
1：三（）  

土地改良I式  ブロック帝浄  地  形  
第   

ク （同上）  ノ′  ルり巨   

ク 埴互」こ）  

燐 窒一ど 矧憫板紙）   

∴・」＝＝ソ   

ケ  捕りji三統j   
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爆 撃ぎ（新平統）  

壊～粘繋ぎ（葦地紋）   

ケ  り札j二）  

燐肇：ほ用紬朗鋸   

ク （閲i†三統）  

爆 撃ど 欄iiミ統）   

〃 （寺津統）  

粘＋鍔（好漁彿組   

壌 宅′ぎ（詣落続）  
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粘＋鰐（恥捜彿賂  

壊鞠粕鰐（斐地紋  

ク   ー憂′雷然接i；方）  

〃  （l′J牲級裾  

ケ  （iノ“l然職㍑椚  

‥．．：■ごi・j丹、：1  

壌｛■粘駅（野馳駄  

燐＋鰐（針掛組絡   

ケ  爛J壬三統）   

ケ  f針誓鮒ミ紋）  

Ⅳ
 
 
ず
一
“
 
 

上
皿
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高＋＋＋橋  
壌＋錯 ‖肛離船   

ク （探津統）  

粘 誓きざ（螢地紋）  

機 誓′㌢ 描】ii三統J   

ケ＋＝打出   

▲′ 川い  

壌＋質（隼眈絡  

紬＋耕 そ姐粗神路  

回  落  

裾i宮守（妻別路狛   

ケ  ぐ彿漆統）   

ケ  宅繚地紋）  

‡】！i一㍍ 日掛郁鮎  

壌 官一ぎトキ津州j）  

壌巨■雄凋1射出隠軋  

燐＋耕 そ音津脚卜  

粘 賃 ミ非地紋さ   

ケ  （！云iilこ）  

′・ ・同卜  
威＋錯（甘酢血 上  

砂壊鰐（跳小郡血  

順紅■紬欝∵膵裡銅捌  
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水谷 正刷一・弘‡羽 忠士・木本 凱夫  j22  

」二  Jiでi三  

土地改良区  ブロック番号   地  形  
窮  策   

撒…  割  ‖w仙」   氾 濫 平 野   壌 撃E（尊津…1）   

古’ 川  氾濫平野川ヨ河ユ蔑）  

2  壊 質（開ぷ三統）  〃 （同上）  

3  
壊～粘質（針磯板紙）  

〃 （岡上）   相 野i（志抒往谷統〉  

5  （旧河道）  ク （岡上）  壌 鰐（囲正統）  

6  
壊 貸室‡（間近統）  壌－イ精質（劉■2療銀紙  

7  ク （岡上）  ク （同上）  

8  
〃 （i軋l∴）  粘 鰐（志存在谷統）  

9  三角州  ケ （i札l二）  

10  ケ （同上）  

‖  ケ氾濫平野（旧洞道〉  ケ （同上）  

12  〃 （同」ニ）  

13  ク川‡：】河道）   壊～裾闇（針曽根統） 粘 貸さモ（潜地紋）  

ユ4   氾舅監彗乙野  壌 栗モ（閻正統）  

i5  粘 鬱ど（菱油紙）  壌～粘貸さを（針一瓢恨統  

巨惇監）  】6  三角州  

17  壊 繋ぎ（開正統）  燐～粘婁を（針曽根統  

18  

19  二l二桁侶（三角州）  壊 麟（守iさ雪む－…＝  

古川  2C〉  
〃 （寺津…1）  

21  

三角井‡伯然矧制  髄 質i澗iE統）  

23   ケ （ 〃  タ   〃 （閲正統）  〃 （寺津…】）  

2司   十十十十  
25  

2（う  
壊 鸞f（寺i享毒を…－＝  

27  ケトド拓地）   〃 ㈲言書見仙2） 

28  

29   

旧河道   壊～相磯1制帽根統） ク （開正続）  

r鞘削よ印受）   N仙1   】ニ紺地  壊 撃f（キ津山1）  壌 鰐（西′J、＊耶1   

（ケ）   2  〃＋（鞘．iE統）  ケ （平腺榔   

（ヶ）  3  ノン  

（ケ）  ノシ  

（ク〕  5  ケ  

伸銅闘  6  ／ン  

（荒井）  7  氾濫平野  ノシ  

りしノ面）   8   粘錯（志龍谷）  

吉  良   重く【・仙1   氾子呈護…平野  壊 竺鍔 紺掴三統）  燐′‰幸一1；隻！を ほ憫板紙  

2  
壊～相蘭1制帽根統）  

3  壌 欝2 用椚捌軋  

」  ケ （同上）  

5  ケ （柳上）  

6  〃 闇上）  廣一叫肛鍔ぐ針曽根銃  
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のは，地下水而が1m以下のものである。さらに透水性  

も別枠に言受けられた表（水f黒土壌区わ生魔力的特徴）の  

湛水透水性の欄を参考にした。   

袈5仙1において，土性と透水性と地下水面レベルの  

欄がそれぞれ3欄に分かれているのは，勝枝プロッグが  

数種類の土壌統にまたがっているためである。3爛のう  

ち単位ブロックの中で占める劉合が大きい土壌統を左か  

ら並べる。憩お，透水性条件と地下水面レベルの棚も土  

僅の欄に従う。  

5－3 減水深調査の単位ブロックヘの適用   

減水盲策調査結果を土地条件表（衆5㈱l）を用いて単位プ  

ロッグにあてはめる。   

はじめに第3輩2項で行なった矢作川用水地域の単伎  

ブロックヘの分別結果（縮尺1ガ分の1）を岬〃＝・雲量できる  

ように，それを縮尺2万5千分の1の地図に写し変えた。   

次に樽校ブロックの描かれたこの地1繋＝ニポット及び－け〟hⅣd・  

筆減水深銅盤の水田位凝を記す。それぞれの調査水田は  

どこかの単位ブロック内に位置しているので，衆5州2  

において調査水i玉が属する酬立プロッグの欄にその番号  

を恕き，これを丸で閲んでその場所がわかるようにして  

おく。   

後述するように，減水深資抑か血▲筆減水深よりポット  

減水深調査のはうが膵本数が多い。したがって，以降の  

検紳では，洲磯城水深はポット減水深を細物あるいはこ  

れに組み込む紫紺とする。   

5鵬1で整理した発生期における減水深網窓の通関条  

件に基づいて，ポット減水深銅盤水‡羽を含む榊立ブロッ  

クと同等か終伎プロッグをブル…ビングする。すなわち，  

第1に地形（土壌状腰戊示噸する）と土性と透水性の条  

件を考慮し，そして補助的に地形 り也下水面レベルを示  

唆する）と地下水面レベルを帥嫁して，単伯：ブロッグの  

亀倉化を行なう。   

グルーピングされた単位プlコックの減水深は，すべて  

同等な減水深をもっと考えて減水深調蕊結果を適才椚dる  

と，表5仙1戯名機のポット減水深の噌に示すようにな  

る（ケ   

なる流れとなる。   

土壌粒子が細かく密であるほど発生する負庄の絶対値  

が大きくなり，懸垂水滞に保持される水分鹿は多くなる。  

魯庄の絶対磯が大きいぼど，不飽和開放滞の上にある土  

層の動水勾配は大となり，浸透魔は大きくなる。   

つまり，不飽和開放浸透は負庄一定部分の存在を前提  

としており，その浸透兇は上層で飽孝‡凋通がなされてい  

る場合も含めて，鋸i三血走を発生させる土附こよって鋭  

意される。  

き．減水深調査の単位ブロックへの適用義仲   

以」この考察から，発生き那）降下授題腰弱地下水位と地  

ド水位より上層の土性によって支配されることがわかっ  

た。この両者が等しい堆位ブロックは，同程度の減水探  

をもつとみなして，対則減水深の単位プlコックヘのはり  

つけを以下で行うこととする。ただし，地下水位につい  

ては，閻蘭下1nl以下のものは不飽和開放浸透が亭送致し  

ているとみなし，同仁一の地下水位条件であると考えた。  

5－2 単位ブロックの土地条件   

岡崎鹿地開発肇胡相灘水管埋課は，簸楷lけ鋤く地域の水田  

減水深を知るために100如から加鋸融こL水田の割愴で，  

かんがい密生期の減水深網査を行患った。網磯水田ほ合  

計66ヶ所で，それぞれの網変水閏についてi箋銅I152・53年  

にはポット減水深の触軋 日鋼I154裾こは血・筆減水深の観  

測が行なわれた。ポット減水深と一筆減水深の糾変水】〕ヨ  

は許‡ニ位言澄が違っているので実際の調査水ほ＝ま100ケ所  

以上を数える。   

減水深調査の結男きを酬立ブロックに適用するために．  

朝立ブロック打土地条件を幣埋した。塩湖した堀‖引ま，  

地形，土乱 逆水性，地ド水面レベル♂）か項目である。  

射立ブロックの土地条件は，表5刷1に示す通りである行   

この裁の中で地形条件ほ闇土髄脳職のg‾土地粂附ヌ†（2  

万5十分の1）」を利用した。ニの地形条件は，地形分類の  

首相とされ土壌・地形虜として揉膵ほれる義明餌酎立であ  

る小地形分類にもとづいた   

次に土煙・通水・性・地下水面レベルの条件は，愛知県  

漁業総合試験機の「水lヨ］及び畑地土壌集塵裡分級闇（5  

万分のl）」を囲いた。3つの条件はいずれも土壌統毎に  

投埋きれているので，土性名と共に土壌統名もて蛤記した。  

ここで地下水面レベルは，分級i乳の別枠にかかげられた  

Mj二燐断面柱状図のダライ層の位；遼を一－一山応の】妄】安と考えて  

代用した。ここで地下水面レベルがなしとな〆ブているも  
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を表にまとめると，ポット減水深については姦6仰1，  

山饗減水深については襲6血2とをる。参考として欠作  

川用水地域全体の黎生期平均減水深を針罪すると，ポッ  

ト減水深の場合は19．4mm〟ay，劇山筆減水深の場合は13．9  

n】m／dayとをり，明らかにポット減水深の方が大きい。  

2．着生期平均減水深の検討   

基準用水魔の算定には，嚢生翔平均減水深が必要であ  

る。この発生期平均減水深は5澄3節で述べたように教  

科数の関係からポット減水深を中心に用いたい。しかし，  

このポット減水深瀾が妥当であるかわからないので，そ  

の検紺が必要である。   

衆5酬2の土地条件発と地方那桝立濃から判断して，岡山  

条件であると考えられる掛ソト減水深と融肇湖水深を並記し，  

両者の凌と平均値及びその比（e）を計算すると，泰6  

…3となる。どの低を0．1区切りにし，0．1間隔でそ♂）頻  

度と全体に対する累積パ岬セントを整理すると，泰6w  

4となる。これを閣に表わすと図6仙1とをる。図6山  

1をみると，gが0．2から0．7の時その頻度は大きくなり，  

0．7以上ではその頻度が急に小さくなる。また，gが  

0．7までの累碑低は70％である。gが0．7以上の場合，ポ  

ット減水深と一イ教減水深の相関は急速に小さくなり，その  

対にgが0．7以下の鍬凱ポット減水深と－一劉炭水深の  

相関は高くをると考えられる。   

以上を考慮して，次のようなプブ故によって発生州平均  

減水深を決淀することにした。   

gが0．7栄ざ商の場合，ポット減水深鋼索凍世の減水深  

は，ポット減水保と加筆減水深の平均磯凍闊困ることが  

窮6牽 単位ブロック基準用水澄   

6－1減水深調査の整理とその検討   

1．饗生期平均減水深   

欠肘‡憫水地域のポット減水深及び血筆減水深調査は，  

愛知県が綱恋水田耕作者にその観測を依託した調査であ  

る。観測者である水田耕作者は，毎ブヨ1枚の減水深観測  

網窓嚢を渡され，これに観測目時（時間はだいたい午前  

7時から鋸噂が多い），天候，給水前と後の四面水位及び  

参考事項を記入する。   

ポット減水深閑窓は衆生期瀾闇々について減水深の観  

測を行っている。したがって天候が雨及びくもりの目も観  

測される。銅盤嚢の天候が雨となっている挽 この降雨  

はその前日とそのE＝こまたがって減水深に影響を与える  

と考えられる。血敗に降雨時闇，雨兇分だけ減水深が小  

さくなるはずである。また，降輔粂ポット内の水面まポット  

外の‡卦面より多少上界しているのが悠通である。このポ  

ット内の水が排除されなければ，ポット内外に水頭塞が  

できポットの減水深は実際の減水深より大きくをるだろう。  

したがって調査表に天候が雨と詑入された目の前月とその  

綾教則雪月はその観測値に注恋し，不適当と考えられる  

ものは減水深資料として採用しないことにした。   

一筆減水深綱餐は連続干天期の減水深を旬につきおよ  

そ2同観測する開発である。血▲筆減水深調査ではアゼ浸  

透過大等に注意しかナればならないが，今回の観測結果  

はおよそ妥当であると考えて観測資料はすペて採用した。   

土地改良l夏別，用水矧夏別に諷意水門を整理し，減水  

深資料として採用した触則依の採用lヨ数及びその平均値  
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嚢6肋3 £依と議§準f蓼ヨ水魔罪定ポット減水深終発   
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（瀦6肋3，続き）  嚢6…5 単位ブロック  

梢水   単位   酎立プロッ  酎立プロッ  掛伎プセップ   
基準用水書斎と  

地区   ブロック 番号   グ面積 A（104が）  ク減水深         （10岬ヨげl／血y）  A】引証ソ山1〉√）   

Ⅰ血1   23．3   23．3  5，428．9  
岩  

2   24．6  5．731．8   

3   10，0  2，330．0  
紳  

4   10．2  2，376．6   

K（〕－1   30．5   24．5   7、472．5  

上  2   39．0   9，555．0  

3   59．1   32．3   19，089．3  

4   51．9   24．5   12、715，5  

5   55．3   32．5   17，972．5  

郷  6   66．4   14．5   9，628．0  

7  4．6   667．0   

M－1   23．0   臥5   1，955．0  
撲  

5   21．1   l，793．5   

6  4．0   
瀬  

340．0  

7   18．5   1．572．5   

9、127．8  
岡  

8   28．2   4、935．0   

崎  9   20．4   2．978．4  

4，137．7  

l，299．4  

3．790．9   

柑  5、160．3  

3．139．6  

5，318．4  

9，945．6  

3、993，6  

9‘10．6   

凹  8、85l．2  

8，032．5  

30  4，293．0  

10，315．8  

l、827．5   

北  MM2   46，1  19．8           17．5            14．6      川   25．7  16．1       Mト∴‖   8．9  14．6       12   2写．・7  16．7       13   30，9  〃       14   18．8  ク       田   27．7  柑．2       25   51．8  」シ       26   20．8  ′シ       27   4．9  ケ       28   46．1  19．2       29   59．5  13‘5          31．8  ■ケ       M…3   52．1  19．8       4   21．5  8．5       32 田  435．6  

15，168．0  

4，271．6  

2、832．0  

5、369．0   

野  9、02月．0  

2，035．2  

6，912YO   

10、790．4  

16 17  

12，672．0   

U…1   4．3  627．8  
トを－  

2     37．7   5，504．2   

3   14．5   

4   34．3   5，007．8  ケ  2，117．0          ケ  

ふ4 どの頻度衆  

亡偶のぼ分       0．3～0．4  

頻度 ％    l3 l5・1  妻6 蓼10・2‡  箸5 8．5  
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（衷6∵5，統き）  （嚢6血5，観き）  

用水  単 ほ  
ナ＝↑・∵  A   ‖   A＝   

地区  番  号  （10－が）  （10鵬ユⅠn／day）  M舟涙   

T‖仙1  41．3   16．6   6，855．8  

3  75．5   15．4  11，627．0  
l′ざiJ  

5  55．6  8，562．4  

4  87．6  13，490．4  

6  16．3  2，510．2  

7  32．4  4，989．6  

橋  8  36．6  5，636．4  

9  29．3  4，512．2   

合歓  1サ‡“‡洲2  102．3   16．6   16，981．8   

曲  T（）れ1  47．5   27．1  12、872．5   

A H 
（雨／（lay）   

330．0  

1、666．5  

3，910．5  

3，036．O  

L831．5   

775．5  

1．155．0  

3．399．0  

3、118▲5  

2．656．5  

1、155－0  

2，340．0  

3，510．0   

405．0  

2，565，0  

2，250．0  

2，460，0  

1．110．0  

1，095．0  

2，370．0  

1．215．0   

705．0  

1、125．0   

645．0  

3，340．8   

750．0   

907．5  

1，335．0  

2，788．5  

2，046．0  

4，026．0   

643．5  

2，392．5   

528．O  

l、369，5  

l，782．0  

2、277．0  

′l、158．0   

841．5  

4、059，0  

2，882．0  

1、624．4  

1，179．0  

1，637．5   

641．9  

1、501．5  

2．305．6  

1，31l．3  
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（衆6肋5，  （表6w5，挽き〉  

Aトi   

Il    （10血3m極y）  何ノ（ky）  9．6  3．782．4  ノン  7，132．8  ケ  6，854．4  ケ  4．435．2  ケ  2，889．6  ク  4，406．4  十  1，929，6  ケ  3，436．8   

3，273．6   

11．0   l．903．0   

3，003．0   

16．2   1，782．0   

2，899．8   

14．6   l，839，6   

4，628．2   

13．5   958．5   

14．6   4，000．4   

1，138．8   

657．0   

2，175．4   

2、073．2   

6．175，8   

10，176．2   

16．2   3，175．2   

3，013．2   

13．5   2，632．5   

1，525．5   

1，552，5   

用水  
ブロック  王1   A‖  

地l式   

N…7  12．5  7．050，0  

糀  7．8  14．5  1，131．0  

4  4，205．0  

非  5  12．5  4，975．0  

6   3，362．5   

8，635．0   ＝Nト仙】   37．6     12．5  4，700．0  2   60．l     ク  7，512．5  野  4  27．4     17．5  4，795，0  掩  5  13．0      ケ  2，275．0  購  7  54．6    14．8  S，080．8  南  8  20．8      〃  3．078．4   3  19．4    17．5  3，395．0   6  13．2     ク  2、310．0  藤波  ＝w槻1  70．0     20．1  14，070，0    ＼十l  68．5     20．1  13．768．5   2  167．0      ケ  33，567．0   3  105．0    11．2  ll，760．8   4  81．8    14．8  12，106．4   5  78．5    1l．0  
車ト■′ニ ト▲′ニ  
ブロック  
番  77  

妥当であると考え，この隕均値を基準用水鼠罪違ぷ償い  

る。  

£が0．7以上の機合，これに対応するポット減水深もー一  

筆減水深も妥当でないと考え，」二地条件と地理条件を綿  

紺して，同等と推定されるポット減水深訳闇㌻水注‡にお  

けるポット及びL・筆減水深の平均値をJ∧円いるひ   

したがって基準用水威罪定時濫掘潤する減水深のポッ  

ト減水深綱澄水l掛絡号は褒6■】3の敷石爛となる。  

6－2 単位ブロック平均減水深と基準用水澄   

嚢5仙2の減水深調査適用水団番号（ポット）と嚢6  

刷Ⅳ3のポット減水深諦鋸ま対応関掛こある。したがっ  

て単す立ブびックi－え均減水深は，嚢6仙2のポット減水保  

革号を給い出すことによって碓走できる。   

この樽ほプロッグ平均哀別く深（11）と第4輩で計算した単  

位ブロック簡i根（A）から，単位プロッグ遷旨準用水j濃（A‖）  

が羅靂される。計算結果は表6仙5に示す。  

窮7牽 期別用水係数／fの罪定   

7…l調査水田（上郷■村高・高橋）の自記減水深   

図7－1に示す矢作川周水地磯内にある上郷・柑務；・  

高橋用水地lXの減水深綱意水沼に戊甘て，昭利54年に減  

水深を自記測定謂凍描いて観測した。   

2、862．O  

l，548．5  

1、330．0  

4，797．5  

2，559．6  

2，726．5   

513．0  

2，235．6  

2．929．5  

2，51l．0  

1，296．0   

391．5  

4．926．6  

2．746．2   

469．2  

3，381．0  

2，208，0  

3t353．d  

5
 

2
5
5
2
5
 

0
0
 
 

ヶ
 
9
 
〃
 
ケ
 
 6
 
9
 
3
 
6
 
3
 
〃
 
〃
 
ケ
 
 

3
 
ク
 
 

3，496．5  

4．214．7  
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1．自冨己減水深紀鐸整理法  

】雛綱錮描潤憧牒は，図7一2のような構造とをって  

いる招   

こ瑚ヌlからわかるように，か粧錯射瑚闇面水位の滅沙儲  

が，記録紙では上界過程として現われる。減水澤は，図  

7肋3にみるように，】雪面下降（decl、eaSe）水イ立Dと24  

時聞降雨j迭から煉っている。すなわち‖㍊D＋Rて慄潤  

される。   

こ藍川二滴下降水位は，2欄師岡水伎減少嵐である♂）で，  

その間に降雨（拇ま測できることが前提）以外の給水がな  

い限りどⅥような下降の仕方をしても良いことにをる。  

また，旧蘭＝雄折目鋸息下降力向を汗は考えるので，iヨ〕  

l  こ  ’・・  

！票高   

上：＼■・■l  

」王 一三伽1   

■■．い・いけ】  

図71、上那、相調、高輪の倍ぷ登  

面水伎がlこ韓すれぼ，上昇騒に＝の符督が付されをけれ  

ばならないく）さらに24時間の川面本校の挙動を硝瀾する  

ために，24崎間断而水位の減少分D－（符i封ま〔H）と増加  

分ほ㌢抒ほ十刊を慄鋸l托しておくと便利である。DとD‡及  

びD2との関係は，D㍊D】〉1血1）2で袈睨さズ1る。  

2．調査水田の降雨螢   

失す伸l用水地域では，新旧‖管瀾博膵紺斤目称崎1了北窪蔓i），  

翻鳩路地事務所（岡崎牒蘭主事牒常堅鞭瀾描腑「埴摘紺  

侶）の3池魚で憐l軋姉敵側きれている。矢作川用水地磯  

の等画一駄油脂lほ，上流から下流にかけて櫻一裾こ掛って等  

！那惑に引かわるという桝′i三をもつ。また上郷鳳真のi鉦紀  

減水深綱変相ほ細川管‡‡掴蛋務析に比暇的j近く，村蕎は－ミ■さ；  

給水時旧雨水位  

銅時間綾川l紆水位   

l渕7山2 t∫‡†払拭水澤計   



水谷 正…・弘田 忠士・木本 凱未  134  

橋地属の痘＝誓己減水深網蕊ほ＝ま，ド那噂戯地蔓経務締と酉格測  

候所のほぼ中間点に棲偏している。   

以上から上郷地l哀調窓Ⅲの降雨慮は，細川事務所の涌  

魔を採用し，村高及び高橋地区の網変相における降雨蕊  

は，岡崎勾蛋務所と西尾測候所の平均涌兇を用いることに  

する。   

次項の計罪で用いる昭利54年磨かんがい期雨厳を盤潤  

すると炎7…1となる。  

給水時開面水位   

24時間後田所水位  

H：減水深  

R：24時間降雨鼠  

D：Ⅲ面下降水位   

図7冊3 描画下降水位  

衆7州1用）昭和54年頭尾・岡崎平均降雨瀾  

（酬立：∫－－一口／day）  

泰7一山1日 昭利54年細川降雨兇  

（郎位：mm／（iヱIy）  

凶 田  5 6   7  8 9   

6．0   

2  21．5  4．0  

3  

4  7．5  7．5  

5  

6  

32．0 9．0  

39．5  

9  

10  

8．0  0．5  

13  1．5  7．0  

14  1．5  

1．0  

9．0 0．5  

17  49．0   

18  

19  

20  

22  

23  

24  

3．017．0  

27   71．0   

28   26．0   1．0  

29   38．0   

30  63．0   
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3．生育段階別自記減水深係数  

1項の自記減水深記録当落理法にもとづいて，2項の雨  

厳密料と3地区網澄田のl当記紀録を旬別に整理すると，  

3鍋蓋闇の減水溌は褒7血2と：なる。なお，記録の整理  

は，24時間の水位下降状況ができるだけなだらかな期間  

を過当に‡哀切ることによって行をった。   

自記減水深の旬別平均値を図化すると，図7血4とな  

る。高橋綱窓目ヨの鉦紀測麓器は7甘㍑冒に故擁し，それ  

以降の鉦記紀頸がをい。したがって，捌喬銅盤‡羽の整理  

結果は以降の作業には使用しない。   

自記減水探の賽生期平均値は，上郷で15．9mmねay，柑  

高で18．4m‡扉血yである。これちを片‡いて平均減水深に対  

する旬削減水深の比（ニれからは係数と呼ぷ）を整彗星す  

ると，閣7伽5となる。   

昭和53年の水稲栽培形態瀾蘭では，i両用水地区にお皿  

る水稲生轡段階を網恋しており，その結果を図7－5に  

亜紀しておいた。ここに，1：田植期，艮：第2図糠肇  

剤散布湖」m：中干し期，Ⅳ：第3回除翠刹掛取軋 Ⅴ  

嚢7…3   

衷7…－2 自詑減水深の句別jIり知胤上飛地区  

（単位：mm／血y）  

∴  6  7  8  9  上  5．6i5）  12．鋸刃  24．4（5）  8．8ミ2）  ■、巨  9．3享鋸  24．9（2）  19．9（10）    下  12．鋸5）  12．1卓ま】  19．7！ll）  
8   9   

6  7      6．アミ7う  1L2i馴  27．311餅  1臥1f馴  9．0け）  柑．3も91  23．4ミ9）    14．射署  30．9ミ8き  14．4ミ9き   
氷  6  7  8  9  上    15．0（10†      中  12．8（鋸  18．鋸7‡      ド  V 20．6ま18）  33．3ミ2）    担  

注．（）内は繊水深ヂ…タ放   

生脊段瀾≠‡ヨ紀減水深係数  

田    田  Ⅳ  Ⅴ  上 郷  0．35    0．75  1．17  1．53  柑 商  0▲36  0，64  0．80  0．80  1．58  平 均  
嚢7…4 稲作ごよみと期別1g分  

相川Ij！式分  

生野故障  用水の 必磯雄i三  晶   手章菱    期別 区分   の 櫻主ミl≦期 

ぎ2ぎ】    大空  ハト1－★  哺々 ‖本楯   

昭桶∴約丁  5．15  

清督期  ◎  

L次分ケツ期  0  

6．25   
＝   

無 効 憂弼  ×   

7．5  7，15  7．25   
川   

幼総形成期  ！Ⅴ  

穂パラミ期   

7．20  7．30  8．10   V   

．里根津臣佗期  

乳熟甚ぎ箋   

測頻用  
夢賢鞠糊   ○ △  8．15  8，25  8．30  ⅥⅠ  田     田 ∠ユ  8．3。喜9．15ニニ巨－l     20  完 熟 期  ×  9．1210，5展9．20夏  至15   

112妻123117 ほ。誓≡〕）  

＼■ご－†す1伸ト  

＿＿、ニーー十‾  
墾 1持 2く）布 川 2し〉 舛 1（）20 粥 川 2（）  

図7血4 絨水深の変化パターーン  
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：中干し後水弓慮り胤 Ⅵ：出穂開花胤 Ⅵl：減水購であ  

÷ニ   

旬別係数をⅠ～Ⅶの期別で腰灘（2旬にまたがってい  

るものは，その平均をf円いる）すると嚢7血、3となる。  

この衆が示すように，2用水鳳真の各期係数ほ相似している  

ので，2用水地区の平均償教戒2節の捲嘩浄料とす㌫   

なお㌃期（粗相期）とⅦ期（減水期）の計算係数は，  

この巨ヨ詑減水探調査だけでは把握できなし、と考え2節の  

基礎資料とはしをい。  

アー2 標準期別給水深パターン   

l．稲作ごよみ   

愛知県安城市農協が矢作川用水地域の稲作の手本とし  

て作ったミ稲作ごよみ川紺】54年度版）ミをもとにして，  

生育段階に応じた用水の必欝睦（必嬰件の大きいものか  

ら順に◎○△×の印をつける）とその品奉紺j責亥当期聞及  

びかんがい能生期間を盤潤すると演7酬4となる。この  

衣では，酬離冬了から完熟期までの期間が6期間に分割  

され，それぞれにギリシャ文字が付してある。ニのギリ  

シャ文字ほ，＝紆で説明した相川鋸∴対碇㍑ているり   

品種によって各期の‡〕数が異なっているが．矢作川用  

水地域全体についてかんがい漆生期一問か各期Ⅵl封敗を統  

】山一することば，不必欝な燻維さをさけることになる。し  

たがって，各期別虜分の日数とかんがい発生期間♂）櫻準  

備を設透すると，発7椚・ かの政有職となる¢すなわち，  

かんがい務生期間は別半句（k監24）120日と設産する。  

2．標準期別給水深パターン  

1節の各期の平均係数（泰7肋3）と1噴の各期別虜  

分の標準目数を吟峰して，標準糊別給水深パターンを作  

ると，泰7w5となる。   

なれ 無効分ケツ期すなわち中平し糊は用水の必要僅  

からαg㍊0とした。   

7－3 用水地区別田植パターン   

1．栽培ブロック及び用水地区の期別田椙面務   

昭利53年の水亭i嗣我榔拶懲調査では，f桐く地と夏内にある  

栽培ブロックについで，田植期間と半句別田植進捗肇が  

求められている。この讃明澄結果から栽培ブロックの】乳植  

商機を半句に計算し，そ♂）結果を用水地区別に整薫ける  

と衷7山6となる。なお，鄭軋 平城，将監，古川の4  

周水地区については，栽培プlコックの品碩が中生のぼか  

梯早雲三及び草生を含んでおりt‡錮都祁貴を用水池区別に整  

梨－＝トると，日射漁期瀾が相当良明！ij】となる。そこでこの4  

周水地l真については，搬増プ℃ックを畢生ブロックと中  

生プセックの2つに分けそれぞれについて期別田橘而碩  

を求めた。  

2．用水地区別田植パターン   

嚢7酬6に示した用水地区の期㈲！創蘭瀞憤を摘水地層  

面絨で測ると用水地I哀別酬感パタ岬ンが認定で牒る。杵  

水地【真の栽培プlコックを早生プ烏ックとt回生プ烏ッグに  

■   い ，′・）  ＼   い   、    ：・  ・  ．  い  、・  

図7押5＋殉別減水深係数虻擁溺段階   
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ぴDブロックは，Bブロックと同じ闇櫨期間と揖栖遇劇  

率をもっていると考え，その日橘パタ血ンはBブロック  

のⅢ植バク…－ンと同じものを用いた。  

アー4 矢作川用水地域の期別用水係数／f   

欠作川用水地域の礫準期別給水深パターン（袈7一冊4）  

を田植パタ叫ン（凝7血7）を，第2螢1節の（2】4）  

式に代人して右を計算した。掛れ地区別に期別用水係蘭  

JをM一】殿泰にすれば，嚢7刷8となるG  

分けた4用水地区については，捌く矧夏内に2本の柑橘  

パタ叫ンを作ることになる。澗水地区別Ⅲ楠パタ叫ンを，  

表7肌7に示す。   

なお，平板用水地怪の栽培プロッグC及びDは，昭利  

53年に水稲栽培形態銅盤が行なわれていない。Bブロッ  

クは，昭和53年に品械として50％のコシヒカリを栽培し  

ている。また，昭利51年の水灘摘尉各形灘摘那麗は1（及び  

Dブロックについてその品種の50％がコシヒかノである  

と雑費している。したがって地理的に隣綾しているC及  

表7…5 標 準 期 別 給 水 深 パ タ 脚  ン  

l差分  Vt  Ⅵ1  

係 敗  

黄  

熊   

期   
a妻   摘  

表7州－6 期＋別＋田＋摘 面韓  
（酎立：／i（ヱ）  

用水地区  栽j萬プlニコック   

封   350．7  …軋8   97．7吏臥7   

左 7、：ミさ 上 流   8i．5  ミ40．8；20．4  

北                   イf 枠 上 流  168．8  宣弧6  …67・5  

5  10  15  20  

19．6：0．8  

33．8；16．9  

17．3；8．6  

13．6：6．8  

84．3：33．1  

7．5：0．9   7．1；31．5  

9，0‡6．0  

4．2：4．2  

49．9：11．7：  
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．しムユ∴」L辻き」  

J著l永池l寛    i諸手 漬  施 25  ラー   D  lO  15  20  25  タ         す   0  1   

75．4  3．0；11．3   ニ＼∵＋」  38…  
田  5．4…1右3；62．7    7，2‡  

補 間 分 線  39．4  3．9：5．9   …25．6  2．0：2．0  
i舎；…gi永 野  74．5  き 9．7≡23．8    33．5  7．5  

邪  82．2  1．6三2S．8   i肌3  4．9  

事汁   665．3  1．6  妻 4．9  1519‡124．1；375．8    83．4  51，2   
田  ′1ソ栗瑚絹針上溝儲  74．5  ≡16．4…44．7   13．4  
ざ写】… 十  

1; 

1．1：28．2‡23．1    3．4  妻0．6  

流   i汁  1．1；44．6；67，8    …16．8  … 0．6   

合欽ノ木  安勝川排水幹線  59．5≡59．5；29．7  

ーい  偽  88．0  1．8‡4．‘l   64．2；15．0   1．8  
田                            調川且旦吠j為永メ疫佗  132．0  ；13．2；13．2    52，8  52．8   

橋  塞  】30．0  39－0；  

計  15．0  30．6  ld3．0  119．8  40．8…   

．貯藩上溝  il一～； 落   A  100．0  30．0  50．0  20・0…   

tI＼1  曲  ぎ終  日   100，8  …8わ．0   20．8至   
落   

C  
いぎj 落   

享10．0   …85．0；  

こ90．0105．0‡   

≡55－2   …110．5…   

三21．7‡151．6      43．3   

39．0  

闘 i節t     合  言i   ；32．0；21．7；161．4      92．l  39．0  

小焼野  … 2．4   44．ン7：11．8：58．9  

1．8；33．5；52．9  

7．1；63．5  

… 7．1…63．5；95．8     104．5‡52．9  
49．5  24．8…24，8；16．5    16．5：16．5   8．3  8．3…  

… 2．4    d6．1；24．3   48．5   

63．2  15．8；15．8；   23．7  15．8；7．9   7．9  7・9ぎ   

39．3；6．6；19．7三26．2     13．1；13．1；6，6…    6．6≡  田                     凹 ロ  字～話地3】、式 合  計  ぎ235・1 要323．2        94．0  70．5                         味     沢  124．0     49．6  55．8；6，2；2．5‡2．5… 2．5      2．5  2．5妻  田  栄＋当三8＋ほ  165．0                   福 地 4 き式  121．3               川  五     す毎ミ  158．0                   2  喜衣 峰 ぎf㌻ さ汁  131．0書 6軋0董                   三201．     66．5さ71．3   94．0‡64．3‡73．8…    25．3壬   

0  15  20   
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用水地l濱  載j鶉プlコック  而 祷  施 25  舛   5  iO  15  20  25  タす   5  15  15  20   

鶉 商   陣兄別冊柑    30，5  3．1  0… 7．6；12．2… 7．6  

料   差合  計                         181．6  17．8  26－1  36．8  51．0≡42．4‡7，6≡   

朝  尾  

繭  

2 3 計  

藤 波  藤  波  8．0；8－0；8．0   16．0  24．0  12．0；右0  

西 尾  八  ツ  而  2．4  4．8；14－4  2．d；   

平板1  f∋． C． D      80．0  80．0  ：20．0；10．0：  
平板2   A  圭30．0        120．Oi30．0…30．0  

嚢7仙7＋矢作川相承地磯の用水地区別r排値バグ…ン  

用水蝕屈  ‰  25   野  5  10   

ガ′チ  津  

上  郷  

長  瀬  

揮】  崎  

柑  ．ち～j  

誓f  北  

廉  乗  

長  部  0一   

ー！言 部 下 溌  8．01∴0．34   茎 0．52io．13  

≡ 0．40   ；0．40；0．20  

0．04；0－09   0．41；0，34   0．12；  

0．30：0．50   0．20  

… 0－45   … 0．53  0．03 ぎ   
ノ膵 ミ誓…王 1  … 0．30   0．60；0．10  

将 監 2  0．09  0．06  0．47；0．27   0．11  

小 焼 野  0．02  0．38  0．10  0．50 …   

0．02  0．20；0．30   0．32  0．16‡   

古 川 l   ≡                古 川  2  … 0．29 … 0．15 … 0．10 … 0．10      を 0．13  0．09  0．11妻 0，04 …  

；0．02‡0．09；0．16；0．28  

さ 0．08‡0．32；0．29：0，3   

荒  井  0．02  0．05；0．35；0．40；0．15；0．0   
華 南  1  0．10 … 0．14 … 0．20 ≡ 0．2∂；0．2   

刹 南  2    0．24  0．16 董 0誹3   0．01… 0．01   0．Ol… 0．05 … 0．鋼 … 0．0   
井  波  0．10  0．10；0．10   0．20；0．30 ≡ 0．15   ；0．0   

八  ツ 而  三 0」0  0．20：0．6   

平 板 1  0．05；0．40；     0．05；  
平＋．坂  2  … 0．10   0．30‡0．40  0．10  0．1   

かえると，E。帯D＋Ⅰモと表現される。ここで‡ヨ々のⅠ〕は，  

f≡l記言已銀紙を午前9暗から翌銅二前9時の24時間区欄川  

にして求めた。伴】水一致計算に必要な蒸者達蛍を得るために，  

昭和5柏三5Jlかち9月までのDとRの資料からこの期聞  

の基発螢を斜儲すると袈8仙1のように整黒星きれる。   

水間の必要水魔は矧断碑埠を懇意しているので，茶発  

親も晴天の記録馴削】る必要がある。しかし，ある期間  

の茶寮磯ほか㌢その粧憫汗1放で馴らなければならない。こ   

第8牽 期別反復利用係数rfの算定   

8－1 蒸発散豊   

1．蒸発計蒸発螢の整理   

卿‖ll管理事務酢は，昭利54年3Jlから大型恭瀦甘卜拍  

1，2001ⅢⅥ）を使って誇箕孝をj捜を観測（lヨ己記録）している。  

l封獄賂発漁は，算7輩1節の曽詑減水深と同じように  

j操り扱うことができる。すなわち絡発澄E蔓甘 図7血3  

においてDを恭凝肌下降水棲」涌水深ト1を蒸孝逢ま絶とよみ  
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衷7－S欠作川伴水地域の期別パ】水係数 式  

1∴1峠 川 小  

こでは月平均蒸亭芭ぷ吏を計算するために，降雨目を蒸溺闇  

0とする甘別荘発総腰漆月別】‡一致で測る方法を用いた。  

J〕平均蒸発級の首∨】・罫結果は，炎8叫2の上段に示したぃ  

2．矢作jlL用水地域の詔発散盤   

刈叉支式にメ円いる朋臓者達級駄Eは，E”の俄に椚臓  

矧紋比E／El，をかけると計算できる。この】三／Ef，は蒸発  

散比の地方別大勢を用いた。この他力別大勢の中には5  

月と9J〕糊のE／E．ガ示されていないので5月のE／E．，  

は6月のそれを代川し，9月のそれほ全図平均の偶透償  

いることにする。したがりて5jヨから9月の月別E／払  

は表8肌2中段になる。   

Ei，及びE／E，）の低から，蒸発撤蓬斎とEを求めると嚢8、‖′▲‖】〉  

2下段となる。   

矢作川用水地域の面革釦ま7、700わαである。この程度の  

地域では蒸榔牧蚕恵に地域差はないと考え，表8珊2の結  

翳を矢作川用水全域に適用する。   

8－2 給水深（川と損失浸透水（F）の関係   

1．3用水地区の水収支   

第7輩の図7血1に示した」こ郷・村高・払橋用水馳腐  

において，愛知県は昭利53，54年の2か隼に水「鋸H水の  

水収支冨捨j蕊を行なった（水収支調査の解析は補給で詳述  

する）。   

調査ではかんがい期間の日々について地区全体の給水   

薫製と排水ま護を測発している。ニの資料から排水威／給水  

放で定職捲れる還元率γ射‡1々で求めた。なお，この還  

元率は第2輩2節の反復利用係劇守と蟄摩的には同じ意  

味を持っているが，水収支誇瑠意結果の性格を考えて還元  

率とよぶことにする。   

水収支資料のうち連続千ジミ期でかつ用水腰と緋水魔が  

安産している期間を哨り出して空細けると，嚢8血M3の  

「給水腰」の欄とな嵐∴採周した資料の該当期間は次の   
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ボ／  ミi／  暇  
5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 1 5 10 15 20 25 1 5 10   

（iv）昭利54年8月10軋11日   

（V）昭和53年8月2lニj，昭和54年8ブヨユ日，3日  

卜霹濡嵐観測）   

上記のうな√イ断融鋸弧軋と注釈のある数槻は 三東大  

学綱変グループが現場観測したものである。   

水収支調査を行なった矧真の面榔ま，上郷矧夏で324  

・7加，村露地戊て135．7如＼詭甜劉動区で69．1如であり，  

給水通牒この地ばl詣i積で割ると給水深＝が求められ，こ  

の計錮il盲異に還元率をかけると排水深0が計算できる。  

凝蓬紫綬透深Fは，11及び0と嗣節で求めた朋■描溌灘磯  

Eを（2血7）式に代人して計算さjlる。   

以上の計罫紙果は，表8－叫3の各欄に示す。  

2・給水深㈹と損失浸透深（F）の関係式   

袈昌仙－3から給水深㈹と描失浸透深椚を抜き出し，横  

軸を＝凍れ覇別油をド獅はしてに那ヒすると，図8仙1と怒  

′30   

過りである。   

イ．上郷周水地区   

（i）昭和54年6J14【］から6メ＝j6巨l  

＝＝ ‖郡師鍼年7月5蓼一1，9】mi  

用）曜粧損lミ8月91ヨ   

（iv）1Ⅰ紺J54ilミ8月1！ヨト・霹流瀾ほ闘帥  

l′ブ．柑商用水地区  

（＝ 昭和53年7月3I〕から7メニ】71ヨ  

川ラ 昭和53年7メJ231≡】から7jヨ31‡三】  

川i）昭和54年7メェJ5‡ヨから7J二J12‡；j   

（iv）昭和54年7月31日から8月2【ヨ   

（∨）昭和53年8J三】2‖，昭利ほ4年8ブヨ1軋 3】‡i  

ト憐憫慮親潮   

ハ 洛橋周水髄脳  

（＝ ‖別冊3年6‖6【ニi，81圭10！〝才  

＝＝牒膵眠3年SH4日から8月13‡＝】   

（iii）昭利54年6Jご11日カーち6J；才6‡］  
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山一次式近似における相関瀾蘭げ＝Fは0．92であった。  

8鵬3 用水地区別期別給水深り㈲   

第7蒋の期別用水イ糸数／∫は用水池寛刑に罫定されたの  

で，期別反復利用係数rfを首・！・欝する際必要となる期別給  

水深玖は」野本恥イ．の関係から」祉料地区別工機潤しな  

ければならない。  

1．用水地区別平均減水深如）   

用水地区別期別給水保持を求めるために，減水深！1は  

地区別平均値を用いる必要がある。ニの値を減水深を用  

水地！哀別平均減水深（雄とする。   

重は，第6輩嚢6…5の単位プロッグ基準用水蕊と単  

位ブロック蘭絡を用水地属別に整埋し，相承地区別義輝  

用水螢を用水池ば渕兼l雪面綾で別れば求めることができ  

る。   

甫の計算結果は，嚢8刷4のように示される。  

2．矢作川用水地域の用水地区別期別給水深（汀）   

用水池区別期別給水深（拓）は，罰の計罫紙灘（衷8  

勅4）と／ゴの計算結果（嚢7脚・8）をHf膵扇x／≠に代人  

すれば求められる。   

牲の計算結果は嚢8…5とをる。  

8－4 矢作川用水地域の期別反復利用係数れ   

2節で頑した‖とFの関係式．すなわち（針酬1）式  

を第2螢2節の（2｝棚11）式に代入すれば，7■～は次式の  

ように弓窪甥！されるた  

1持  2｛）   31）  41）   
5（〉  榊 私六皿ぎげ  

0  給水馴】〉  

‡溺8－1 給水深けIほ蛸炎浸透澤田   

次に図8…1について検討する。   

掛失浸透深（F）は，第2輩2節で＝Gl…腑Gl）＋△S富と定  

赦された。このFがマイナスになる現象は，物理的には  

地下水灘劇闇（G2WGl）及び貯号沼兇変すと△Sが欄水魔の  

一部としてれ場で湧水することを意味する。したがって  

ドがマイナスの均合，ホ場への実際の給水慮は‖十日十   

ド〉iとをる。しかし本論文では，地下からの給水鹿（  

00ド）はI‡ぎj趨を単純にするために無視し，地上かちの給  

水数日だけを鍋灘ける。すなわちFがマイナスになる時  

は便‘計上F㍊0と考える。   

次に図ゆにプロットした爛々の座標について考える。  

柑高地区においで√排水接が急速に低下し安窟状態へ推  

移す駁過渡点である昭利53年7日3！ヨの度楼（＝，F）  

崇（35ふ9．郎と用水伎がその目だけ低下している昭和  

53年7月24日の座櫻（H，F）盟（16．8，8．6）は，針静  

から棄却した。同様に商機地】互において，用水服の安定  

にくらペて排水腰が不安建である昭和5相ミ6月3i‡‡及び  

4日の座櫻†＝1，F）㌫（54．0，24．6）及び（53．8，26．1）〉  

も計算から索郎した。   

図8血1において，t1とドの関係はi鑑線近似を許す純  

囲にある。いま‖とドの関係を－一次式F㍑姉＝り）で表  

現する。係数〟及びゐを敢小二華法で牒めるとαご㍊0．91，  

占㍑－12．97であった。したがって，‖とドの関孫は次  

式に腹灘ほれる。  

Ef  
‖＜14．2（7）岬 γ（讃1冊仰  

l一1i  

（8－2）   
12，97劇Ei  

三川IJ  

＝遼i4．2の時 γ∫ご腿0．09十  

この（8岬2）式にE∫の計銅書架懐8仙2）とtjfの  

計錮i！凍懐8仙5）を代人すると，捌く矧那Ijのγ∫は  

泰8州6となる。   

怠れパ㍉は各周水地区の田柄が終った時点から計算す  

る。さらにγfの計算結果が負となるものについてほ，す  

べて0と考える。   

卜Ⅰく14．2の嶋 F㌫0  

卜Ⅰ逮14．2（7）時 F巴㍍0．91モ1融12．97  
…（8－1）  
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褒8－1昭和54年紳川管理事務所蒸発魔  （掬接：m〆ぬy）  

6   7   8   9  

蒸  下   降▼  蒸  下   降   茶  下   降  蒸   降  発  降   戸再  発   
降   蒸  下   降  

6．5  6．5  5，0   6．0    0  10．0   3．0   

2  6．0  6．0  州1．0  21．5    0  ll．0   柚8．0   4．0   0   

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

l．O  

17  川－ 5．0  

18  6．0  

19  8．0  

20  11．0  

9．0  

22  5．5  

23  8．0  

24  7．5  

25  8．S  

27  7．0  

28  臥5  

29  ＝．5  

泰8－2 朋り蒸発散蕊 （単位：m／如）  

項 目  月  5  6  7  8  9   
蒸 発 凝 Ep  5．8 5．0 5．2 4．5 3．9   

蒸発散比E／官p  仇8 0．8 1．11．4 1．5   

蒸 発 敬意E  4．6 4．0 5．7 6．3 5．9  
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表8－3 損失浸透深罫意表（その1）  

イ．上郷用水地区  

給 水 澄 給 水 深 遠 元 率 排 水 深 蒸発散邁染 抜失浸透深   

Q   トまmm／aay  r  Ommパaさr Emm／塊ay Fnlm／端ay  

礎）㍑①×r  目  m嘉／4ec  F出①倣E  

S546／4  0．951  

ケ 6／5  0．922  

ケ 6／6  0．867  

S547／5  0．570  

ク 7／9  0，564  

S548／9  0．592  

ク 8／1  0．709  
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ロ、村高灘水地区  

年月／ぎヨ  Q  H  r  

S537／3  0．558   

〃 7／4   0．501   

ケ 7／5  0．457   

〃 7／6  0．347   

〃 7／7   0．287  

S537／23  0．389   

〃 7／24  0．264   

ケ 7／25  0．337   

〃 7／26  0．455  

ク 7／27  0，437   

ケ ア／28  0．368   
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ク 7／10  0．416  

ク 7／11  0．341  
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35，5  0，57  
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ハ、高橋用水地区  （嚢8仙3，続き）  

年月／日  Q  l・  （〕  トニ  F  

S536／6  0．212  

ク 6／8  0．220  

ケ 6／10  0．263  

S538／4  0．188  

ケ g／5  0．177  

ク 8／6  0．193  

〃 8／7  0．215  

〃 8／8 v O．172  

〃 8／9  0．153  

〃 8／10  0．152  

ケ 8／11 0，173  

ケ 8／12  0．163  

ケ 8／13  0．195  

S546／1  0．420  

〃 6／2  0．430  

ケ 6／3  0．432  

ケ 6／4  0．430  

ケ 6／5  0．420  

ケ 6／6  0．410  

S548／10  0．295  

〃 8／11  0．261  

S538／2  0．205  

S548／1  0．262  

〃 8／3  0．245  
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袈8－4周水地Ⅸ別平均減水探  

削り由一茎1。さr  ∫ny   用水別宴l伽孟誌  

唐 津 用 水 1，586．73  68．1 23．3   
（パ）  

上 郷 用 水  7，709．98  306．8 25．1  小焼！紆用水 1，214．35  9   

566．10  66．6  8．5   

6  

村 蒋箋 用 水  5，476．53  323．9 16．9   8  

北 野 用 水  6，011．13  363．8 16．5  ハ ツ 耐用水  175，20  2   

舶 衆 幹 線  2，346．24  122．2 19．2  桜 井 用 水  771．12  4   

占 部 用 水  9，133．06  587．7 15．5   荒 井 fl〕水  2，072．35  15   

古都下手庶用水 1，308．32 96．8 13．5  野 絨・輩 1t 2，498・75 17   

合歓ノ木月1水 1，698．18  102．3 16．6   商 才月 水 2／1，115．92   7   

高 橋 メ：月 水  5，鋸8．38  374．6 15．5  藤 波 用 水 1，407．00  7   

上流用水  3、275．71 132．1 24．8   高落  
高落下流用水 2，130．09137．915．4  宗；票 …i去：………：…… 4…  

将誓；三川水11，574．18192．2 8．2  

ワ
】
 
A
一
 
5
 
4
 
2
 
4
 
0
 
9
 
0
 
5
 
0
 
8
 
2
 
 

3
8
 
 

6
 
9
 
3
 
一
往
 
7
 
3
 
9
 
∧
U
 
6
 
8
 
1
 
1
 
3
 
 
 

1
 
2
 
4
 
0
 
3
 
7
 
8
 
3
 
4
 
4
 
ハ
V
 
ハ
U
 
5
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
1
 
 

8
 
1
 
n
O
 
1
 
3
 
ハ
U
 
8
 
9
 
7
 
4
 
∧
U
 
5
 
3
 
 



水谷 正仙川・弘田 忠士・＊＊ 凱炎  
l・1（i  

嚢8山5 矢作川用水地域  

小焼野用水  
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の期別給水深i右  ＝針位：mm／（iay）  

15   20   25  5  10  10   15   20   25  

12・6室11・9  

15．8 蔓14．1  

1：：……芸：…  

16．7 ≡12．0‡ 8．6  

il，4 巨 9．2  

8．3 蔓 8．3  

3．6 巨 0．9  7．6 巨 6．8  

29．8 F 29．8 巨 24．6 要i5．9 巨12．4  

18．8i14．0   18．9‡18．8  

10．1‡ 9．8  

12．6 夏 8．9 葦 6．8  

泣」蓬  

15．4 巨1l．9  

8，7 蔓 7．2 葦 7．O1 5．6  

13－3 蔓 ‖．4 ≧10．0  

き  

10．3 巨  

：∴．  ＿・  

3．7 麦 3．3  

8．9 … 5．9 杢 3．0  24．6 … 22．7 蔓 21．5 吏17．4 蔓13．6 巨 9．6 … 9  

l．2   U．1  6．1… 3．8  14．8 官11．7 書 8．l｛ 6．8 要 6．5  

拉ト‡…  
： 

∴ 
9．8」 8．2  

2－0 喜 1．0   9．0 を 6．0  24．7 ≡ 22．7  

7．8 … 7．3  ヱ曇二旦仙皇＿生旦 榊＿山H  
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表8州6 矢作川用水地域の  

γ  
5  10   15   20   25  1  

土地改良区   

君 津 j＝ 水  

5  10   15   20  

君 津 用  

上郷j羽悪水  」こ 舶 用 水  

茂盲鼎欄水  

岡崎J†ヨ水  巨  

占 郎＋用＋承   

高 橋 用 水   

i晦 蒋 用 水   

緯 崇；ま f】j 水   

明＋清「膵 水    村商用水  H   0，33 0．67  0．33 0．68 0．67  壬0．33萱 0．68 0．67  0．33巨 0，68 0，67   北 野 用 水      0．66  0．66  0．66   庇 兼 用 水    8．71  0．71  0．71  0．71     J；郎J′iヨ 水   0．58 0．66  0．58 0．66  0．63  0．63   占矧㌃下流誉i水     0．58  0．58       合歓ノ水用水      8．66  0．66   商 機 用 水    0．63  0．63  0．63       濁蒋上流用水 稀薄下流瀾水  ∃   0．61    0・61邑 0．63       将崇迄用水1 将監用水2  0．51蔓0．51   0．51    莞1 L生璧」   
小娘野 用 水  

1与 川 用 水1  

古 川 用 水2  

0．56 喜 0．56 巨  

0．60 巨 0－59  

0－05 憂 0．50  

お 川 用 水  

曹長月＝愁水！薯 良 用 水  

八  ツ  面  

桜 井 用 水  

安城・酉尾了け… 荒 井 用 水  

蔓琴 南 用 水1  

碧 南 用 水2  
碧 南 市  

堀捌用悪水巨 藤 波 用 水  

平 取 用 水1  

平 堀：用水2  
西 尾 市   

仙．．人ト∵．人購  J  

とは，CB法のプこブック判定に伴なう計算の煩雑さを少  

憩くづ‾る。  

2．計算用ブロック用排水系統図   

前項の考えにもとづいて，用水地区毎に基金化耶抱を  

単位プロッグをt：那内分けすると，図9棚2のようにをる。  

研ぎ巨斜眼り集合化を行なったブロックを，計算の－更を計  

るという意味で計算伴けロックと名づけるウ   

ニ♂）針罪瀾ブロックを用いてCB法におけるブロック  

判走を行なう場合，風琴に必欝な数値はプ〔トソク期別川  

水温玖とフⅥック期別反復利周水魔凡である。   

計算用ブロッグを3段に分け，」ニ段にD∫，ド段にR∫，  

及び中段にQ判定とD判定の結果をそれぞれ記入できる  

ようにして用排水系統E渕射乍ると，l票‡9血3と：なる。   

窮9牽 期別必要取水盈の策定   

9鵬1計欝用ブロック用排水系統図の作成   

1．単位ブロック用排水系統図の簡略化   

第3輩，図3州3で示した単位ブロック用排水系続開に  

おいて，用水地区内の数個のブロックを1プ烏ックにま  

とめたとして紅．上下の用排．れ関係が何ら変北しないブ  

ロックが存査する。たとえば懐！9刷1の（イ）にある3つの  

馴立ブロックは，どの単位ブロックも用水源と排水先に  

対して同じ関イ系にある。したがって3つの！附立ブロック  

而横をそれぞれAl，A2，A3とすれば，この3単位プロッ  

グは【ヌj9仙1の（口）に示すように，ブロック面検札が（A】  

肌トA2一卜A3）のブロック4にまとめることができる。   

このようじ単位ブ烏ックをできるだけまとめておくニ  
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期別反復利用権数r‘  

㌢  
25 ユ  

工事互工互垂  
巨 0．30 喜 0．30  

1  5  10   15    20    25  5  10   15    20    25  

0．ヰ7 巨 0．50 書 0．45  0・3こミ 
． 

0．31要 0．32 萱 0．38 巨 0．51  0．55 巨 0・55  

－ －  0．53 ≡ 0．司9 喜 0．39   0．25 … 0  巨 0  

0・39 書 0・37  
≡  

0．39 喜 ひ．39  

芸呈…  
…2喜 0・43  

璧⊥璧  

…：；；∈3：；；  

0．41萱 0．48  

＝2董 0．服  
0．37 巨  

0．43 … 0．5】巨 0．d5  

0・720・63展0■47  

0・32蔓0・31  

tl∴‡7  tトIl  

－－．   ．・、  

0．09 … 0．14  

0．43O．53 巨 0．41 ㌢ 0．24 董 0．29  

0．3】… 0．25  0．d6 妻 0．48 ∈ 0，5‡  

0．31 宣 0．31 巨 0．36 F O．51 萱 0．52  

い．．ト1 1トl．1 （トトl  い．∬  
▲－ ■  

0・38董0・36巨0・36・巨0・22  

・い・－・  
0．52 盲 0．∫17 蔓 8．43 ≦ 0．03  

O i O  0  

0．09 し 0．06  

0．16 ≧ 0  0・5司 巨0・47  

0・22 ≧ 0▲13  
一′ 〟て叩〔－  
0．54 季 0．43  

0．28 ∃ 0．13  

0io  
0．47 書 0．47  

0．50書 0．37  

0．．Iミ1  い．．1S  

0  巨 0    0  

－」、，：  
0．02 巨 0  

0 巨 ひ  （）   0．・lご  しト11  

0．46 蔓 0．35 … 0．34  

0．48 … 0，50 蔓 0．50  

3：；；巨≡：≡…ぎ3：；…   

0．5d 邑 0．46  
＜仙  

6二義㌻盲㌫羞  

1 0  圭  0  

い    Il    い  ■■■  
い    （1   11    い  0．52 事 0．38 巨 0．23 ぎ 0．11  

0  ぎ 0 【 0  巨 0  き 0  皇 0  喜 0  

、 Oi －－一－】5－－－－  
Tすこも壷l        l  

0．36！   

0．36   

o．58  

－：：－ 
・  

こミ‾；－ － ご－ ∵ －！．   

＝・l＿ りい こ い ≡  ．  こ  0．39【0．24 至 0．19  

用水源  用水源  

ほ巨仁一1 肘嘉ブロソグの統合   
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嚢9－1 ブロック判建及びブロック期別元入依存用水兇  

ブロック 基馴軌及 期別用水 ブロック糊 期別反務 プロ・7州別 ブロック判定 ブロック期別必繋取水魔  
係  数 別用水魔 利用係数 餓利用水致  

番  号 AH f‘  Dg  r£  R～  Q判憲 D判産 q判党利汲 D判産水螢  
用水地区  

ト1～l－4 15867．3  0．71 11265．8  0．63   7097．4  C  C  
粟津澗水  

小 針  11266  

KG 
K。＿3  38116．き 0．71  

KG でKl；＿5 30摘．0 ク  

上郷用水 ！く。－6  9628．0   ∂  

KG－7   667．0  ク  

小 計  

25642．9  0．59  15129．3  

21788．5   ノ〉  12855．2  

6835．9   〃  4033．2   

473．6   一ケ  279．4   

54742  

C
 
ハ
し
 
C
 
N
 
 

C
 
C
 
C
 
N
 
 

3
 
9
 
6
 
ハ
V
 
q
U
 
4
 
8
 
3
 
 
 
 
 
蔦
V
 
 

【
b
 
 
7
 
 
∩
■
U
 
 
 
 
 
 
ワ
ー
 
 

5
 
 
1
 
 
6
 
 
 
 
 
 
－
叶
 
 

2
 
り
ん
 
 

5
 
 

3
 
9
 
 
6
 
0
 
（
X
）
 
 

。
．
q
 
 
0
0
 
 
3
 
 
 
 
 
6
 
 

6
 
7
 
8
 
 
 
 
 
2
 
 

5
 
一
1
 
 
6
 
 
 
 
 
4
 
 

2
 
9
）
 
 

5
 
 

M － 1 1955．0  0．70  

－ 5  1793．5   〃  

－ 6   340．0   〃  

－ 7  1572．5   ケ  

1368．5  

1255．5  

238．0  

1108．8   

396・l  

3
 
 
3
 
 

ク
 
〃
 
ク
 
 

0
 
 

R
 
R
 
R
 
R
 
 

£
V
 
 
3
 
 
5
 
 
2
 
 
 

1
 
 
A
「
 
 
8
 
 
3
 
 

■
．
h
J
 
 
1
 
 
7
 
 
6
 
 

．
■
隼
 
4
 
 
 
 
 
3
 
 

C
 
C
 
N
 
C
 
 

7
 
 
1
 
 
n
U
 
 
〔
む
 
 
エ
リ
 
＿
・
エ
 
．
4
 
 
6
 
 
3
 
 
5
 
 

a
J
 
8
 
1
 
7
 
蔦
V
 
 

▲
ソ
】
 
 

9
 
 
6
 
 
0
 
 
1
 
 
6
 
 

貞
V
 
5
 
 
 
 
 
ハ
U
 
2
 
 

3
 
 
2
 
 
 
 
 
’
エ
 
 
ア
 
l
 
l
 
 
 
 
 
’
エ
 
 
3
 
 

ユ・主潮州小  

M － 2  9127．8  0．71  

－ 8  4935，0   一シ  

ー 9  2978．4   ヶ  

ー 10  4137．7   ノシ  

6480．7  0．68   4406．9  

3503．9   ん  2382．6  

2114．7   ′〉  1438．0  

2937、8   〃  19g7－7  

15038   

R
 
R
 
R
 
R
 
 

C
 
C
 
N
 
C
 
 

4
 
1
 
7
 
n
V
 
2
 
 

7
 
 
2
 
 
7
 
 
4
 
一
1
 
 

0
 
1
 
蔦
V
 
9
 
¢
0
 
 

2
 
 
1
 
 

4
 
 

一
．
1
 
 
4
 
 
〇
 
 
八
X
）
 
 
3
 
 

0
0
 
ハ
U
 
 
 
 
 
3
 
2
 
 

4
 
 
5
 
 
 
 
 
 
▲
u
J
 
 
9
 
 

6
 
 
3
 
 
 
 
 
 
2
 
 
り
】
 
 

称噂用水  

M － 11 1299．4  0．72  

－ 12  3790．9   ヶ   

935．6  0．67  626．8  

2729．4   ク  182＆．7  

16966．0   ケ  I1367．2  

2875．4   ケ  1926，5   

677．4   タ  453、8  

15247．2   〃  1（）215．6   

391130  

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
 

R
 
C
 
C
 
C
 
N
 
ハ
し
 
 

9
 
 
1
 
9
 
9
 
4
 
ウ
山
 
・
■
鍾
 
 

O
 
n
U
 
 
9
 
－
’
 
 
り
】
 
 
3
 
 
1
 
 

3
 
9
 
5
 
9
 
2
 
 
ハ
U
 
n
V
 
 

5
 
 

5
 
 
3
 
 

9
 
9
 
 
A
V
 
5
 
 
n
V
 
7
 
 
6
 
 

ハ
V
 
 
2
 
 
ハ
h
V
 
 
7
 
 
 
 
 
 
4
 
 
り
】
 
 

3
 
 
7
 
 
9
 
 
8
 
 
 
 
 
 
り
】
 
 
1
 
 

2
 
 
6
 
 
2
 
 
 
 
 
 
5
 
 
0
0
 
 

1
 
 
3
 
 

5
 
 
2
 
 

M
 
 

1
3
～
 
 
 

M
 
 23563．9   〃  

村商用水 M － 26  3993．8  ク  

ー 27   940，8  シ  

0
 
 
3
 
 

M
 
 

2
8
～
 
 
 

M
 
 21176．7   〃  

M － 3 10315．8  0．71  

－ 4  1827．5   一シ  

ー 32  192（）．6   ク  

ー 31  435．6   ヶ  

ー 16 15168．0   ′・   

7324．2  0．66   4834．0  

1297．5   〃  856．4  

1363．6   〃  900．0   

30凱3   〃  204．1  

10769．3   〃  7107．7  

16707．6   ノシ  11027．0  

4907．5   ヶ  3239．0   

42680  

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
 

C
 
C
 
C
 
N
 
C
 
C
 
C
 
 

八
U
 
 
1
 
 
4
 
5
 
2
 
 
1
 
9
 
 
1
 
 

g
 
．
4
 
6
 
0
 
6
 
Q
U
 
6
 
8
 
 

．
A
▲
 
．
4
 
．
4
 
 
1
 
 
6
 
 
式
V
 
 
6
 
 
1
 
 

り
】
 
 

3
 
 
5
 
 
1
 
 
亡
U
 
 

l
 
 

4
 
（
‖
0
 
 
4
 
∧
U
 
9
 
（
X
）
 
8
 
1
 
 

2
 
 
9
 
 
6
 
 
 
 
 
6
 
 
0
 
 
0
 
 
7
 
 

3
 
ウ
】
 
3
 
 
 
 
 
7
 
7
 
9
 
3
 
7
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
∧
U
 
長
U
 
 
4
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
一
i
 
 
 
 
 
 
4
 
 
 

北野用水  

り
0
 
0
 
 

M
 
 

岬
 
1
7
～
 
 

M
 
M
 
 

23531．8  ク  

6912．0   ケ  

′j、計  

M‾ 警M＿24 23脱4 0．72 16銅2．9 0．7111994．0   

小．汁  168g3  

1
し
 
 廉釆幹線  
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（表9……1，続き）   

ブロック判定 ブロック期別必黎取水盆   

q判産 D判蒐 q判建水慮 D判淀水魔  

ブロ ック   

番   号  
用水地区  

U－l～U－2  

U － 3  

－  4  

－ 14  

－  5  

U－52   
・－U－25  

lT－19  
－一U－2¢  

U － 22  

－ 24  

－ 23  

－ 30  

－ 28  

－ 29  

－3232  

U－15  
、＝－27  

U－26  

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
 

ウ
】
 
6
 
4
 
5
 
9
 
1
 
4
 
∧
U
 
3
 
5
 
▲
4
 
n
V
 
O
 
八
U
 
∧
U
 
O
 
ハ
V
 
ハ
V
 
 

．
■
寸
 
 
3
 
 
Q
U
 
 
5
 
一
↓
 
 
l
 
 
1
 
 
9
 
 
5
 
 
■
1
 
 
9
 
 
2
 
 
8
 
 
9
 
 
1
 
 
⊂
J
 
 
6
 
 
▲
1
 
 

0
 
3
 
0
 
A
】
 
3
 
サ
ー
 
5
 
9
 
7
 
7
 
0
 
3
 
4
 
7
 
8
 
・
4
 
3
 
1
 
 

7
 
9
 
り
〕
 
■
上
 
7
 
ハ
8
 
¢
U
 
．
A
－
 
3
 
▲
1
 
5
 
0
 
5
 
1
 
－
1
 
0
 
5
 
3
 
 

2
 
 
 
 
 
2
 
 

3
 
 
 
 
 
 
1
 
 
†
上
 
 
l
 
l
 
一
1
 
 
 
 
 
．
A
l
 
 
1
 
 

3
 
 

6
 
 

ク
 
ク
 
〃
 
ケ
 
ケ
 
〃
 
ケ
 
ケ
 
ク
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
ク
 
ケ
 
〃
 
々
 
 

0
 
 4

 
 
9
 
5
 
0
 
6
 
6
 
 
4
 
3
 
ハ
U
 
6
 
5
 
0
 
0
 
5
 
ハ
V
 
O
 
5
 
5
 
 

2
 
 
1
 
 
5
 
 
1
 
 
6
 
．
4
 
 
1
 
 
9
 
 
3
 
 
9
 
 
Q
U
 
O
ロ
 
 
7
 
 
3
 
 
6
 
 
9
 
 
0
 
 
3
 
 

9
 
0
0
 
0
 
3
 
6
 
A
－
 
5
 
7
 
∧
】
U
 
5
 
0
 
3
 
5
 
8
 
3
 
5
 
5
 
 
9
 
 

2
 
4
 
5
 
2
 
 
1
 
 
1
 
3
 
3
 
 
1
 
8
 
Q
U
 
ご
U
 
4
 
2
 
6
 
氏
V
 
兵
U
 
 
▲
4
 
 

．
4
 
 
】
1
 
 
3
 
 
 
 
 
1
 
 
6
 
 
1
 
 
2
 
 
2
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
2
 
 
 
 
 
6
 
 
1
 
 

0
 
 

7
 
 

ク
 
〃
 
〃
 
ケ
 
ケ
 
〃
 
〃
 
〃
 
サ
 
ケ
 
ク
 
ク
 
〃
 
〃
 
〃
 
ケ
 
ケ
 
 

0
 
 

（
U
 
 
（
U
 
 
0
0
 
 
0
 
 
5
 
 
0
 
 
5
 
 
（
U
 
 
■
一
〇
 
 
5
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
（
U
 
O
 
 
（
U
 
 
∧
U
 
 

2
 
 
【
－
 
 
7
 
 
0
 
6
 
 
8
 
0
 
 
9
 
8
 
6
 
 
5
 
 
0
 
∧
U
 
 
5
 
 
0
 
 
0
 
t
h
J
 
 
5
 
 

3
 
1
 
 
0
 
 
3
 
6
 
7
 
 
3
 
 
9
 
 
1
1
 
 
5
 
 
■
L
J
 
一
ヽ
 
 
l
 
 
爪
U
 
 
8
 
 
7
 
 
1
 
 
0
 
1
 
1
 
0
 
3
 
鐙
V
 
7
 
9
 
3
 
1
 
エ
V
 
1
 
3
 
5
 
 
A
】
 
．
d
▲
 
3
 
2
 
 
7
 
 

蔦
V
 
2
 
 
5
 
 
 
 
 
1
 
き
 
1
 
3
 
3
 
2
 
 
1
 
2
 
3
 
 
 
 
 
9
 
 
2
 
1
 
 

C
 
R
 
C
 
C
 
C
 
C
 
C
 
C
 
C
 
C
 
N
 
C
 
C
 
N
 
C
 
R
 
R
 
ハ
し
 
 

Q
U
 
袋
V
 
7
 
6
 
2
 
A
．
 
ハ
V
 
ハ
V
 
8
 
n
O
 
q
〉
 
6
 
9
 
5
 
5
 
A
．
 
5
 
3
 
 
 
2
 
る
 
ハ
V
 
5
 
8
 
3
 
0
 
1
 
7
 
1
 
8
 
4
 
q
 

）
 
8
 
3
 
7
 
n
V
 
8
 
∧
U
 
8
 
9
 
0
 
∧
U
 
O
 
5
－
 
1
 
1
 
（
む
 
 
 
9
 
ヱ
V
 
6
 
3
 
9
 
4
 
 
 
 
1
 
9
 
q
）
 
5
 
5
 
ウ
ん
 
 
 
 
．
．
隼
 
2
 
5
 
8
 
8
 
長
V
 
2
 
6
 
9
 
1
 
一
4
－
 
ご
U
 
3
 
1
 
 
 
り
ん
 
1
 
0
 
2
 
5
 
0
 
 
 
 
1
 
3
 
4
 
1
 
 
 
 
一
1
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
l
 
l
 
l
 
 
 
 
1
 
3
 
3
 
 

2
 
 

2
 
¢
U
 
6
 
1
 
7
 
5
 
1
 
9
 
3
 
〇
 
八
U
 
8
 
7
 
八
U
 
6
 
A
▲
 
5
 
・
4
 
 
 
0
0
 
ウ
山
 
∩
）
 
5
 
9
 
（
さ
 
八
U
 
3
 
2
 
3
 
9
 
 

4
 
ハ
リ
 
3
 
6
 
．
4
 
5
 
7
 
0
0
 
だ
V
 
 
 
 
3
 
5
 
 
 
 
3
 
1
 
1
 
9
 
 
 
n
O
 
5
 
只
V
 
3
 
1
 
1
 
 
 
 
n
V
 
n
O
 
7
 
ウ
］
 
5
 
5
 
2
 
1
 
1
 
3
 
3
 
1
 
Q
U
 
 
 
 
£
V
 
．
4
 
 
 
 
6
 
6
 
3
 
A
．
 
 
7
 
4
 
0
 
エ
リ
 
3
 
（
益
 
 
 
 
O
 
l
 
∧
U
 
4
 
 
 
 
3
 
 
 
 
1
⊥
 
共
V
 
■
1
 
2
 
ウ
〟
 
l
 
 
 
 
1
 
2
 
 
 
 
氏
V
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
4
 
2
 
 
 
 
3
 
q
）
 
8
 
 

5
 
 

占部用水  

3
 
 
4
 
 

3
 
 
3
 
 

】
 
 
 
】
 
 

U － 31 1125．0  

－ 35   645．0  

3
 
 

6
 
 

〃
 
ケ
 
〃
 
ケ
 
〃
 
ケ
 
少
 
々
 
 

0
 
 

5
 
5
 
6
 
3
 
7
 
り
】
 
5
 
∧
U
 
3
 
6
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
3
 
 

7
 
1
 
3
 
5
 
8
 
Q
U
 
O
 
3
 
2
 
9
 
0
ハ
Y
 
5
 
氏
V
 
3
 
1
 
1
 
5
 
n
U
 
（
）
0
 
3
 
7
 
．
4
 
（
u
O
 
瓜
V
 
3
 
¢
U
 
・
4
 
八
U
 
1
 
6
 
 

ウ
ム
 
 
 
 
 
4
 
ウ
む
 
 
 
 
 
3
 
9
 
 

∧
U
 
7
 
 

ケ
 
ケ
 
〃
 
ケ
 
ク
 
ク
 
ケ
 
ケ
 
 

0
 
 

496．0  

284．0  

1804．0  

400．0  

2721．0  

1775．0  

284．0  

1892．0  

5785．0  

R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
R
 
山
 
R
 
R
 
 

C
 
C
 
R
 
C
 
C
 
C
 
珊
C
 
C
 
 

一
b
 
 
3
 
 

U
 
 

4
8
～
 
 

〓
）
 
 

4090．8  

U － 51  907．5  

9
 
 
 
3
 
 

‖
）
 
 

3
7
～
 
 
 

〓
W
 
 6169．5  

し！－・16  4026．0  

－ 47   643．S  
】
 
 
 
 
－
 
 

‖
U
 
＝
∪
 
 

4
0
～
4
9
～
、
 
 

リー42  4290・0  

U－6～U－9  7322．9  0．70   5126．0  0．5る   2973．O  

U － 11  641．9   ケ  449，3   〃  261．0  

－ 12 1501．5   〃  1051，1  〃  610．0  

R
 
R
 
R
 
R
 
 

C
 
R
 
C
 
ハ
し
 
 

3
 
∧
）
U
 
 
●
l
 
」
つ
 
銘
V
 
 

5
 
 
Q
U
 
 
4
 
 
6
 
 
4
 
1
 
 
1
 
 
4
 
ハ
U
 
 
8
 
り
】
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
3
 
 

6
 
8
 
 
1
 
2
 
7
 
 

2
 
8
0
 
 
5
 
3
 
9
 
1
 
 
1
エ
 
 
0
 
 
5
 
 
8
 
 

5
 
 
 
 
 
 
1
 
 
2
 
 
0
0
 
 

占離下流  

用  水  
3
 
 

1
 －
十
 
 
じ
昏
 
 

1
0
～
、
 
 

】
 
 
 
－
J
 
 

〓
V
 
 3616．9   ヶ  2531．8   ヶ  1468．0  

9158  

合歓ノ木 F － 2 18981．8  0．70 11る87．3  0．66  7846．0  11887  

11887  用  水  ′j、   計  11887  
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懐9…1，続き）  

ブロッグ判走 ブロックき雲脚j必要塀水魔   

q判蒐 D判定 q判産水盤 D判定水魔  

ブロ ック   

番   号  

1〕‘  【・。  1ト  用水地区  

－
3
 
 
 
－
 
1
L
↑
 
－
－
4
T
＝
γ
＝
雷
 
 

T
¶
 
 
：
一
7
㌦
、
 
 

〓
、
 
〓
 
－
－
 
＝
 
り
一
 
丁
 
 
T
 
T
 
T
 
 

R
 
R
 
R
 
R
 
 

C
 
N
 
C
 
C
 
 

7
 
ハ
〇
 
．
4
 
 
1
 
 
0
 
 

Q
リ
 
 
1
 
 
4
 
 
2
 
 
7
 
 

【
／
 
 
2
 
 
1
 
 
9
 
 
＜
U
 
 

4
 
 
2
 
．
4
 
 
3
 
 
5
 
 

1
 
 

n
b
 
 
∧
U
 
O
 
 
7
 
 
5
 
 

3
 
 
 
 
 
0
 
 
9
 
 
3
 
 

9
 
 
 
 
 
2
 
 
5
 
 
7
 
 

2
 
 
 
 
 
 
1
 
 
0
 
 
4
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
3
 
 

12938，0  0．63  S15l．0  

5993．7  ク   3776．0  

11200．3   ケ   7056．0  

10586．7   〃   6676．0   

40729  

18482．8  0．70  

5  8562．4   ケ  

高橋用水  1（；000．4   ケ  

15138．2   ケ  

高 落 To二さT。－4 32757．10．70 22930・0 0・6113987・O R  
0
 
 
∧
‖
V
 
 

3
 
 
3
 
 

9
 
 
9
 
 

2
 
 
2
 
 

2
 
 
2
 
 

ハ
し
 
 

3
 
 
3
－
 
 

4
 
．
4
 
 

9
 
 
9
 
 

8
 
 
亡
0
 
 

上流用水  ′ト 計  22930  

高 落 ToづT。－7 21300．9  

下流用水  小 針  

C
 
 

6
 
 
6
 
 

9
 
 
9
 
 

5
 
 
5
 
 

5
 
 
5
 
 

．
4
 
 
4
 
 

り
か
 
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 

5
 
 
5
 
 

1
 
 
一
l
 
 

0．71 15123．6  0．63  9528．O R  

15124  

4
 
 
1
 
0
 
 
0
 
7
 
 
1
 
0
 
 
0
 
 
 
0
 
7
 
 
n
V
 
 

4
 
 
9
 
 

3
 
 
5
 
 

▲
＝
八
）
 
7
 
 

5
 
 
8
 
 

n
V
 
 
5
 
 

2
 
 
▲
4
－
 
 

5
 
．
4
 
 

5
 
 
5
 
 

5
 
 
5
 
 

2
 
 

4
 
1
 
ハ
V
 
n
V
 
7
 
一
1
 
0
 
 
0
 
 
 
0
 
 
7
 
 
0
 
8
 
7
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 
5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
．
暮
 
 
9
 
 

5
 
 
n
O
 
 

n
V
 
 
5
 
 

2
 
4
 
 

5
 
 
5
 
 

5
 
 
4
 
 

5
 
 
5
 
 

2
 
 

C
 
C
 
州
 
N
 
C
 
C
 
N
 
N
 
N
 
C
 
 

C
 
C
 
皿
 
N
 
C
 
C
 
N
 
N
 
N
 
C
 
 

0．70   5283．7  0．30 1585．0   

5471．0   ケ  1641，0   

264．6   〃  79．0  

0．64   16鋸．8  0．46   775．0  

ク  5037．l  ケ   2371．0   

4550．5   ケ   2093．0   

4706．3   ′シ   2165．0   

ケ  4659．2   ケ   2143．0  

0．鋸   2181．1  0．46  1003．0  
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（衷9－1，続き）  

ブロック判定 ブロック期別必要取水盈  ブロ ック   
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注1．該当期間6月16日～6月20‡ヨ   
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3、水う盲吏の射立は全てnVdayであるくン  
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9－2 計算用ブロック期別用水豊（D′）及び反復利  

用水盛（凡）   

1．計算用ブロック基準用水盤   

計算用ブロックのDf及びR∫を求めるには，あらかじめ  

紳罪用ブロック基準用水腰を整理しておく必要がある。   

たとえば図9皿1（イ）の3樹立ブロックの港生期平均減  

水深を！1l，ト‡2，113とすれば，それぞれの単位ブロック基  

準用水威はAlIl．，A2日2，毎日3となる。したがって計罪用  

プlコックであるブロック4の基準用水魔は（Alトい皿A2！朝l2  

＋A3日3）となる。   

欠伸用水地域の計算欄プロッグ基準馴く魔は，第6避  

嚢6・】・′】▲5を用いて再盤埋すると，表9Ⅶlの基準瀾水魔  

とをる。  

2．針罪用ブロックのDfおよびR∫   

発9血1には／．とDfの計算結果及び次節で述べる計算  

用ブロックのブロック判定とその水魔換算凝灘が記入で  

きるようになっている¢ この表9十㍑沃の罪産結果（  

第7牽，泰7－8）及びr‘の罫産経果（第6乳 嚢8－6）  

を紀人すると，第2輩の（2…5）式と（2仙12）式か  

らD－と札が計罪される。   

なお，表9…lは用水魔罪定の該当期間が6メヨ16巨‡か  

ら6メ三ほ0Ⅰヨの半句幾針衆である¢次節で述べるように，  

本論文では柑半句の梢水魔について絆罪した。したがっ  

て集計表は18械作ちれているが，説明上敷磯必黎な1種  

を例示しておく。  

9仙3 期別必賓取水澄   

嚢9岬1で針罪したD′及びR∫を計算用ブロック用排水  

系親蘭】に紀人した後，第2輩グ）方法を用いてQ判定及び  

相水地区別D判産を行をい．それを水魔換算すれば嚢9  

wlの右2欄に整理される。   

用水漁鮮麗の期間は，金灘体側1貢が】卦柄宜終える6月  

1引ヨから金柑水地I克が落水期に入る9月15日までの3ヵ  

月閤（18半句）とする。   

ニの18半句のDfとR～の計算結果及びq判笈とD判定♂）  

結紫を計罪用ブロック用排水系統図に記入すると，淳一9  

仙3（その】～その18）となる。   

次にブロック判定のときに留意した点を列挙すると次  

のようになるご   

抑荒井用水地区におけるf鋤く魔の半分は鹿衆幹線水   

路から．その残り半分は廉東川から1附くすると促  

愛してD判定を行なう。  

（ロ）T‡‡5ブロックに設置されたポンプは，上流プロ  

ッグ群からの還元水を’1、‖5ブロックの用水兇まで汲み上  

げることができると條麓する。   

レう」こ郷，曳㌢緑川水地区の還元水ほ，矢作川針流下し  

て矢作古川に入り，吉良古川頭首工から楽鰻用水と  

して塀水されると仮定する。発鰻用水は目腰43，200   

ポとし，両地区かち43、200汀＝以上の反復週元水魔  

がある場合，盤鰻用水を差し引いた残余兇が吉良及   

び古川用水矧茎で反復利用されると考える。   

なれ 泰9血1のDJを馴く地馴りに合計した場合，こ  

の合計値は減水深法を翔車て用水地i差別馴く腰を算定す  

る場合に相当するのでこの計算も並儀しておいた。   
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は共に全域CBと判速される。これは，地区内で反復利  

用がなく，地区からの還元水が下流で嚢使用水として全  

厳J狭水され，下流水田で反復利用されないためである。   

したがってこの地区は，6月5！ヨから8月101ヨを除い  

てCBの中根的ブロック群を成している。  

（ロ）上郷用潜水土地改良Ⅰ夏   

減水深流儀は，全瀾のそれに対し‾r5％から10％を占  

める。第3輩4節に示したように，地i夏内での反手綱摘ヨ  

はあまりないので，符曲線にみるごとくD判産流魂履濾  

水深浅溌厳にほぼ等しい。   

Q判定涜兼は，碧削也区岡城還元水が下流で餐鰻用水  

として取水されるので，D判意流感とにほぼ等しり。した  

がって上郷地‡夏も単極的ブロック群と考えられる。   

しかし，8月5】〕から10日までの半句は，還元水彪監が  

寒鰻用水魔を土まわっているので，♂曲線が示す通り唐  

津地区と上郷地i真はRBブロック押となる。   

レう 明治用水土地改良l夏   

減水深漆涜兇は，全域のそれに対して10％から20％と  

大きく変動している。すなわち減水深法による用水蕊が  

中学し柑＝ニは大きく繊褒し，反対に必要敢大期㌫は大き  

く増加する。これは，この他【夏全体の柑橘斯憫が5半句  

と比較的夕酎、からである。   

D判覚書究凝は，第3輩4節で示したように地区内反復  

利用が各用水地区下滝水Hの州－狛ニl限られるので．ほぼ  

減水深法流厳に等い、（甲曲線）む   

Q判定流蛍は，地】裳内からグ）還元水全廃吏が下滝♂）鹿栗  

軍用牽種別必要取水盈の考察   

用－1期別必賽取水腰の整理   

第9輩において用水地区別に期別必繋取水兇が策定さ  

れた。これは1日の紙用水魔であるので，流巣換罪して  

期別必要取水魔を求める。   

減水探法に概当する用水池区別灘働必勝取水魔を生理  

すると，嚢10仙1と：をる。Q判定による用水地区別期別  

必要顆水魔を整理すると，泰10叫2となる。同根に用水  

地区別D判産による期別必鄭鋸く蛍を生ガ一隻すると，袈10  

仙3となる。  

10－2 土地改良区別期別必畢取水盈の検討   

土地改良層別に，期別の減水ぎ業法流兇（嚢10001）、に  

対するQ判産端厳慄10血2）及びD判産流蕊（嚢10酬  

3）の比を，それぞれ♂及び琴とすると，ニれらは表10  

仙4となる。♂は当該地区が矢作川汗水全体♂）反復利用  

に賓献する度合をあらわし，野は当該地ー茎内部の反復利  

用の度合をあらわすものである。   

減水深浅による期別必要取水盈と，♂曲線及び？曲線  

を鰍こすると図Hト1（その1～そグ）16）となる。   

この図を土地改良区別に検討する。  

（イ）唐津用水土地改良区   

この地区の減水深浅流感とは，矢作川用水全域のそれに  

対して約2％を占め，全体に与える形轡ほ小さい。上流  

地区で桐水盛が′Jlさいにもかかわらず，Q判定■C判定  
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占郷地】gも，RBブロック群と考えられる。   

㈹高橋用水土地改瀾登   

城水深法流通は，全域のそれに対して5％から10％の  

変動を示すので，古都地区とほぼ同じ様相を示す。しか  

し水田面槻が明治や占邪地区ほど大きくをいので，ピ」  

ク流兇はこれらの地I茎より平滑化されている。   

D判定流魔のヴ曲線は，地i夏内ポンプによる」こ流還元  

水の反復劇㈲が行われるため，中干期と減水期を除いて  

およそ 0．9とをっている。   

q判定校旗の♂ぎ抽線は，この他‡葺からの還元水も吉良  

古川頗首工で炊復職水されるので，中千明以後およそ  

0．5から0．6を変軌している。ただし減水期の♂曲線は，  

iう仔2地区のように1．0に近づいてわかない。これは，こ  

の地区における反復利鞘係数‡†∫が0にをらないためであ  

る。   

緻糟地l真紅．明治・長都灘拍溝膵，】㌣Bプ！コックと考  

えられる。   

N 高落用水土地改良区   

減水深法流旗は，全域のそれに対して2％から7h％の  

変動を示すの減水深法磯瀾Ⅵ磯体傾向は，明治，占郎，  

商橋地区と同じ様相を示すが，水関所撞は絡橋地！互より  

もさらに小さく，全期間を通じて流應か平滑化されてい  

る。   

け印象流蒐のヴ舶瀾は，この地区のブロックがすべて  

CBブロックとなるので，全期瀾楼牒汗11．0である。   

Q判産流魔の♂曲線は，占取 捌薔他区間職この地区  

からの還元水が下流で虜個別用されるので，中辛期以渾  

およそ 0．5から 0．7を推移する。減水期の♂曲線は，高  

橋地区同様にrgが約0．6矧空であるために，l．0に近づ  

かない。   

なお，明治，占凱 高橋，諺；落の4地区の申子し前の  

♂曲線よりも′トさい0 これは，中干し前の反復利用搾瀾  

‡■iが0．6から 0．7h馬いためであり，注目に依する。  

け）西尾ポ い、ツ面用水）   

減水澤披漁放は 全域の流ぷ套に対して0．5％以下と小  

さく．金城に与える影響もきわめて小さい（〉   

8J〕25【ヨから9日11三‡の期間，この地Ⅰ夏は，1ミBブセ  

ックとなる。この期聞を除けば，ヴ曲線も♂曲線も共に  

1．0である。したがってこの地一式はCB¢＝ニ】二†接的ブロッ  

クにみえる。しかし，1．0となるのはCBブロックの均  

分以外にiUBブロックでかつ還元嵐が0の場合も含んで  

おり，それを考慮するとこの他王gはゆ柁的ブロックとは   

I二 ■、  

図10山血1（その15〉堀割用悪水  

、、 、、  

14   乙 2   ‡（〉  

ild  

Iプ▲；  

l）ヰ  

虹て  

ケ■  

図1（巨1（その16卜さl瑚射汁水（匹摘紺侶  

堰で反援用射水されると考えているので，用水吟澱大必要  

期の♂曲線はおよそ0．5から0．6とぞ≧る。しかし中干期  

と減水期では，戒厳自体が小さくなること，反復利牒腐  

敗㍉が0に近づくこと等から，Q判定流腰はD判走流ま盲藍  

に近くなる。   

嘲離也】夏は全体にRBブロック群と考えることができ  

るか   

ぃ 占部用水土地改良‡夏   

減水深法統應は，全域のそれに対して5％から10％を  

占め，その変化はほぼ明治地】夏と同じ様相を示している。  

しかし阻植期聞か7半句と明治地区より遇いので，政夫  

必欝糊♂）ピ山ク流放は平滑化され－ぐいる。   

D判憲法嵐は巨地区内反復利鞘が少なく符曲線は0．95  

前後を推移しているので，減水深法流j葺とに平行して変化  

する。   

Q判定流厳の♂曲線は，地区内からの還元水全ぅ注がド  

流吉良古川頗首工で反御附くされるので，放火必要期で  

は明治地】真岡梯およそ 0．5から0．6となる。中千明と減  

水期の♂曲線についても，明治地1克と間ミご矧∧巨で1．0に  

近づく。  
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発10－1 矢作川用水池械の減水深法  
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（単位：サ束）  流鼠（期別必繋取水魔）の絆儲蘭灘  

9月  

5  10  ユ5  20  25  1  

8月  

25  1  5  10  15  

血五義㌻†血  0．272 董 0．263  

1．017   0．さ30  

0．304 妻 0．216  

1．530 巨 1．482  

0．181じ 0．126  

0，133 蔓 0．128  

0・421⊆ 0・330  

0．070 蔓 0．079  0・169 巨 0・167  

、．‡ニ     ー：  

「 叫宣㌫寸言義         0．305  ミ．．●  ！．、一．  

1．300 蓋 1．022  

0．093妻 0．133  0∴隼】 
． 

O．125 蔓 0．120  0．113 … 0．070  

0．2151 0．165 L O．140 … 0．119  

0．140 盲 0．106 § 0．080 賢 0．0（き7  ？∴lてS．P・】  
0．361巨 0．1631 0．114  

0．7871 0．478 蔓 0．430  i．471巨 1．153 ぎ 0．779  1．94711．848  

5．392！ 4．670 妄 4．194   12．003†1l，0981 9．359 を 6．861  ．ト・・・：・こ  
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衷10仙2 矢作川用水地域のQ判窟洗鼠  

7月  

25  1  5  10  
土地改良l夏  用 水 名  

15  20   

0．628 室 0．575  
仙丁叫一′▼鵬’ン‘、ン′  

0．031… 0．030  
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0．056 巨 0，05（き  0．056  

0．151  

0，166  

0．057  

明治用水  

・‥－     1ト．一 0．460  

…：…………呂：言；…  

…意」豊卜芝票…  

0．047 妻 0，047 g  

O．22】 r O．221  

0．865 妻 0．091  

0．ユ69 套 0．169  

∴   ・・・・‥・  
・・．∵・  ．－∴  

0．053 妄 0．062  

・・・：   －一 主         0．319  
0．648 董 0．659  J■－、：∴  

i．078 ぞ 、－ －－  

：   

ユ．171」1，227 妻 ユ▲5i8  

安 城 市  桜 井 用 水  

荒 井 用 水  

0．027 麦 0．027  

－  －     － － 一 賢二芝十ぷ芸  

安城・酉尾  

㌫㌻ト…て－崇  

0．103 ぎ 0．055  

0．302 妻 0．295  

0．】041 0．093  0．106 髪 0．ま07 き 0．098  0．124‡ 0．】86  

0．662【1．090  i．178 蔓 i．115  1．040‡i．086  

中 642 … 1．893  

′ゝ lニ1  5．95ま ぎ 8，165   
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（酬立：】千旦も）  （期別必紫取水畿）の語h】▲節約栄  

9月  

5  10  15  20  25  1  

8月  

25  1  5  10  15  

o．148… 0．208 0．189展 0．099 臥094 仇094  

0，084堅 仇070   
。．。87。     喜 …83董 0・081 

。     n  0．2d8 0．230   
≡   

0．229  0．272 巨 0．263   0．224l               1．230 巨1，238   1－j23  0．757 要1．008   0．823巨 0．557 萱 軋495 巨 ＝60     0■425 蔓 0・283・  0．044 ≧ 0．043   0．048   0．049   0．049   0誹7誉 0・033… 0■033巨 0     0－024  0．010 を   要 0，209   0．207   0．178   0．169   。．i22誉 …9。萱巨       室  0．589   0，549   0．503   0．456   0．437         H 0・320‡0・234… 0・236巨 0     巨 0・222妻 0・216妻  0．584  0．584  0．525 ≡ 0．496  0．476   。．327婁。．264蚕。．265巨          0．269  0．242  0．095箋 0．088盲 0．089   0・093 0・089盲…89萱0     0・084巨 0・083  1．715  1．627  1．378  1．267   ま．220   0．909 0．710 巨 0．710要 0     ∃ 0．6610．620≡ と淵，，嘲川〃州岬  0．814  0．864 ≡ 0．760董 0．723   0．693  0．556  0．429  0．426  0．40lio．399  0．399  0．125   ま き ．一 幸垂●－．垂   0．091  0．071  0，071  0，070  0．066 章 0．066  0．050  0．939    0．784  0．627  0．500  0．496  0．467 室 0．465  0．449  0，498  0・584室 0・532巨 0・d68   0．425  0．389  0．274  0．274  0・258巨 0・257 0t176  0．183  0．160 妻 0．ユ46  0．134   0・i34巨 …85   0．074  0．075  0．070  0．070   0．059  0．68ま 2 0．744… 0．678 0．602    0559 喜 0474  0348    0．349   
0，514 盲 0．4鮎    0・386 0▲236室 

血   ユ．132 1．036 0．978 0．919巨 0湖4 0．743喜 0．573套 0．425… 0．353         0．305  0．193 展  1．104盲1．113 ユ，046 0，960賢 0．799 0．685 0・554              ㈹mH  2．236 巨 2．149 2．024 日1．879妻i，643ll．428      1．127  0■939巨 0・818 0－691工亘蜃二二巨  0．05＝ 0．0鋸妻 0・082 巨 0量074    0．066l仇061   io．044  0．030∃ 0．028髪 0，028巨 0．028盲  0．345 0．326 婁 0．297 巨 0．283    0．273 ⊆ 0．216   0．149  0．125  0．120巨 0．113盲 0．070室  0 
0●1600‘‘119   ■376要…55盲0－452董0●428    0．366喜0．313  H  蔓   0．261  0．205  巨∵j   

554 蔓 0◆455 邑 0■4‖ 象  

＿ 
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衷10仙3 矢作川用水地域のD判淀流感  

7月  
1  5  10  15  2   

3：…三言要言：三…；  上根良区い月水名   6月                        10    15    20    25                      嘉摘「有京1岩 津 用 水   岳 ≧   臥130 至 0・130  0．】18  0－097 巨 0・035   0．870茎 0－263  上郷翔悪水  上 郷 用 水  ‾】】】M】要   0．628 巨 0．628  0．575  0．380 書 0．22ユ   0．566 夏 ま』93  明わ㌢用水  良 さ姉 川 水  【   妻喜】・妻●．  喜≡：；；； ぎ…：；…； H  0．014   0．030   0・065蔓 ＝92   ‡蕎】崎用水 村商川水      0．103象0．092 0．297…0．177      北 野 用 水  室  
焼 栗 用 水  H 0．196≡ 0．196  ぎ0．1鋸 u  0・＝7蔓 0・052 0・166 0・350  

1．320 巨 l．320  1．258   0・銅2 … 0・490 l・078  2・0即   

0・068蔓 0・017   0．079   0，194  3：…言…巨≡：；…… 0．775巨0．766  0．659 ぎ…：；；喜  0．565  0．220  0．420  1．179  
0．402 巨 0．402  ≡ 0．385    0．256  0－170   0．49ユ  

0．175  0．175  0．175  0．096蔓0．005  H  

．   

月琴 監 用 水     0．300  

妻     0．31i蔓 0．139  0．414  0．787                        ′ト   冨、‡                  【！i那用水  占＋那 用 水                    占創「F流用水  羞               小   計        0．237  0．499  1．373  南棟用水  高 橋 用 水  ほ                    合歓ノ木用水  n 妾 H   …二………塁：：……芸    0・083 麦 0・028   0．118   0．236   ノト   誇・i・      0．433 ぎ 0．2朗   0・288 事 0・707   
中  

0．507 喜 0．64  0．659    0．742  0．855展1．056   

や  お‖1用水  テ！富 川 用 水  F                吉良用悠頑  恵良茂住卜寺島圭    0・571≡  

碧 南i！i   

小   汚十  

蔽扁板材摘「釘笥「有  

再£坂jlヨ水…  

iヲ頁   尾    圭妬かん用水…  

量 

圭ノト音十蔓  i．213 1．659妄1     1．465「ヱ．554 ユ，759   仙 褐落用水  洛落上流用水  董 H   0．265 巨 0．265  0．2（；5  0．265  ≧ 0．186  0．053 董 0．171   崗落下流用水    0．175   0．175              小   計  妻   0・440†0－448  0．440  0．440  0．361  0．149 屋 0．176  i子唇   尾  悪魔搾卜八ツ盲萄i  蔓   ＝14要仙0．014  0，014  0－014  0．013  0．010 旨 0004  持竪註摘水             0．289  0．237  0．287  0．476  0．577 巨 0．460  お川用水  ′ト焼野用水′    0．09＆ 巨 0．09     0．053  0．084 巨 0，105       計     0．412 喜 0，40i      0．542    ㌣仙‾J－‾－ 0．671眉 0．336                                0・522 ぎ 0・456   0．465  0．d92  0．724 巨 0．984       計     1．078 巨1．170 1．115   1．】86  1．234  1・57し巨 2朋0  安 城 市  奉還 外 用 水妾 巨    0．034 喜 0．034 ≧ 0．034   0．03ま  0．025  0．017「1r議「  を城・柳針先 ミ坪 用 水巨 毒     0．084 蔓 0．08  0．078  0．052  0．045  0．078 喜 0．159     ・銭・蔓．な 爾     0・329io・35  0．330  0．302  0．295  Ot295蔓 Ot299   lかん用水巨    H n     巨          ‖ 担     展        0，104茎仙砺1㌢ 0．106 0．107    0．098  0・124 巨 0－186        H       0●662董1－090蔓1’178套1    卜1．。。2  1．040蔓1．086  H  ヰ‡  吾警ん！ 室＿＿叩H＿  
臥130 至 0・130  0．】18  0－097 巨 0・035   0．870茎 0－263   
0．628 巨 0．628  0．575  0．380 書 0．22ユ   0．566 夏 ま』93   
】 

・● 

H   

1．320 巨 l．320  1．258   0・銅2 … 0・490 l・078  2・0即   

0．672   0，663   0．659   0・565 喜 0・220   0．420  1．179   

0．103   0．103 ⊆ 0．102   0・068蔓 0・017   0．079   0，194  0．775巨 0．766 0．756     0．237  0．499  1．373   
0．402 巨 0．402  ≡ 0．385    0．256  0－170   0．49ユ   妻喜妻．  喜≡：；；； ぎ…：；…；  
0．265 巨 0．265  0．2（；5  0．265  ≧ 0．186  0．053 董 0．171   

0．175   0．175  0．175  0．175  0．175  0．096蔓0．005  H   
0・440†0－448  0．440  0．440  0．361  0．149 屋 0．176   

＝14要仙0．014  0，014  0－014  0．013  0．010 旨 0．004   

0．059  0．053  0．084 巨 0，105   皿岬  

妻  

O・662葦 L 要  
i・2131－659妄1・726Ll    1．465「ヱ．554 ユ，759   0．138 き 0．138    0・083 麦 0・028   0．118   0．236  0，540 0，54   0．433 ぎ 0．2朗   0・288 事 0・707                                                        0．300   0．289  0．237  0．287  0．476  0．577 巨 0．460  0．09＆巨 飢098 書 0・097           0．412喜 ＝Oi巨 0湖8 0．360    0．542   ㌣仙‾J－‾－  0．671眉 0．336  0．507 喜 0働8ぎ 0．659童 0．72i    0．742  0．855展1．056  0・571≡ 0・522 ぎ 0・456   0．465  0．d92  0．724 巨 0．984  1．078 巨1．170 1．115   1．】86  1．234  1・57し巨 2朋0  0．034 喜 0．034 ≧ 0．034   0．03ま  0．025  0．017「1r議「  0．084 蔓 0．08  0．078  0．052  0．045  0．078 喜 0．159  0・329io・35  H  0．330  0．302  0．295  Ot295蔓Ot299  n     巨  ‖ 担     展  「前諒て笥議㌻「前06 0．107    0．098  0・124 巨 0－186  1・090蔓1－178至1・‖5    ド002 u  1．040蔓1．086  H  責          妻  

5．978董 4．869憂  6．454 蔓10．268   合  計  6．485 ≡ 6．859  
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（単位：りセ）  川椚粧必登濁水蕊）の計算結果  

9月  

10  ま5  20  25  1  

6月  
25  1  

‥－■：－   －∴・  

5  10  王5  

1・088 巨1・08S   0．823憂 0．557   0．495   

0．074 巨（＝61   0．047 妻 0．033   0．033   0．22㌻1「汚毒   0．1紺… 0．099   0．094                       0．2（さ9   0．259   0・209… 0・175   0・】18∈  0・753巨 0・724   0．609 妻 0．d37   0．316i   n 0・850巨 0・829   0．663   0．477   0．387  … ：………喜…：；三…   0．253   0．168   0．141≡    1－781 1・290  0・995 蔓   
冒：…；三巨：二；…；   ：：；；… …：‡……巨…：芸；三菱   1・208賢1・】77   ユ・033 0・662 巨 0・579箋  

…：喜；……：喜喜…   0．18i  0．126≡ 0．098蔓    0 
，818  0．603… 0．437蔓   

0．478  0．455  0．455  0．375 室 0，243 妻   0．712 喜 0．672   0．637 ≡ 0．477 喜 0．339 …  喜                          0．343  0．303  0．301    ‖ 0嘉3010・224妻 0．6760，467！  0．82i  0．758   0．756  0．029  0，025 書 0．024       R 0．023 0．020呈   

1．230 ぎ1．238  

0．087 董 0．080 ‡  

0・332董 0・312  

0・926董 0・876  

0．967 宴 0．967  

0．377  

1．296 … 1．397  

0．222 妻 0．207  

‥・・、  ・・・：  

0．758 … 0．844  

；二三≡…；：；；…  

0．577 豊 0．460  

㌃義「r竃1盲㌻  

0．190‡ 0．190  

∴ ∴：∴  
0．009屋 0．027豊 0．030   0．029  0，025  0．024  0．023  

＝82 0．577圭 0．576   0．549  0．429巨 8．375   0．356    」璧L」請諒馴  0．190  茎 0．169  0．167   0．129   0．1ユ9  
生壁しL旦798  0．796  軋747 妻 0．621   0．528 室 0．498要  

1．1（）4  i一＝3  1，046  ∈ 0溺Oj O・79警＜血   0．685 蔓 0．554  皿                1．132   ユ．036  0．978  0剖9圭 0．紺   0．743要 0．573  
2．236喜 2．149  2．024  1．879妻1．643   ユ．428  1．127  

0．173巨 0．163  0．i49  0．142 蔓 0．137   0．川8 巨 0．074  

H 川   

．  0．051  0．073  0，068  0．063   0．059    0．056套 0．045 ‖】】W山′′′′，」冊血〟．                      0，376 ≧ 0．455  0．452  0．428 喜 0．366   0．313   0．26   ‖    円 宣 H      0．220妄 0．223  0－197  ¶蒲十前石   0140 巨  0．iO6     0・891巨 0・686  0・6‖   0・586≦ 0・547   0．361 0．163 誉     ” 婁        H 喜 ＋巨 巨 ＋   

0．012 圭 0．0】0   

1．600 妻 1．480  

12．313 …11．408  

1．397il．272！ 0．978！ 0．649  

牲そ筆】しL品讐謹皇芝山】＿L】】】む旦！旦＿u＿L】山】】更ニヱ塑】‖⊥M…日日…む聖ア  
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嚢10山4 ニjニ地改良区別紙氷像法統羞をに  

7月  

20  25  1  5  10  15  20  

LOO  

∂  
1．00  

」。鋸胃馴く巨    ＋ ヤ    いⅧ   0・99   0・99  0・99    邑      0．95   0．99 巨 0．99 邑 0．99  明わキ相水巨 …  董≡：……    0・34≡0ぷ星0・73 0．97喜0．97蔓0．98   l．00    1．00  1．00       1．00    ユ．00     1．00  
＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 

＋＋  

0ぷ 星 0・73   

蔓  蔓∑：喜；  

展  

∂   
商櫓悶水   

至 り  蔓  
∂  巨0．36  巨＝9    0．36 0．37至0．63 、0．89 0諸9董0．8B   

商落用射  
蔓  ：：喜喜    0．38 LOO  ；：喜…蔓；：喜≡巨   ＋ ∵  

メ義   ざ   
ほ磯谷 
i攣   巨  り  i．00  1．00 妻1．00   「で    1．00  1．00 圭1．00 巨     n  

3……    0．66  
将監…  

…   董  0．6（；  

古 川 用 水巨   お   皇  

レト焼野用水）巨   り  裏  
古川用水  ざ  

滝川揮陳）屋 り   

豊  

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋  

ざ   

（馴 ♂   ぎ 0瀾    0．98  ；二…喜妻；二3…巨         書1．00    1．00   
0溺 塁 0－98 妄   安 城 1！す妻     妻   0．31   0．3l   0．31  0．47  こ用水）蔓  ヴ    0，55   0．55   0．55  0．封  安城・酎愚妻    盲 ‖ 現   1．00  1．00  1．00  LOO  （馴こ用水）蔓  ギ    1．00  1雷00  1．00   l．00  碧 南 盲㍍＋∂  】】肌肌】H〝「1霊    0．95 0．95       ∵      0・96 妻 0・98 ぎ  ∂  l．00    1．00  1．00 董1．00 旨  堀測用懲水      ヴ  蓑   i．00    1．00  1，00 蔓1．00 巨  西   尾薫  育  巨用    1．00  1．00 董1．00  （平取用水）蔓   写  蔓     1・00    1．00  1．00 蔓1．00 展   

1．00  i・00 萱1・00   Ⅰ．00   1．00          ユ．00  1．00  1．00  L㈹  1－00   
0・99  0・99   0．99  0．99  0．99  0．99 邑 0．99 宴 0．99    0．99  0．99  

㌣  

●● 

0．83  

0．94   0．37至0．63 0．97 0諸9董0．8Bl．00       0．舶 0．90  ● 
．壷 ●．幸 一彗．    0．97 1．00  0．52 1．00   

蔓…：；… 3：芸；  

0▼73 を 0・90 蔓 0・50  

0．57 … 0．54  

l．00   1．仰 ぎ  

LOO l．00  

0．98 書 0．96 ≡  

0．98 ぎ 0．96  

i・00 喜1・00  

1．00【1．00  

三：：；－  

ほ．甘紆鼠比針可q判冤流兇÷（減水深法統彪と）  

D判定」七 り芯（D、ド廷吏龍j妾と）÷（減水採決流j簸）  

衷10005 欠作≠   

．．・    －    ・． ・・ ‥ ： ：・．．  
0．81ト 0．93 ≡ 0，91   

…：……要…：……  

61 40   

39 巨  60   

‥－  ；     ・－    い  

1   

封    ・ll    ご1  1こi  

地lヌ：内反音弦だけ（1仙り）×100 …  ま0  

反子射り用率喜 排水河川‡の反才覚だけ（ヤー仙ざ）×iOO  

針  

地区内反復  46… 33長 69   

54    67 妻   31  しJ’l．  い ．  い▲  

3
 
 
7
 
 

5
 
4
 

排水河川の反復  
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対するQ判窟流嵐及びi〕宰瞳流畿の比  

6月  

25  1  5  10  15  20  25   

9月  

1  5  10  ユ5  

1．00 圭 1．00   

1．00  t－ － 

． 

1．00 ま 1．00  1．00‡ユ．00  

1－00 蔓 1．00  1．00 ぎ ユ．00  
日肌肌…H＿＿L＿叫．】酬，，，  

－－－  
0．99 要 0．99   

0．99 巨 0．99  

0．99 巨 0．99  0．99 董 0．99  

0・70 髪 0・68  0．6l 宣 0．56 妻 0．54  

0．71 ≡ 1，00     ぎ   ー  －、     －  －  0．95 董 0．98  

0．55 姜 0．54   い、ら云■  

0．93 を 0．93 血＝血】－】皿畑L酬一＿，▼  

0．66 ま 0．68  

1．00 蔓】．00  
岬W●●●‘ルW ！●●M－人人“り人り人側  

1．冊   】．00  1．00  

0．85 室 1．00 董 1．00 巨 1．00  

l．00 … 1－00 を 1．00 il．00 ぶ 1．00  

0．72 を 0．73 姿 0，90 象 0．99 ‡ 0．99  

0・72 皇 0・73 巨 0・90  
山肌山川岬一▲▲一r…”－－－，・人∨‖－▼▼ル㌣〟ン′〟・′ン′′■一路  

0．98 葦 0．83 巨 0．97  0・98 責 0・98  

l．00    ト00  

0．73 要 0．75  
≦  

0．73    0，75  

】．nO   l．00  1．00 ‡i．00  

0．82 圭 0．84  0諸6 象 0・銅  0，92 髪 1．00  

0．82 憂 0．84 巨 0．86  0．96 蔓 1．00 皇 1．00  

0．78 圭 0，78  0．78 ‡ 0．73  

0．78 ぎ 0．78 茎 0．78 已 0．73  90 巨 0．98  
酬旦乳1」              ≡  

∴ －－－－・こ  0．55 月 0．55 ≧ 0．55  

LOO 巨1・00  

1．00 塁】．00  

1．00 】1．00  

1，00 享 1．00 11．00  

0．96 蔓 0．94  

0．96 至 0．94  
0．97 ∈ 0，99  

0・99 巨1・00  

1・00妄1ナ00  

1．0（〉  蔓 1．00  

】  
昔十昔  
1．00 要l．80  妄 l即 

． 

1．00 ∈ 1．00  

用水の反復利用率  

6‰10 展1ま～15  、 5li110 1115  

0．89 姜 0．85 ‡  

0．74 蔓 0．69  

0．881 0．90  0．91‡ 0．91  －  

、∴：．∴－ 1  
0・99 妄 0・91  

0．90 董  0．76  

1ま   9  

0．72 蔓 0．70 ∋  0．72  

11】11∃ 15 茎 12  15ま2ユ  
軋叫山一′仙一－一山ーーu肌－＝－岬叫叫－  

42 

＿  まぎ盲宣言て  ．．二  

10 蔓   9  9  6 …   5†   4  

；…妄 …去  

36   30  

64 1 70 

ご ‥：：‥ミ  

30 書  29  

7（1 チ   7l  75  90   
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て，Q判蔑流魔の♂曲線はその変動が大きい。   

D判麓の場合，こ♂）地区にある2つのブロックの内，  

一方はCB，他方は」こ流水闘からの選元水を揚水するN  

Bとなっている。したがってヮ曲線グ）変動要図は，CB  

ブロックの／‘だけである。   

これに対してQ判定の場合，2つのブロックの遼元水  

が下流で庶子実利用される♂）で，ホ】衰ブロックは共にRBと  

判定される。ゆえに♂曲線の変動磯灘購イとr∫が関与し，  

♂曲線は琴曲線よりも大きく変動する。  

（ワ）安軋i柳酎雪盲（勇琶非用水）   

減水深浅流儀は，全域のそれに対して1％から2％で  

ある。   

甲及び♂曲線は，全兆欄】を通じて前者が0．5，後者が  

1．0となる。これは，ブロック判笈♂）将この地i真の半分  

は塵剰l‡の上流還元水紅取水すると仮定したためであるゎ   

輔 碧南ポ（野餓，矧㈲肛鋸   

減水深法戒厳は，閏植瀾瀾が非常に薫いため，ゆ干し  

期としてのきわだった特徴を示さず全期間がなだらかに  

推移している。   

甲及び♂曲線は，地層内の一郎反復利用地城のため，  

0．9以上を微動しながら推移している。ワ及び♂曲線は  

同山であるので，この矧夏はゃ碩的ブロック押と考えら  

れる。  

（ヨ）掘別用悪水土地改良i亘   

減水深沈流親は，全域のそれに対して2％以下となっ  

てい獣∴中生と単座が並存しているので，流兼は平滑化  

されてあまり変勤していない。   

り及び♂曲線は牒卜爛摘射れち県かつ全瀾間を通して  

1．0となっておりこの地l束はCBの中根的ブロックであ  

る。   

伊）甘酢酎l了（平板用水）   

減水探法流巌は，用水放火必欝期に1．21ガ／secとなり  

比較的大きいが，その出現期は他の地l賞とは違いだいぶ  

準くなっている。この原Iブ≦】は，この地区下流に大きを早  

生ブロックがあり，圧！梱が6月1二旬にほとんど終ってし  

まうことにある。   

り及び♂曲線は，全期間を通して1．0である。したが  

りてこの地区もCB抑や移的ブロックといえる。  

†0－3 期別必要取水澄の吟味   

1．期別必畢取水豊の上限と下限   

D判蒐及びq判冤法と減水深法による元玖（細川頭首   

いえをい。  

（勇 将監用水土地改良‡g   

減水深浅流厳は，金城のそれに対して5％崩耶粂であり，  

全域の減水深沈盛に呼応して変化している。   

ヮ曲線と♂曲線は，中干し期に1．鋸こ近づいた後0・6  

まで下がり ，その後除々に上がってゆき綴終約に1．0に  

近づく山般的な変化をしている。？と♂の曲線は同一一カ  

…プを描くので，この畑去は榊鋸勺ブロック群と考えら  

れる。  

（lj）古川（小焼野）用水土地改J箋区   

減水採決流臆ほ全域の流兇に対して1％離磯と小さく，  

全域に与える影響も′トさい。   

D判交流兇の両摘ミは，全州聞を通じて1．0であり，  

地区内の反複利搾狙まない。   

これに対してQ判意流慮監の♂曲線はところどころ1．0  

以下となり，下流の古川用水池夏との関係から CBブ  

ロックがRBブ烏ックになることを示している。  

（ヌ）古川用水土地放浪虜   

減水深法統蛍は，全域の戒厳に対して8％からl∂％と  

大きく変動している。これは，用水の数次必要期が形成  

されるのに対して中干し期がみられないからである。こ  

の原図として上流は中乳 下流は早生であるため，田植  

期間が老いにずれ常時梢水を戒牒としていることがあげ  

られる。   

D判走及びq判定流漁のヴ及びげ曲線は，中干し期が  

ないため始めと終りの糊間がl．0に近く，中期が0．75前  

後とやくぼみ形となっている。   

甲曲線と♂曲線ほ上流の′ト焼野用水池克との関イ糸で一山・  

離礁離するが，ほぼ瀬仁一であるので，ニの古川地区はお  

よそ中柁的ブロック蒼！筆と貰ってよいり   

瑚 吉良用悪水土地改良区   

減水深法流j籠は，全域♂）それに対して8％から10％の  

変動を示し，ほぼ全域の減水深流厳に呼応して推移して  

いる。中辛し糊はあるが用梱糊聞が良いために阻瞭な減  

少曲線を描いていない。   

D判麓及びQ判受流魔のヤ及び卵油線は，中干し期に  

0．9まで上がるが地区内での反復利伴がかなり行なわか  

ているので，その依は0．鋸椚愛む推移し，減水期にnが  

0とをってはじめて1．0となる。   

明 宏城ポ（桜抑∧錮く）   

減水深浅流駿は，全域のそれに対して1％以Wドであり  

全域に与える套！き登は小さい。D判定流魔のヴ曲線に対し  
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図10－－2 期別元臥依存水蕊と実縫取水蕊  

したがって広域水損地域の期別必要取水魔は，偽薬用  

水の反復利開放楽の進行によって，①→①→③と変化し  

ていく。  

①→⑨の過程では，⑨．曲線を上限として下限が①に漸  

近していき，上下‡眼の梅園が′j、さくなるので，計画期別  

必要取水鬼没窟の条件が僻しくなることは，注目する必  

要がある。  

2．期別売玖依存流魔の反復効果   

欠作川用水地域で水沼還元水の反接利梢を行ったとき，  

その反櫻効栄が大きくあらわれる時脚ま，汗】棉直後の6  

月16Eト30E】の糾問と，中干後期の8月1‖～8月10日  

の期間である（i頚10州椚2）。この反復効果をさらに詳しく  

みるために作成したのが衷10㈱5である。衆には判】り単  

位のりと♂，地区内の小反復だけを考慮した時の反復利  

用乳 排水河jltの大反子差だけを考慮した時の反復利用率  

を示してある。また，参考のために反復利用に粛献する  

度合も亜劇化ておいた。   

これをみると，冒ヨ捕政後の期間では小夜複で10～19％，  

大反擾で16～22％の反復利用率となっている。同様に中  

干後期は，小反復で12～15％，大反復で16～21％の反復  

利用率と意る。合計の反復利用率では柑橘夜後がやや大  

きい。反復衆献率をみると両部の期間を除き排水河川に  

よる大反復の効果が大きい。平均で％近くが大反棲の効  

果となる。   

仙一般にギと♂が小さいぼど，逆にいえば反復効果が大  

きいほど期別必要ヱ保水旗の上・下限の抱囲が拡大し，計   

工）における期別必激職水魔のざ－悌結果（泰10001，10  

朝一2，10仙3の敢下欄う を牒】示すると‡望110血2とをる。   

図10血2において，①ほQ判走法，①はD判定払 ⑨  

ほ減水探故による糊別必欝取水盈曲線である。   

管甥！用水蛍，有効雨澄を捨象して考えれば，爽仲川用  

水地域内での用水の反複利用がいかをるレベルのもので  

あろうと，細川頭首工における期別必要昭水腰吏は∴下限  

である①曲線と上限である③曲線のiij】にある。したがっ  

て，矢作川周水地域の期別売玖依存洗蕊には，上i眼⑨  

より多魔は必夢ないけれども，下限①はり少兇にな  

りてはいけないという条件がぢ▲えられる。   

これらから，計画期別必要取水腰戒儲癒する障は，期  

別で必欝取水魔の上限・下】眼を明らかにし，その繹l潔を  

考慮しなければならない。   

節1輩で述べたように，従来虚業拝寸水ほ月蒼水の反復利  

メ∧冒をその大きな特徴としてきた。しかし近年，反複利用  

水の汚濁と栽培管潤！上有利な用排分離及びパイプライン  

化によって，反復利用は放棄されつつある。   

図10…2において，①曲線は従来のように排水河川を  

流下する水田の還元水を絨棲約に反復利用した時の期別  

必要増水鮫曲線と考えられる。動地線は排水河川の汚濁  

が進行し，排水河川を媒介とする大反復利用が不可能と  

をったため，用水地区内の反復利用だけを行をう場合の  

期別必洛塀水腰吏曲線と考えられる。さらに，尊）l1日線ほ用  

水地【束内における悶排分離が進み，水lヨヨ還元水の反復利  

用が一山凋行なわれない場合の期別必要増水二塁鷺曲線と考え  

られる。  
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画期別必勝取水厳設定の制約条件が援刺される。   

愈後に地層用水との関係についてふれておく。中平後  

グ）農業相水必要期には他種用水と霧繋が競合する。前述  

したように，この時鍼削ま反言髪効果が大きい時期にあたる。  

したがって，用櫨直後に反復働慄が放火になること以上  

に，この時期の反復効果がもつ意義は大きいと脅えられ  

る。  

3．実績取水盈との比較検討  

【繋＝0一】2に賽路ユ操水放を．・法線で示した。この賽縛取水  

威は細川頭首工と乙川艶i首工における半句第2役職水魔  

を合計し．昭利服年から別種の7糾裾こついて半句単伎  

に平均した数値である。半句第2杖覗水腰凍とったのは，  

無降灘＝巨天時の水捌用水薔婁蒐を使って比髄するためや  

ある。   

図10刷2でみるように，実績取水j鷲なほ計罪で得た州別  

必欝取水放（元玖依存水魔う にくらべて2半句後方にず  

れている。こわは，1即まj50年ころより相補期が次第に前  

進していること，およびとくに計算の原資料として開い  

た昭和53年の田植湖瀾がイネミズゾウ虫による虫割亘l避  

のために早期化したことなどに原図凡ている。計算によ  

る期別必要増加瀾謹バク…ンがより正しく敢近の実態を  

反映していると考えてよい。   

莱綺j捌く既を2半句ずらして各種の期別必欝増水厳と  

比較すると，案紗捌くj遣にたいしてq判定涼ま誓とは59‰  

l〕判卦庶数ほ71％，請ポ水深放流腰藍は64％の用水駿となっ  

た。実綿取水漁は減水深放流兇をも上‡司っていることが  

わかる。いま管羊竺鋸附く準を20％と仮受すると，現状の小  

反復利用と大反復利閤が継続される怠らば，実績瀾灘瀾  

で十分用水諦婁は消されるだろう詰 また，小反復が停止  

して大庶子銅膵ラガけが凝蜜溌するれ あるいほ火反復が停  

止して小牧授だけが雛組する均分・む，各級取水駿は周水  

需要を満足する。しかし，反復利用が血・切停止した場合  

いいかえれば減水深沈浅慮に怠る場合王は鋸嘲潤瀾明晰  

水を碓保することができず，賽絨三保水放でほ不足する躯  

態と怠ることが予測さわる。   

前項でも確言忍したように，矢作川周永池】束では支線用  

水相互間の心頭溝細川が，利水J豆くに窮要な憩峠をも  

っているといえよう。  

第1I牽 総   括  

1卜l研究の成果   

本研究は，漁業用水の計画期別必脚附く過を罪笈する  

ため♂）基礎理論をCB法の改良を通じて開発し，ニの開  

発した方法を杓いて矢作川用水の現時点における期制属  

玖依存水盛1期別必要塀水連夜）を求めることを目的とし  

たものである。その主要な研究成果ほ以下のようである。  

l．CB法におけるブロック判定の簡便化   

CB法ほ対象水用而繍が広域化し，単位プカッグが多  

数となるにしたがってブロック判淀が複雑かつ図集掩にな  

るという問題をもつ。本研究では，ブロック判定方法を  

D判定とQ判蔑という2つの方法に！濱分することによっ  

て，即）簡便すとに成功した。ここにいうD判定とほ，支  

線メ捌くごとに配水魔と還元魔を罪愛するためのものであ  

り，支線用水内部のブロック朝憲を他の支線用水地居士  

独立して行うプブ法である。またQ判発とは、全域の期別  

必要塀水成を罪屈するためのものであり，D判建で求め  

た支線ごとの配水幾と還元漁を周排水系絨常したがって  

鮫埋し，敵終的に全ての反復利用を考慮したプロッグ判  

読を行う方法である岱実際の作莱では，全域を小地区に  

分別した支線用水内部椛＝）判産を先行させ，つきナに支線  

用水相互間のq判覚を行うので，プロッグ桝定を簡便カ  

つ確実に行うことガできるようにをった。  

2．期別必要取水選評定のための計画理論の確立   

CB法ば発生期藤大必教鞭水魔を凝遷するために考案  

された方法であり，これを卿iij必要取水一能の罪憲へ拡張  

するためには研たを計画J邪論の確立が必要であった。春  

研究ではその－一つの－斌みとして，期別掛れ級数り∴ と  

期別反復利jl∃係数（l、f）という針王研究念射澄示した。   

期別周水係数は，田植パターンと浄生期全期間の磯健  

脚別給水深バク…ンの漬朝で表示するものであり，期別  

庶子銅蔓川1係数は単位ブロックの水収支関係にもとづき蒸  

孝畏敬乳 給水深，摘失浸透深の関係から決まる係数であ  

るむ矢作川用水の御剣では，綴炎浸透深が給水深の‡関数  

として表現できることがわかった。酢晋の期別用水係数  

は掛使ブロックの覇嬰嵐を，また棲磯の期別反復劇瀾闇  

放は単校ブロックからの還元腰（下流プ烏ッグでⅥ反復  

利用可能兇〉 を求めるときに必要となる計繭概念である  

これらの係数に各プセトノクの獲勺ミ期〔】乙均給水保と水闘面   
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深パターンを用いることが必要であると思われる。摘炎  

浸透慄の押掛こついても同様をことがいえる。＊論文で  

は，3地区の水収支調査を原資料に描いたが，神橋平野  

と梅樺干拓地とでほ水収支のメカニズムには適いがある  

かもしれない。窓た，さらに本質的な聞鷹としては扱炎  

浸透深の物理的な意味付けが本研究では十分なしえなっ  

たことである。地下水流動，田蘭貯留兇変イヒをも考慮し  

た扱失浸透深の実体矧鞘ま，準急になされねばならない  

課題である。   

股後に有効雨発と管理用水についてふれておきたい。  

期別を考慮した水田用水鼠の計画羊駁論は必欝顆水兇に加  

えて，有効雨発と管理欄水の計画埋諭が樹立されてはじ  

めて完結する。本研究ではこれらに全くふれることがで  

きをかった。今後の課題である。  

補．上郷・村高・高橋地区の水収支調澄   

昭和53年度，5招三度の2ヶ寧にわたって欠作川用水受  

益地内の上郷・村高・高橋の3地l真において開排水の水  

収支網窓を実施したゎ 削勺は矢作川翔水地l真偽薬用水必  

要魔の計課方法策蒐の基礎資料作成のためである。  

l．地区の選定   

昭利53年度にぉいて水収支観測を実施する用水地区を  

遅達した。欠作川用水全矧gで観測を賽施することば労  

力・時聞の制約で不可能であるので3地区を選んだ。適  

意の基準ほ次の通りである。  

i．欄水路，排水路の系統が明確であること。  

Il．相承・排水の測姿点が少をく水収支的に独立した  

地区。  

Ili．矢作川周水地属虻体として位；馴勺射扁りグ）ないこ  

と。   

この基準でもって上郷・村高・高橋グ）3地区を水収支  

観測地ぽとした。地‡真の特徴を表十補1に岬山乾しておく。  

各地医の東灘川用水地i乳内の位置ほ第7輩の図7仙1に   

示した。  

2．各地区の流盈観測点と水収支上の問題点   

2－1 上郷地区（】望卜祁1）  

l．鰭鴨地底の除外   

地区内上流部明磯磯灘侶（41．2旭）は水収支親潮の対  

象から除外する。増！由は次の通りである。   

町隊鴨池！賞は内に0．5／‡αの他用水（榔台梢水）掛り   

機をかければ，期別のブロック番婁魔おはびブロック還  

元兇が罪意できる。  

3．反復利用愛の推定   

矢作川用水地区に嗣闇の計画理論せ適脛圧て，期別必  

要取水腰と反手綱り用渓を推定した。   

戊手綱l踊栂戌線用水内部の′ト反復と，支線用水相互間  

の大反復の2つに大別できる。小反復利用魔は減水深浅  

流厳から‡）判充流威を控除した水腰であり，大反古綱川】  

既はD判産灘瀾からQ判定流蓬注を控除した水盛と売兼で  

きる。   

矢作川用水では発生期平均で24％の用水厳が反復水の  

形態で利用されており，このうち大反復が約6別，小反  

復が約4別をしめていることがl明らかとなった。また6  

月1鋸ヨから30軋 8j；＝臼から10r〕の期間はとくに反復  

利用率が高く，30％をこえていることがわかりたQ  

4．実絨取水澄との比較   

昭利48年から54咋までの無降雨干天時における実機職  

水盛とQ判定流澄，D判笈流嵐，減水深沈謙通津）比較を  

行った。その結果，計麓で牒めた必嬰水魔の変化パター  

ンは賽摘増水腰のそれにくらペて2半句矧空前方にずれ  

ていることがわかったゎ これは，‡】捌触柑年ころから田植  

期が5日ないし10日穏便前進したことの反‡撫である（。   

2半句のずれを考臆して比較すると，q判定流旗は某  

楯取水魔の鯛％，D判定清適弱71％，減水深法流蚕至は84  

％となる。欠肘】旧】水では，以上のように反復利用が利  

水】ニ重要な意味をもっていることが明らかとなった。  

1卜2 今後に残された課題   

本研究でふれられなかった計画論上の細趨，あ戊いは  

J附利通川上をお椀紺を要する，…当主鳩について述べる。   

強生期に関しては絆蘭の基礎理論をはば明らかにしえ  

たと考えるが，田橋脚の反復利用を考慮した期別必繋増  

水厳に関する計画矧論については全く険射することがで  

きなかりた。今後に残された大きな課題である。   

秘例の適和宣透いてとくに虚嬰となるのは標準期別給  

水深パタ…ンと粗大浸透深の評価である。本論で闇3ヶ  

碑の自記減水深記録鳶描灘闇黒Jlて櫻準期別給水深バ  

ク…ンを規格化したが，矢肘＝用水のように対象水！月面  

橘が広域にわたり隠攣イ乍付晶碩がぶ部に導入されている  

ような場合は，多地点の自記減水深記録を準備し，地形  

・水草F胃品種・作付時期などに応じたいくつかの期別蘭水  
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図血牒虹L上潮刷蛸む細賂傍】  

衷仙補1 水収支観劇偶感  落水がある。排水略渠は図一補2に示す≠ 600】れmの構造  

で2地ノ烹に設；忍されている。  

上作嗅川座ヒ綱幹線  

地 区（ila  地 区 の特徴  

輪中であり欄排水系統が完結して  

いる。  
上  郷  

（324．7）  
作川右樺にあり矢作川用水地区  

としてほ敢上流にある。  

作川右枠中流部都側昭に沿った  

佼い犯さ監沖棉平野である。  

硝の洪棉台地上の水門からの排  

が流入する可能一靴があるの  

村  商  

（135．7）  

【針拙捕2 鱗l栂池区から渡利用ハ＼の哨狼略拶i  

ニニからの水収支綱窓地区への流人威は実測の結果連  

続干天時宜は撞く少腰であることが分かった¢（敦血補10  

参照）従りて連続干天条件下の水収支計算では無電祝する  

ことにしたゎ  

ii．用 水   

上郷地区の用水㍊虜仲川き羽水上郷幹線からのゲートに  

よる直接分水が11ヶ締に配；逢されている。このうら案綱島  

分水口を除く10ヶ所の分水lコからの分水が」二郷地‡真の水  

収支観測上の祁水となる。   

矢作川左樺中流部胡氾濫沖欄平野  

である。  

用排水系続が比腋的まとまってい  

る。  

露  橋  

（69．1）  

が揮羅する。   

ム．鴛鴨地区北部の台側止の水‡刃（枝下川水掛り）か  

らの落水・緩速水が入ってくる。   

c．旛鴨地‡真の水路は用耕灘用である。   

をお除外した鋸鴨地1哀から失脚捌く幹線水路を伏越し  

て上郷地区の幹線拝川こ絡左撞の渡刈川分水‡コ掛りへ入る  
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分水日には計腰用の全解離那当堰がすべてに設置してあ  

り賂究水ぎ策の蒼ヨ記紀録から流ぷ変換貸して記録がとられて  

いる。用水戯とはこの低を用いることにした。但し，畝部  

第4分水口は昭和53年度には針鼠堰未設であり実測によ  

った。昭和54年度はーヨ詑言受忍となった。   

嚢血補2にヒ郷地】夏の分水目名と掛り蘭臓を上磯から  

順に示す。  

義一補2 」こ郷地区の分水冒  

することによって完全に把捉することができる。（図仙補  

l第3．】烹）  

∨．その他の水収支地1温外への流出   

α．水収支榔則から外した駕鴨地援の排水は水収支地  

区内の西大排水路に落るひ この排水兇は水収支地ig内の  

排水慮と分けなければならない。蕗大排水路が魔鴎朋個  

の排水を受ける乱 すなわち水収支瀾測地区からみれば  

線上櫛邪什針血浦1第2点）に流腰済盈∬批沃を設ける。   

この流兇観測点はプセック放江署鳩沃潤爛摘水路であ  

る。側璧ブロックの支持のための脚注が流れの中に少し  

出張っているが流速が小さい和銅では欒桑済はないと考え  

られる。   

ム．地相水灘彪（榔糾捌く）への塀水をする長瀬山拗  

水磯城が頭大排水路から揚水している。（図脚補1第∠いさま）  

かんがい期には通常0．40～0．45nで／Sの揚水がある。揚水  

機の遁i広一‡ほ怒に言己録されるバルブ開度と揚水蛍の関係を賽  

測しておく必要がある。   

また渇水時には揚水する西大排水路の流魔が少なくな  

ると，並行している零下川から矧－■ヨにより西太排水路への  

放水がなされ流麗憎がはかられる。従ってこの放流威の  

流二級観測も必要とをる。   

C．隣接する枝下用水地区の排水河川である家下川が  

上郷地！互の西紹を走っている。宮下川は洪漬台地から上  

郷地区へ落ちる流出を垂水して酉大柳水路と並行しつつ  

地区宋璃に至り矢作川へ独1；iに自藩銅肛水される。   

なお地一式末端にある‡塀大排水路から宮下川への放水樋  

門は1二郷排水機場の排水貌増強工芸終に伴い昭利53年4メ〕  

に才勘上二されている。また岡地，】沃に残っている旧」：郷排水  

機場は紺磯城が建設きれた時点から性粁jされていない。   

d．矢作川擾防に沿う窮淀川は欠作川からの伏流水に  

よる湧水を水源とし上郷地区下灘淵用溌細川水路であっ  

た。規狛よ矢作川♂）河床低下によって湧水は柏木ていて  

用排水に何らの関係はない。  

Vi．その他   

招 上郷枠線用水路の栄城に言弦筏されている宮下川放  

水咽は幹線網水を賓下川へ麗接放水するもので地一束内j－】  

排水には関係しか－。放水工そのものも執牧・保安等の  

緊急時以外は作物しない。   

ム 上郷排水機域の遊水油とひょうたん池の間にある  

宗産川矧ヨー】は西火排水路を堰上げ長瀬山撞水機械の吸水   

1
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が溜  

別になる可能性が  
楷穴か凍膏  

い流出がある   

酢．その他の水収支灘膳内への流入   

町 二れ収支地楼内での渡刈川敢上流に上流渡刈叩から  

の排水が流入してくる（傍卜繊1第1ノ荒もこれは水収支  

地区外からの流人として観測することが必要である。   

ゐ．水収支地Ⅰ夏内にあるtE宅】ヨ■】地その他からの繁磯潮  

水は水道供給臆から推意する。  

iv．排 水   

上郷地区の排水は大朝してl二郷幹線用れ路をはさんで  

2系統に分けられる。   

用水幹線左棒の償水ほ渡刈川・御手洗川・東大排水路  

に落る。きネ㌻樺の用水は西大排水路と桝塚町ゆ央那射ヒか  

ら南へ走るブロック施］二の排水路へ落る8   

これらぴ）排水路を盲究下する流れはすペて＝路地‡温寿城  

にある上郷排水機場の遊水池へ集められる。上郷排水機  

場ほ降称呼のみに運転されるもグ）で通常の排水は遊水池  

押認定川樋門から隣撤するひょうたん池へ‡封甘排水きか  

ている。ひょうたん池からはさらに上郷排水機門を適祀  

て堤外地排水路へlヨ禦ミ排水されるく。上郷排水機が作動し  

た際の排水も同じ堤外地の排水路へ山一こくる。   

従って上郷地l真の地区内排水ほ堤外排水路で漁具誼観測  
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受け持つ大排水路であり無視することはできない。   

C．中流部・下流部の区切りは娘下機上流の幹線排水  

路で明瞭に分かれている。しかし水収支潮が棚勺に下流部  

は少々問題をかかえているひ   

下流部の宋増水闇で少魔の排水が湛水防除水釣へ落ち  

ずに鹿爽川排水機揚の遊水池へ夜接落ちていることであ  

る。水収支をとるにはこの排水恩も観測せねばならをい。  

もっともここは村i窺用水地区でも股兼職であるので用水  

不足回避のため滑面下の地下水上界を憩【対して降雨時以  

外は排水路落王二蔓の樋門は閉じられていることが多い。   

これらのことから称呼の観測ではこの排水は省略し地  

区の…一斉流威凝鋸則将に流れがあれば測麓することにしたo   

d．地区の排水を受け持つ満水i坊除水路は鹿瀬川  

と合流している。食言嵐虎には木戸矧1－ヨがあり機l当の敷高  

はE．L．5．50m，機門から戯剰lト通じる樋門の叩きの標  

高は軋L．5．00mでちむmの落差がある。かんがい期の適兢  

干天時には鹿瀬川∴湛水防除水路両者の水イ立は低く合流  

点では湛剃；方除水路からの段落ち流れとなっている。従  

って低水時に鹿東川からの背水はないと思われる。   

＊戸樋門そのものば降相棒には閉じられ鹿東川からの  

逆流入射坊軒湛水防除水路からの排水のみを娩東川排水機  

煽が矢作川へ排水する。またl闘【ほ3年度に湛水防除水路  

木場にスクリーンを付けた除じん機が施エさ∃1た。スク  

リ岬ンは傭東川排水機が作動する時のみ水路へ降される  

ので低水時にスクリ叫ンによる背水の影琴削沈ない。   

以上から総合判断して水収封観測地区は湛水i坊除水路  

へ塵東川右撞から入る通水魔の大きい方の伏題しの湧き  

出し点磯下流から地i東栄摘までの抱囲とする。図＋瀦3  

では地区のだいたい中央部で研幹線とグロスしている斜  

線以下である。  

‡巨 用排水路   

用水路はコンクリ脚卜長方形断簡iの県営柑商用水であ  

り観測」二の，き巧遁はない（3 ただ連続ニ㌢こ天晴に水管理を樟磯  

操作で行なうためのゲ岬トが用水路に救ヶ併設置されて  

いる。従って連続干天時の水収支ヂ血夕鵬の塀扱いには  

隔添乗施♂）有無を碓認しておかねど£をらない。   

湛隣排水路は帽8．00m，水路壁7馬糸勺4．00rmの大水路で  

ある。水路床のみはコンクリ鵬卜張りではなくて土が露  

出している。平水時，渇水時には水路床へ雄橘した土砂  

が露われ流れにミオ端ができる。従って水位によっては  

竣断面水路と同じ流れになることがある。   

位を確保する機能を課せられている。このため樋門を全  

開にすることができないかもしれず 水収支的にみればか  

んがい期間中の水田土壌中の貯留変化を少なくするかも  

しれか、。なお機門による背水の影智はそれぞれの流腰  

観測点には及んでいない。  

2－2 樹霜地区（図一補3）  

【．水収支地区の区分   

当初村高槻gの中でも県道桜井・岡崎線でまず重賞切り，  

次の区切は地区酉緑を流れる鹿衆川の姫下欄直上流で地  

1夏を械切る幹線排水路とし，以後放下流までと村商用水地  

区を3分する予産であった。   

区切りの狙いは村商用水地属の上流部を水収支観測の  

対象から外すことにあった。柑商用水の上流部にほ瀾の  

用水である北野幹線掛り（慮分水口19．帥㌔ 漕人分水口  

1．8旭）が入っている。そしてこの北野幹線掛りの排水は  

村高相水上滝部の排水と共に鹿衆j【儒ちる。つまり北野  

幹線からの分水放と廉東川の流入・流出を測定しかナれ  

ば柑高上流灘の排水を分離計上することができをい。こ  

れは徒らに流盛観測点を増やすだけのことであり避ける  

ことにした。   

中・下流部でも上流部の排水が中流部へ，同化く中流  

部の排水が下流部へ入ってくることの柏紺・踏窓が必螢  

である。さらに下流部では排水路が鹿東川と合流するが，  

鹿瀬川による背水が溌澄観測に影響することも考えられ  

る。しかし下流部を切掩てると中流部のみでは水収支測  

意の蘭樽がノトさくをってしまう。   

適切意区切りを兇漉すために矢作川にかかる糞欠沖縄  

下にある旧村霹さ瀾水取入‡ニコから下流部にかけて路盤を実  

施した。踏意による問題点は次の通りである。   

α．県道が上流部・中流部の分水械に肌血・応はなってい  

るが上流部からの幹線排水路が地区中央部に1＊県道を  

切って流下している。   

さらに支線杵】水路も】－－・本土滝部から流下してきている。  

このことから県道でもって水収支的を独立区域は区切れ  

ない。   

ム．地区の排水は購求川の左動こ沿って中流地区上磯  

まで延びてきている湛水防除排水路にすべて落ちる。こ  

の湛水防除排水路へは腕剰‡惰牒から2ヶ所の排水臓牒  

越が入ってきている。2ヶ析のうち上流側の伏越は流蕊  

的に極めて僅かなものであり水収支上聞メ邁にならか、。  

下流側の伏遇は妾甚水防除覇業で鹿瀬川右樺地区の排水を  
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2－3 高橋用水合歓木地区憫血補3）   

i．用 水   

路檎周水食潮水灘摘へは3率の用水が矢作川用水の幹  

線から分水されている。合歓木用水，寧太利用水，合働  

本斯闘欄水である。それぞれについて流彪と観測をするが  

合歓木，金灘凍凍はほ㍑ンクリ…ト長方形断面，寧太利  

はコンクリートU字ぎ滞である。   

Ii．排 水   

合歓＊馳侶の排水ば耕水路合歓奉安練に落ちる。排水  

路下流部には矧寸ヨが設潰しごあり過烹は即決水が行なわ  

れていた。現査ではこの矧一憂Jほ放棄されていて3門のゲ  

ート申1門が常時慄放され他は操作不能となっている。  

降雨時にはこの樋門が排水の支障に怠ることもあるが微  

意費鞘の僕闇で放散きれたままであ翫   

排水魔の観測は樋肝ほ、ら約500m下流の点で実施した。  

排水路は低水周の長方形断面のブロック施工部分と高水  

桶の台形士力蘭の部分からなる禎断面水路である¢  

l‡i．その他の流人   

α．矢作川の御方沿いの排水路に塊脚排水路の余水吐  

が入っているが降矧堵以外に排水路への流人はない。   

ム．排水路合歓本文線の旧矧－－㌻下流に閉経の商落地膚  

からの排水流人があるが梅く少黍吏である。   

C．矧g内の工機（マキタ工業）からの排水が流入し  

ている。これは一・浄流螢観測時王は測億する必要がある。   

d．合放水柳田用水j卦りの地侶で相承の山部が憐摘の  

鯨桶周水（仮称）甜月蝕属へ【亘川福杓地区の排水路へ落  

ちる。払博聞水合歓＊馳属の排水腰を律すにあたっては  

この他矧夏へi戸lる用水凝を面椅から紹分して出す必要が  

ある。  

3．水位血流選曲綬（H－0曲線）の作成  

i．水位・鴻巣の実測   

2・でくむって上郷・柑高・高橋の3地区それぞれの流凝  

視測点を決めた。流感若硯馳烹でほ捌く錆，排水路共に側  

矧こ劉く収をj操り付け，かんがい期に捌く伎の読み填りを  

地元関係者に委託七た。晶灘祇水路では自記々録装；畳も  

つけられた（字太利用水・r馬橋排水路）   

溌みとり水位を流兇に換算するために＝血Q曲線を溝  

鼠の実測から作成した∬昭和53年度は＝雷三として排水路に  

ついで行憩い，昭㈲闇昭度は主として閤水路を賽灘し，   
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‡用水路ま二流  い用材沌摘り緒＝一‡、沌   

一・・＿＿．  
1  

⊥  

⊥  

仁合鉄木‖」射路＋＋21日い判廿鋸洛㌃た故木蘭朝川月Ⅷ  1合歓ホ粧歌職  

i衰卜柚4 流駿親糾さ．くの水路勒亜由一－）  

し∴巨・l．㍉．∴／  

リ∴∴ぞ†   
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ム．長瀬山揚水機の撒水腰とバルブ開度の関係は次の  

ようにして求めた。   

バルブを通過する流魔Qはバルブ閲度によって頻って  

くる。明山次元教示をすれば，  

Ql蕊α】Vl  α：開度面碩  

Q2芯α2V2  V：流速   

（cm～鳴）  

排水路の追加測定も行なった。図山補4に観測点の水路  

断面を示す。   

α．各観測点の＝脚Q換算式を泰山補3に示す。同じ  

く図一補5に実測個と換算式による曲線を示す。流魔Q  

の酬立はが／sec，水位Hは儲水根の富発みとり催そのまま  

でcmである。  

嚢…補3 水位・流儀換算式血覧  

地‡芸  観  測  t壬r   換  算   

1．波刈 川上流  Qニニ0．406×10仙3（日劇2．5）1  

Q＝＝0．200×10鵬3（トト13．0）  
上  

3．上郷堤外排水路  Q＝＝0．021】1ま・36l  

耶  
Q  

4 佼漱山揚水機  バルブ開度％30 40 50  

家下川からの補給  

1．用水路上流  Q＝ニ0．974×10仙：与Hl・616   

柑  2．用水路下流   Qニ＝0．344×10‾3Hl－762  
2′．   〃（水路椅）  Q＝0．090×10川：i（H＋5．0）i 

3．排水路上流   Q＝ニ0．112×10…3H2・30S   

商  4．排水路下流  Qこニ0．800×10山3日2・013 （H≦  

Qニ＝0．227IlO・…   （H＞   

1．合歓木用水  Q＝0．錯8×10鵬3（トト2．0）l 

高  

3．合歓木新Ⅰ；lこ憫水  Q＝＝0．007×101－3（H脚56．5）  

橋  

Qニ0．031×10‾3（11帥3．0）2   

ゲ岬卜公式を使用した。  
Q2 V2 α2  

変形して，  
C：流魚体数ニ0．6  

A：ゲート開き面摘ーげ  

g：忍力常数ニ9．8m／双e2  

h：ゲ…i㌧じ流の水深m   

QlVlα－  

Q霊CA′雪盲訂  となり閲歴変化による波及変化は流速比が係数として入  

ってくる。   

そこでバルブの閲歴がポンプの運転実務記録から30～  

60％と眠られていることと′りレプ閤度40％，50％での揚  

水兇実測磯がそれぞれ0．40汀ナ／S，0．44が／Sであること  

からV2／Vl想αとして直線比例のイ反意でもって係数を求  

めた。  

すなわち  

Q㍊0．6×（ゲ鵬トl暗：0．61m）×（ゲートの開き高）  

×√紬  
となりゲ…トの開き裔とゲ…卜上流の水深を測ることに  

よりて補給寵が得られる。  

l箋．家庭排水親   

水収支観測地区内の蜜庭排水は凝兼用排水路に出てく  

る。水収支計罪ではこの威を推愛せねばならない。名古  

屋市水道局・馴清市水道局の資料からみると劇一般家塵1人  

当りの11ヨ使用水魔は約200β と推計されている。   

Q2 （】2  
・蜘・・・m（一 山‾‾  

（〕t  り1   

0．40   0．4  
酬拶巴α－一－▲－一一  

0．44   0．5  
∴α盟l．1   

この係数でもってパルプ閣僚30％，60％での掲水魔を  

推定した。   

c．宮下川から西大排水路への補給魔Qは‡ヨ血流出の  
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3購   
Q扮0月7んxlげh   

Q琵0．ム0錮翻戒5ヂ2ん  
⊂） 〆〆〆  

Qr塊  GO5  

【崇卜相室5（孟1）」二郷1川斐刈川上流）  
Qn克  0．5   

‡裏卜糾5（d）村商1（用水路wlこ流）  

1．0  

762   
Q己0．3ん回   

Q丹’＼  0．10  0．20  0．30  

【裏】ニ紺封bう 上郷2（西火排水路）  
1   

妻．リ三塚ごjl本てノ、小し／二場で㌣〔）珊：it〕注×ll†√盲卜13l  
図血補5k〉 か橘‖こ 用水絡下流）  

Q痍－8   28   3．0   ろ8   

図一補5（c）wl二郷3（上郷操外排水び各）  阻1舶用1ホ橘㍑一 拍瀾瀾）   
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タ／／  3肪  Qとnl12×ぜげ  
50  

Q鳴  G50  180  

箋票卜紬5（g）織布3（排水軋j二流）  
0．01  0．02  0．03  

1針諭侶吊〉 鵜椋2ドー：大利糊水）  

．．＝．．……卜…．．   〇   〇  
／  

50  
Q邑aOO7涙3くト56．5）Zムん0  Q放0．800xぱHZrO！3くHく35Cm）  

Q記0．227×HO・補 作鰻35Cm）  

Q呟   1．0  

桓卜補5裾 相馬司（排水路下流）   

∴†∴∴ こ：∴ ∴トー ■l∴■「 り  ∴ト・巨≡  

2.0 

∞1 0．02 0，03 0髄 0．05  

闘∴柚須狛i訃・萬3（合働詞湖畔旧酢水  

Q彗a838xl蛮h－28ブ呂37  

Qご0031xぱ（h川）詑97（目蓋草）                               ⊂m  

。ヱ〆0〆  

〆〆  
.O ／〆  

Q概  0．1  0．2   

図榊輔5け．称腋1ら合歓ネ用水）  
Q劇3抽183（ト1げ860（H＜ム7）  

0．1   0．2  0二）   0ム  

1讃肌紬5（＝ 闘喬4（合歓木排水〉   
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袈…補4 水収支観測地彪二内の豪庭排水鼠  ii．地区排水鹿は他地底からの出入を差引いて次のよ  

うになる。   

（排水螢）㍑（上郷排水）仙 く（渡刈川上流）＋（層獄  

排水路流人＝  

…i（蜜下川補給腰）血（長  

瀬山揚水蛍）を  

叫（家廃排水兇）  

iii．計算結果を表明補6に示す。上郷地区では昭和53  

年度には宮下川から酋火排水路への補給腰が測定できな  

かったので昭和54年便のみの結果であるα水収支観測の  

軋的である連続干天時の還元率（排水凝／桐水数）も咽  

せておくて，表中連続干天時に週元率が異師こ高い俄にな  

用  水  

（分水i二ーの合計）   

戸  数l 流  巌  

袈…H補5 マキタコニ場からの排水厳  

月 l月阻使用数  流  駿  
山  

2  0．00  

／J  

J・l  

J′  

川細j53年度かんがい期のぺキク工噺尋川音：養械よi′＝   

サ  
鴛鴨池区からの 家庭排水  
排水流入  －  

渡刈町からの  

排水流入  
水収支朝潮闇1夏内の住宅戸数は剛考慮地閉ざ掴i務所の  

聞きとり劉儀ポよって得られている。】叫一〆戸当りの構成人  

員を4人と仮逢して家庭排水を流應換算したのが衆州袖  

4である。   

住宅戸数の多い」ニ郷地i去を除いて他は！ガ／S酬立で下  

3桁の排水魔である。上郷地区以外の家庭排水慮は水収  

支にウエイトを箪ノたないといえる。  

軋．工場排水二…猿   

払桶地】哀内に大工場（マキタ）があり工場排水腰が推  

遷されねばならない。嚢‖…補5がかんがい期の水道服脛  

兇から換罪した排水頗である。   

家庭排水兇と同じく排水螢は下3桁であって水収支に  

ウエイトを占めをいようである。   

しかしこれは上水からの作意依であって玲子芳・冷却用  

水琴は地下水じ依存しているかもしれない。昭利54年8  

月2fヨの実測でほ工機から段葉月用1三水路へ0．029nイ／S  

の排水鹿があった。同じくa月2iヨ，11月16・17！ヨでは  

排水はみられをかったけ   

このように工場排水腰の変動に不明如法は残るが→応  

水収支♂）計罪値としては0．002汀りSを採用する。  

4．・各地区の水収支計算   

4－1 上郷地区の承服支  

」二郷地i互の水収支は図卜灘6のぶうにまとめられる。   

仁 j触覚用水魔は上郷幹線からの分水聡の合計である（  

抑服用給 

盛  
l  

魯  

投湖山掲水機堵  

矧」裾G 」摘棚順の水収支モデル  

用水路上流  用水路下流  

（水路椅）  

－；ト0・－：・   

聴衆川排水機場  家庭排水  

澗摘瀾噸水路）  

排水路上流  

摘乾粥川＝  

腱東＝憫凍灘  

【嘉卜袖7 柑露地1真の水収支モデル   
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ヰー2村高地区の水収支   

柑高地】真の水収支ほ図脚捕7のようにまとめられる。  

i．用 水   

（用水兇）㍑（相水路上流々兇）】（用水路下流々腰）   

用水魔の観測は下流側に問題が生じた。当初の周水路  

潮産慮の約101れ下流に暗渠があり綱蘭にゴミ除けのスク  

リ…ンが施してある。ゴミがスクリ…ンにかかりた場合  

観測点の流れに背水の影響が出てくる可能僅がある。   

昭和53年痩はこの硯測点凍便脛したが，昭利54年度は  

暗渠よりも下流にある水路橋でもって溌駿を観測した。   

暮‡．排 水   

（排水兇）m（排水路下浣々駿）仙（排水路」二流々腰）  

一皿（家庭排水ぷ吏）  

‡票卜補5抽）からも分かるように排水路下流の水位は約  

35cm以上で鹿梁川水位の背水の影傾を受けているカ㍉ も  

しくは水路ヰの堆積土砂によって禎断面の流れになって  

いる司Ⅶ帥乳が成る。このため排水路下流と塵東川の魔水  

根水位の相関をみたのが図冊補8である。排水路下流の  

水位は35cmを越えると鹿多酎【‡の水位変動に追従している  

ともとれる。従って排水路下流水位が35cm以上のものは  

還元率の計算上注意が馨る。   

水位と流魔の関係の変化がニヒ砂堆根による複断鰍こよ  

ってもたらされるものならば水位上昇に伴って流蔑は増  

加けるプぎ向になるはずである。なぜをらば水位上糾こよ  

って堆積した土砂が隠れると通水断面は…誹挙に増加する。  

逆に鹿瀬川の曹水によるものをらば同じ浅慮が流下して  

きても涜通が減り水位はそれによって上界を余儀濃くさ  

れる。すなわち村高排水路の‖00Q曲線服廉東川の背水  

を受けて二段の構造になっているものと考えられる。排  

水路水職封が35cm以上では背水を受けたトトqの関係式  

を使うことにするむ  

l‡妻．村糾鋸真の昭和53年度・i闘l】54年度の水収支針魔  

の結果が泰洲補8である。嚢には還元率が負となる冒が  

しばしば出てくる訪 これは排水蒐が負にをる場合は瞥   

α．大雨のため排水路下流油の排水機揚が作動して排  

水路内水伎に低下背水が生じたこと，   

ム．隔蕃が実施されると地区内からの排水漁は0に近  

くなる。この場合排水路」こ流々過と排水路下流々羞套はば  

ぼ等しくなるはずである。ニの略魚で生じる機かな負の  

儀は‖仙q曲線のi洪差によるものと思われる。   

C．降雨をみないのに当日の言発みとり砥が前日，後‡ヨ  

とかをり異るのは放水絞の言発みとりの霹具りであろう。，   

ることがある。例えば針甘下旬であるが，これは上郷排  

水機域の自然排水機門が閉じちれ意図的に排水路水位を  

高めているためである。従って還元率の考察からは除外  

した。嚢中の枠は連続干天時での還元率である。但し＊  

印のついたものは排水機域の樋門が閉じられでいたもの  

で除外する。嚢…補7に連続干天状況と還元率を爪山覧に  

しておく。  

嚢仙補7 連続干天時の還元率  

細川河弓厳蔓 還 元率  月  冒  

5月26‡ヨ‡ 3，O mnl  

27  

28  

29  

30  

31  

6月l巨  

2  

3  

4   

1
 
2
 
3
 
7
 
 

4
 
n
く
U
 
3
 
4
 
 
 

0
 
n
V
 
O
 
O
 
 

5 要  

6 ぎ  

叫＿血！」  

州…u…… 

音…附す…表l‡ 月  川離巌   

21．5 mll  

ご
じ
 
 

A
一
l
 
 

欠
 
〃
 
．
4
 
．
4
 
欠
 
〃
 
〃
 
．
2
 
欠
 
 月  t‡‡茎細川戸ほ∃∧技  

8J＝音■ヨ 26mm   

il 蔓  

＊ 上郷排水機場のl竺1賂排水機門が   

閉じられた巨】。  
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図二補8＋村裔地区下流排水路水位と腱東川水位の関係昭和54年）   

魔がないので不適当。  

・昭和54年7月5‡ヨ～12日は前半・中間で周排水が安   

定しているので還元率の依は使用可能である。  

●昭利54年7j∃21】〕～281ヨはI線番かゅ干しを実施中な   

ので不適当。  

。昭和54年7月31】］～8月2日は排座職廿瀾の流既に   

変動があ獣。隔藩もしくは中子し直後の状態かもし   

れず不適当。  

。昭和54年8jllO】；ト1川は梢排水路下流の観測点に   

流畿がなく不適当。   

還元率が魯になるのは用水魔の砥が魯になることによ  

っても生じている。これは柑高地属が瞞諒解習地区であ  

るため用水の流れがなくなるからである¢用水路上流で  

流れを止めても下流では残端厳があ射乳水蕊に負の低が  

出てくる。   

これらのことを考慮しつつ53・54年の聯l三を通じて嚢  

－‥い枠をつけた連続干天時の週兎率についてみてみる0  

。昭利53年6月61ヨ～10‡〕は用水路下流の舅恥烹に流蕊  

がなく平常の状態ではないと思われる¢  

・昭緋3年7メ〕3t；ト7目は闊水漁・排水成典烏口々   

の変動が大きい。還元率を取り上げるならば比較的  

周排水が安産している前半であろう。  

。昭和53年7Jニ】15t］～20鋸ま7月1描から節水に入り  

2～3釧間断水しその後も用水を絞っているので不  

適当である。  

。t榊i：】53年7月23日州ル31】三lは用排水が安産しているの  

で還元率を取り上げてもよい。但し29日の排水薫製に  

は疑問が残る。  

・昭和53年8月4針」3日と23fヨ～31日獅王綱胴は共  

に瞞番実施中であり不適当。  

・‡桐i凝滞6月17Eト18日は用水路下流の観測点に流  
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であり還元率の堺り上げには不適当。   

g．昭和5蛸ミ6月1日～6E！は岡津水ともに安産して  

いて還元率を塀り上げてもよい。   

ゐ．昭和54年6fヨ17日～25日はかなり厳しい間断節水  

が施されている。   

～．昭和54年7月5‡ヨ～12日は用水兇が通常よりも少  

く排水蕊の変動も大きい。   

∴ 昭利54年8月1日～2】ヨ，10日～11仁】の両期間ほ  

前者では排水魔が増大ゅであり，後者は用水の車でヨ三力  

の合歓木用水が滅魔中である。定常的とはいえず還元率  

グ）j操りじげには不適当である。  

5．一斉流盈観測の結果   

最後に昭和53年，昭和54年に数桓ほ地区で測剥奪刻を  

合せる■山斉敵駄観測を行った結果を嚢血祁き10に示すく〉  

あ と が き  

本研究のホ域綱乱 資料収簸，職塀調査に際しては以  

下の関係各校にご協力いただいた。   

愛知賂農地林務都制地課卜同園崎農地開発難蘭所用水  

管理課，岡幡豆鹿地開発事務所，矢作川沿樺土地改良区  

連合および関イ糸土地改良l夏，岡崎市役餅，西尾昭受所。   

また，現地調査，資料のとりまとめにおいてほ昭和53  

年，54年度の卒業論文薫毒草攻生である久保勝，讃相思博，  

片岡率文，ヰ川川軋 ゆ西昭弘，加藤教乳 渡辺利昭の緒  

乳 ならびに大学院生の粟冒ヨ浩山・既に多大な授肋をうけ  

た。ここに深謝申し上げる次第である。   

研究のとりまとめにおいては本学農業土木学科土地利  

用学研究室の慮lヨヨ界教授，折損相補助教授から幾薮な助  

言をたまわった。諸人で感潮の蔑を発したい。  

付記：本論文は，共同執筆者である弘闇忠士の大学院  

鳩士学位論文を遜§礎に構成したものである。  
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ヰー3 高橋地区の水収支  

高橋地区の水収支は閲脚補9のようにまとめられる。  

合歓木用水 ¶0・ゆ  

i  

・・・ －0‥＞  

工場．家庭排水   
合歓水練水路  

坤  

・－○→  、′  
図m補9 高橋地【真の水収支モデル  

】．用 水   

（用水駿）野（合歓本欄水）＋（寧太利用水）＋（合  

歓木新任用水）×0．6   

合歓木新田用水に0．6が掛かるのは受益地雨碩の4割  

にかかる用水は合歓本文線排水路と並行する他の排水路  

へ終るからである。   

暮葦 排水   

排水兇は合紙＊支線排水路1本で観測できる。  

高橋地i乳昭利53年度，昭牒54年度の水収支計算の結  

果が袈…補9である。   

村高地区の場合と同じように嚢中に枠をつけた連続干  

天時の還元率の低の取りカを検糾する。   

α，昭利53年6月6日～10日は排水厳に変動がみられ  

るが用水規は安偏している。還元率は平均して求めても  

よいのではないか。   

ム．昭利㍊隼7月3目～7iニ‡は用水数は安穏している  

が排水魔の変動が大きい。また排水威そのものも大きい0  

排水路下流側で倒らかのセキ」こげがあり排水路水伎が上  

界したのではないか。還元率の塀り上げには不適当であ  

る。   

c．昭和53年7声＝5tヨ～1針目は12日に剛狩で46．伽m，  

巨邸宅で99mmの即蜂雨蒐があり彫瀾が消えていないようで  
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d．昭利53年7月26fヨ～31針は中干し産後で排水魔の  

変動が大きく還元率の取り上げには不適当である。   

だ．昭利53勺ミ8月4日～13Ⅰヨでは前半に排水腰が減少  

過程にあることと，合歓水耕闇牒水が1日断水している。  

さらに後半に節水が2図案施捲れているので還元率をと  

るとすれば節水と節水の閤ぐらいであろう。  

／．昭和53年8月23日～3＝射ま5冒間断の節水続行中  
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Applylng tlle abovc dcscl・ihed thcoIQy tO the YA＝AG‡GAWA watclldistrict，We eSthnated thc saved  

quaIュtity byl、ePeated use．Generally，repealed useis div；dedi椚o tlVO tyPeS，i暮1011e t）re11Clle乱11alal－ea  

aIld amo帽mal・y brench c乱nalal、eaS．‡nもIle YA‡イAGIGAWA wate王、districも，rePeatedl】Se SaVed24pe槻  

rcen†．or water requireme11t On血e average．Tile11，iIl山e quahtity orlVaは㌻，Itepeated しISei！la brencll  

ca‡1aloccupied about38percent and amo咽lⅥany bre11Ch canals about62pel・CerlL（1、abie．10…5〉．Es－  

pecially，tlle Peよ・Ce！lta那WaS tileIliglleSt dl汀i咽rrOmJtⅢe16tlltO30tlla11d fI，Om Augustlst to10tll，  

about30pe工・Cent（′rable．10－5）．  

4．Coml）al、ison of tile PraCもicaldatalVi血calcu】ated results on t】le qし】a11tity or water reqljil、eme11t．   

The practicaldate duril咽nO！トrainy days rl・om1973 Lo1979＼VaS COnlpal▲ed witil D－ju（igeme11t 挽nd  

Q－judgeme王1＝、eSults．Conseque11tly，tlle Se乳SOnalpatter11Calucuated sllirted folVal・d aboutlO days（Fig．  

10血2）．Ⅵ1isis explained by tile raCt that tile rice－P！aIlting s組SO‡1ilaS bee†1mOVedi‡1rO＼Val・dI－eCe11†  

years．Considerir喝this gap，tile Pt】antity．of Q－jud酢ment WaS59percent andI〕－jしIdgeme】くtlVとIS84pe－  

rce11t Or tlle PI－aCticaldata．1へlll】S，it becomes c】eal、tllalrepea†ed＼Vater USellad deep sign汗icance ro【・  

thelVaterI・equil▼ementi11tllis distriet．   




